
日本建築協会



シャッターに描かれたメッセージカミ

閉庖後のお庖をアピール。

絵や写真、文字、ロコ、、タイフ。などを使 って自 由に描けるスク リー

ンと、パックライトを、シャッターに組み込んだ くアド ビジ、ヨン〉。

浮 かびあがる美 しい メッ セー ジが、 閉底 後 の お底 を 効 果的

にアピール し、前を通 る人に、 お庖を 強〈印象づけますL

くア ドビ ジ、ヨン〉は、今、新しい時イt の、新 しい厨2を聞きま した。

，M昌三F冨=，
東洋シャッター株式会社

本 社/ 大阪市中央区常盤町1-3・8(日本生命谷町ビJ レ) 〒540 TEL. 06 943・657Hffi 東京本社/ 東京都港区六本木6-3-18(第一地所麻布ビル) 干106 TEL. 03 3479- 2911附
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アーキテクチユア・フェア|くOBE

「創造博物館」

ーまちと建築の未来展ー

コルビ‘ ジ、工展

建設技術展

会場は神戸郵船ピル

日 本建 築 協 会

& 邑

冨回

21世紀を間近に控え、社創育勢は急激

に変化しつつあり、また嫌々な情報に

満ちあふれています。私たちは現在、何

をなすべきでしょうか。 また同世代の

人たちは何を考え行動しているのでし

ょうカ、。

従来の事寅会形式とは違 う「語り合い、

情報交換を行う場」をつくりたいと考

えています。30代を中心に様々な分野

でこ活躍の方4 をゲスト諸市に迎え、

r30's  EYE- 21 世紀へのエスキス」をテ

ーマに シ リーズ化していく予定です。

今回はその第| 回です。気経にこ参効日

下さい。 ( 若い会員の集い小委員会)

日 時 1993年7月30 日樹

ＱＸＺＳＰｾＲＰＺＳＰ＠

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

※ 大F踊 R前第 3 ビル21階

講 師 浜 田 有 司/ 神戸市

定 員 30人/ 申込多数の1号合は抽i翠

参命日費 会員 1，000円、一般 1，500円

※ 含、飲物・消費l5l.

申 込 7 月23日悩 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1  ) 催し名 (30's EYE) 、2) 氏名、

3) 会員 ・→宣の別、 4湖 務 先

5) 参力厄E き付先 6) 電話番号

をお知らせ願います。
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干530 大阪市北区梅田卜|

大阪駅前第3ピル21階

FAX. 348- 0634 TEL.  348- 0633 

主 催 拙 日 本 建 築 協 会

若い会員の集ｾ ¥J J'委員会

担 当 松 隈 章/ 竹中工務庖

私は京都大学時イ七三村: 告史研究室に

おいて伊勢川崎町の保存主慌調査など

を行い、大阪大学では、川崎清研究室で

吹田キャンパス計画、徳島県文化の森

基本計i i I D などのプロジェクトやコンビ

ュータを利用した都市のCGモデル化

作業に携わりました。

昭和58年神戸市役所入庁後、 8 年間に

わたり教育委員会文化員採果に所属し、

重要文化財の保存修理や条例による文

化1案境の保護、さらに市内の近代建築・

社 寺 ・民家の悉皆調査などを行ってき

ました。なかでも異人館のある北野町

では、異人館の修理をはじめ、新建築の

デザイン誘導歩道整備などのデザイ

ンコントロール、さらに地元住民活動

支援など、ソフト ・ハー ド全般にわた

る町並み保存を進めてきました。一 咋

年は、新しく創設された者目指十画局ア

ーパンデザイン室| 其佐主として、アー

. コルビジエ展

画家としても有名だった建築家 ・コル

ピジェの絵画約 100点が、大成建設か

ら出展されます。( 左は、出展作品の一

つ「コンポジションJ)

日時 ＱＹＹＳ 年 Ｗ 月 Ｑ 日嗣ｾ ＱＱ 日 Ｈ 日 Ｉ

・建設 技術展

超々高層ビルやジオ ・フロン卜計画な

ど、未来都市を模型やパネルなどで展

示します。出展は建設会社や神戸市建

築協力会。( 右は、ガウディの聖劉婦生

会の模型)

日時 ＱＹＹＳ 年 Ｗ 月 ＱＶ 日幽ｾ ＲＵ 日 Ｈ 日 Ｉ

1/ 7月30 日働--... 8月8日(日)

浜田有司 ( はま だ ゅ うじ )

1957 神戸市生 まれ

80  京都大学工学部建築学科( 都市 計 画

専攻) 卒業

83 大阪大学大学院工学研究科 (環境 工

学専攻) 修士課程修了

現在 神戸市 住 宅 局 営 繕 課 勤 務

アーキ テタチュアフェア KOBE，jJ務

局 ・プ ロデュ ーサー

ーパンデザイン基将個に着手し、神

戸市全体にかかわる景観コントロ ール

システムの研究を行い、試験的事業を

いくつか実施しました。

現在、住宅局で、アーバンリゾートフェ

アの中核「アーキテクチュアフェア」を

担当し、まちと建築への一般の関心を

高めてもらうためのソフトイベントを

企画しています。

今回は、これまでの経験をもとに「景観

行政の現状とその功罪」をテーマにお

話したいと考えています。

( 浜固有司)

建 築 と社 会 ・ 1993 .6 1  



新梅田シティ

梅田スカイビル

見学会

第13回大阪まちなみ賞

( 大阪都市景観建築賞)

募集要項

本 会 ・前理 事中 島 一氏

彦根市長に当選

2  

事梅田シティは、 J R大F鳳 R北西部に位 また敷地の89%を占める外構計画で

置する42，000m' の敷t也l二、「人に優しい は、ランドスケープヵ、主霊祭を規程する

街、大阪の新名所となる、市民に聞か という考えにたち、直径70mの円形に

れた賑やかて活気のある街」を目指し 本物の聖跡林と渓谷を再現した「中自

て展開してきた、民間では最対見模の 然」や、 3，000坪の原っぱ r花野」等を

複合者日市開発プロジェク 卜です。中で 創り、自然のダイナミズムを内包した

も、世界中万の連結超高層「梅田スカイ 新しい環境を提案しています。

ピル」は、悩蜜性、安全性、経期金l二

優れています。 また、カーテンウオー

ルが空に溶け込み、 2 棟の連結部 「空

中庭園」が天空に浮かふ諸E市をイメー

ジさ せます。用途は、オフィスを中心

に、フィッ卜ネス施設、多目的ホール、

貸会議室、商業括支等、空中庭園は飲

食掘宣と展望台て・構成されています。

個性と風格のあるまちの景観づくりを

すすめていくため、周辺環境の向上に

資する優れた建物やまちなみを表彰す

る「大阪まちなみ賞」では、本質にふ

さわしい建物・まちなみの推薦を呼ぴ

かけています。

- 文操

大阪府域内の建物( 昭和63年 8 月~平

成 4 年 7 月末に完成) 、および建物を

中心としたまちなみ( 平成 4 年 7 月末

までに完成)

- 推薦方法

去る 4 月25日、中島 ー ( はじむ) 氏が

現職候備に大差をつけて、居イ主1也・彦

根市の市長に当選しました。建築設計

界からまた一人、市長の誕生です。

中島氏は、 1947年に名古屋工業専門学

校。見 ・名古屋工業大学) を卒業後、

今回の視察では、開発経緯と掘匁筑要

の説明後、梅田スカイピル内の一般オ

フィス、エグゼクティブオフィス、フ

ィットネス掘室、貸会議室、多目的ホ

ール、機械室、商業施設、空中庭園、

そして外構へこ案内致します。

( 積水ハウス)

. 姥築概要

所荘地大阪市北区大淀中) - 1

1 業主税ノドハワス

東芝

ダイハツディーゼノレ

総合企画・監理積水ノ、ワス

設問 ・監理 原広司+ ア トリエア アイ処築研

究所

木村俊彦構造設百十事務所

竹中工務底

ランドスクープ 吉村元労+ 環境事業計画研究所

施 工 竹中工務底・大林組・鹿島建設

Tf 木建設共同企業体

敷地面積 41，782m'  

延床而 ｾｊｾ タワ ー練 128，320耐

ヵ・ーデンf車 8，130m'  

地下底舗 4，570耐

鋭 f* タワー棟 地下u皆、 地上40階

ガーデン棟地下2階、地上6附

(一部 5階)

機 造 S 、 R C、 S R C

f止Z1125き 173m

工 期 )990年 6 月一1993年 3 月

ノ、ガキに、推薦物件の名称・所在地・完

成時期 ・推薦理由

信斤と電話番号を記入して、大阪都市

景観建築賞運営委員会( 干540 大阪市

中央区常盤町卜2- 17 大阪府建築士会

内 TEL06- 947- 1961) へ郵送のこと。

- 受付期間

平成 Ｕ 年 Ｗ 月ｼ日同 ｾＷ 月 ＳＱ 日出

- 発表

平成 5 年 10月下旬( 表彰式 10月28日)

- 審査委員

安部大就( 造園) 、今井範子( 建築) 、岩

竹中工務広、建設省、滋賀県土木部を

経て、 1968年愛知工業大学教授に就

任。多くの市町村て者日市計画の問題に

かかわり、その一方で、 日本建築協会

理事として、またその東海支部長とし

て、東謝也方での本会開催事業を牽引

日 時 1993年7月19日開

ＱＳＺＳＰｾ＠ 16:30  

定 員 70人

* 会員限定

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 新 梅 田 シ テ ィ ・梅田スカイビ

ル・タワーイース卜( 東棟) 21 

階プレゼンルーム

大阪市北区犬; 定中1 - 1 -88

*J Rr大F思R . J より徒歩約l日分

内 容 説 明 + 見 学/ 空中庭園、オフ

イス、多目的ホール、商業施

誌 舛 構 等

* ホテルは除く

参加費 500円

申 込 7 月 9 日悩までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1)催し名/ 梅田スカイピル見

A話、. 6-

- ' ) ' - 2文

2) 氏名

3) 重品務先

4) 参加証送付先

5) 電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 7 月12日明)に発送

します。

申込先 (初日本建築協会事業課

干530 大阪市北区梅田ト|

大阪駅前第3 ピル21階

FAX 348-0634 TEL 348- 0633 

井珠恵( ビジュアルデザイン) 、市耀予桂

人( 者日市計画) 、児島修二倍説会) 、清水

実( 建築) 、高橋叡子( 文化) 、寺本教則

( 建築) 、徳田二美郎( 建築)、ノ T 卜リス・

ポワ卜ー( 国際文化) 、藤崎安弘( 建

築) 、溝神宏至朗( 建築) 、宮井市太郎

( 報道) 、柳本精三( 報道) 、自 Ilt帯主( デ

ザイン) の 15.氏

- 主催

大阪府、大阪市、性t 大阪府建築士会

- 協賛

(油田本建築協会ほか

し、「建築と社会」誌の東海支部特集で

i立、編集委員を率いて企画を進め、イ

ンタピュアに、取材に飛ひ団りました。

市長当選に伴い、本会の要職も退き、

彦根市長として分刻みのスケジューJ レ

てコ舌動を開始されています。



平 成 5 年 度

日 本 建 築 協 会 評 議 員(敬称略)

平 成 5 年 度

日 本 建 築 協 会 役 員 会 務 分 掌(附白)

う た ( 銭 高 組 )

ー { 大 林 組 )

岸 宗 吾 (j丘 鍛 工

本 永 造 ( ヤ マ ト 屯

( 管工部門)

弘 ( 須 賀 工 業 )

甲 子 雄 ( 扶 桑 管 工 業 )

義 一 郎 ( 消 水 工 業 所 )

至 成 ( 日 比 谷 総 合 般 的 )

守 弘 ( 朝 日 工 業 社 )

( 建材部門)

正 昭 ( 万 年 ス レ ー ト )

二 郎 ( 大 阪 化 工 )

信一郎( コ ニ シ)

義 夫 ( 王 主 l ! 工 業 )

呆

刀

口

官

岡

山

'
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"

"

 

橋

田

高

鶴

つ

l

議 長

副 議 長

m) 

気)

弁

瀬

水

崎

谷

( 東海支部)

金 之 ( 愛 知 工 業 大 学 )

輝 勇 ( 丸 普 深 見 越 装 )

三 辰( 安弁建築設計事務所)

壮- Jlf l (愛 知 工 業 大 学 )

( 京都支部)

H月 孝 ( 滑 水 処

治 ( 林 治

I明( 伏見 工 2駐日

昌 次 ( 花 盟 造

( 和歌山支部)

兵 哉( 井村建築設計事務所)

一 宏 ( 栄 建 工 業 )

( 中国支部)

弘 美 ( ア オ ケ

敏 男 ( 禍 永 建

登 ( 大 之 木 建

一( げ'j- If J 工 務

設

崖

校

閲

ン

設

設

底

( 技術部門)

徳 ( 消 水 建 設 ) : 臼

彦( 大阪府住宅供給公社) : 川

右( 大阪市都市重量備局) : 清

治( 修成建設専 門 学校) : 間

男 ( 近 畿 地 主 l ! ) : 福

一 ( 大 林 組 )

彦 ( ミ サ ワ ホ ー ム )

f1/ 1 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

子 { イ ン タ ー プ ラ ン )

( 総合部門)

俊 夫 ( 松 村 組 )

正 次 ( 岩 出 建 設 )

俊 一 ( 大 日 本 土 木 )

日出夫( 浅 沼 組)

秀 雄 ( 藤 木 工 務 底 )

正 t止( 戸 田 建 設 )

邦 彦 ( 1111 組)

静 二 ( 鴻 池 組 )

似 ー (三 弁 建 設 )

保 夫 ( 銭 高 組 )

宏 イ 圭 { 安 藤 建 設 )

公 義 ( 鉄 建 建 設 )

精 一 ( コ ー ナ ン 建 設 )

敏 男 ( 奥 村 組 )

11藍 郎 ( 西 松 建 設 )

勇 ( モ リ タ 建 訟 )

!lt ー ( 東 和 組 )

( 電気部門)

恭 士 ( き ん で ん )

勝 ( 中 央 電 気 工 業 )

I佳 ( 八 千 代 屯 設 工 業 )

本 部 所 属 評 議 員

支 部 所 属 評 議 員

藤

圧

西

原

山

谷

口

回

村

本

田

宮

本

上

永

葉

回

江

恩

小

永

林

盛

小

松

秋

神

山

山

弁

{

呂

弁

福

稲

清

治

俊

晃

健

飽

昭

宏

政

弘

川

田

笠

村

弁

田

手

形

尾

藤

出

村

塚

出

回

石

山

橋

岡

川

木

津

田

閏

巻

村

橋

荒

片

下

下

玉

鶴

名

山

山

( 東 畑 建 築 事 務 所 )

( 日 建 設 骨1・)

( 安井建築設刑事務所)

総務 ・会計・事務局担当

( 京 都 大 学 ) 1  

} 研修 ・編集担当

( 日 建 設 計 ) )  

( 束 畑 感 築 事 務 所 ) 1  

} 会勢 ・事業担当

( 鴻 池 組 ) )  

謙

猛

正

哲

二

次

一

夫

潔

明

宏

T.¥. 

ふ，

畑

本

野

口

問

多

袋

川

池

東

塚

佐

三

金

薬

市

鴻

名 誉 会 長

長

長
会

M

M

H

H

会

副

藤

伊

岩

内

大

上

楠

柴

白

杉

高

飛

中

原

三

宗

森

和

荒

A
寸

山

石

O藤 阪 利 為 { 大 林 組 )

O岡 本 行 普 ( 昭 和 設 計 )

原 田 孝太郎( 原岡セメン ト化工)

O小 林 四 郎 ( 住 友 電 設)

鴻 池 一 季 ( 鴻 池 組 )

O 城 口 Ji lf 平( 大阪城口 ;研究所)

O西 東 茂 之 ( フ ジ タ )

O田 村 n 二 ( 竹 中 工 務 底 )

西 川 秀 信 ( 戸 田 建 設 )

森 弁 哲 也 ( 消 水 建 設 )

( 事業) 7 名

板 井 亨 介 ( 熊 谷 組 )

今 村 祐三 郎( 大阪長l ! 設業協会)

O多 弁 幸 男 ( 多 升 建 築 研 究 所 )

藤 木 鍬 三 ( 藤 木 工 務 庖 )

甥 内 史 朗 ( 第 一 工 業 )

岡 本 宏 行 ( 大 阪市者11市獲備局)

J* ｾ両 正 宏( 住宅・都市整備公団)

( 研修) 6名

0 片 倉 健

立 野 -

O久 徳 敏

市 川 正

立 成 良

O和 田 克

2住 ( 近 畿 大 学)

郎 ( ユ ニ オ ン)

治( 日本建聾構造技楠者協全)

美 ( 大 成 建 設 )

三 ( 大 阪 府 強 築 部 )

朗( 日本建築総合試験所)

彦Ｈ 三 ｾ空間Ｉ

郎 ( 大 林 組 )

英 ( 莱 林 工 業 )

孝 ( 7 ン テ ン )

吾 ( 松 村 組 )

夫( 村上総合事務所)

( 総務) 6名

伊 藤 良

大 林 芳

栗 林 信

中 西

松 村 雄

O村 上 秀

( 会計) 5 名

奥 村 俊 夫 ( 奥 村 組 )

銭 高 善 雄 ( 銭 高 組 )

菅 谷 節 ( ダ イ ダ ン)

iJii¥ l fJ. 久 治 ( 三 機 工 業 )

O前 野 慶 太 郎 防 め り か 届 )

( 編集) 10名

井 上

金 井

O荒 井

O小 烏

O須 賀

竹 中

O深 江

O松 村

O fflf.や1
1

若 山

( 会勢)11名

it i召 禎

笠 ( 大 阪 大 学)

次 { 阪 急 屯 欽 )

ｾＱＰｬｴ 両日建築事務所Ｉ

t佳 ( 鹿 島 越 設 )

ｾＨ近畿大 学Ｉ

一 ( 竹 中 工 務 J;t:;)

実 ( ア ス ワ ン )

度 三 (1甫 辺 設 計 )

宏至朗( 安井建築設計事務所)

繁 ( き ん で ん )

理事 (0 印常任理事)

iJL  

好

錬

岡リ貞

組)m 夫( 浅

日 本 建 築 協 会 支 部 長(敬称略)

文( 伊藤建築設計事務所)

己( 消布l建築設計事務所)

俊 ( 日 新 建 設 工 業 )

秋 ( 日 興 )

稚

正

口

出

山

本

森

井

北

平

東 海

京 都

和 歌 山

中 国

回 治( 安井建築設計事務所)最耳尾 f色 清 四 郎 ( 三兆空調) ・牧

淳上野常務理事

( 幹事)

俊

平 成 5年 度

日 本 建 築 協 会 特 別 委 員 会 委 員(奇跡略)

3  

- 企画委員会

協会の今後の運: 営を検討、審議する。

委 員 長 片 倉 健 雄 ( 近 畿 大 学)

委 員 小 林 四 郎 ( 住 友 電 設)

松 村 度 三 ( 浦 辺 設 計 )

三 木 敏 男 ( 奥 村 組 )

村 上 秀 夫 ( 村 上 総 会 事 務 所 )

山 形 政 昭 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

和 田 克 朗 ( 日 本 建 築 総 合 試 験 所 )



平 成 5 年 度

平 成 5 年 4 月28 日 開 催 の 定例 理事 会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 常 設

委 員 会 委 員 を 委 嘱 い た し ま し た 。 ( 敬称略 。印委員長 O 印副委員長

日本建築協会常設委員会委員 . 印;Ij 委只長代行 ム印幹事 * 印顧問 職場名は略称を用いました)

- 編集委員会
野 口和 宏Ｈ大阪府主ｾ築剖ｬＩ 池 津 安 夫 ( 鴻 池 組) 服 部 勝 典 ( 鴻 池 組)

会誌 「建築と社会J の企i!!Il ' 編集
村 上 信 直 ( 竹 中 工務! 苫) 伊 藤 Wj:(松 キす 組) 水 田 医 ( 大 成 建 設 )

**  
孝 光 ( 大 阪 大 学 ) 法 令分 科 会 井 上 敬 一 ( 竹 中 工 務 底 ) 森 啓 亮 (i 蓋 ill 組)

。 荒 井 清( 束矧建築事務所) A 生 駒 芳 明 { 大 阪 市 計 i [ ! i l 局) 太 田 正 三 ( 藤 木 工 務 応 ) - 工高 生 教育 小 委 員 会

- 特 集小 委 員 会
乾 康 t並( 京都府土木建築部) 岡 田 章 之 ( 束 畑 建 築 事 務 所 ) O和 田 康 由( 大阪市立工芸高校)

計 画 系 分 科 会
入 江 田 吉 仁 ( 神 戸 市 住 宅 局 ) 久 保 田 秀 男 ( 日 建 設 計 ) ム 地 松 清 志{ 西野問工業高校定時制)

( 計画系) 樫 田 攻( 京者11 in 住 宅 局 ) 田 中 進三( 大阪市都市盤備局) A 三 宅 育 男 ( 布 施 工 業 高 校 )

骨 子 縫 慾 幸 ( 日 建 設 刑 ) 加 藤 輝 男 ( 大 阪 府 建 築 制 l ) 松 浦 剛 士 ( 消 水 処 設 ) 大 西 正 宜( 今宮工業高校定時制)

梅 村 宏 尚 ( 大 阪 市 市 長室) 成 田 美清( 兵庫県都市住宅部) . 広報 小 委 員 会 景 山 公 三 ( 西 野 田 工 業 高 校 )

小 j甫 久 子 ( 大 阪 大 学 ) . 作 品作 風 小 委 員 会 0 原 見 昌 志( 安井建築設計事務所) 小 久 保 劃j( 尼 崎 工 業 高 校 )

鈴 木 克 彦 ( 京 都 工 芸 線 維 大 学 ) 遠 藤 公 介 ( 竹 中 工 務 底 ) A 奥 村 進 Ol[ 畑建築事務所) 小 山 将 史 ( 上 野 市 立工業高校)

田 中 直人( 神戸芸術工科大学) 小 笠 原 絵 理 (1m 工 作 合 ) ム 門 川 清 行 ( 竹 中 工 務 底 ) 柴 田 敬 四 郎 ( 日 建 設 計 )

林 輝 行 ( 三 弁 不 動 産 ) 尾 崎 久 純 ( 束 畑 正 l ! 築 事 務 所 ) ム川 村 民 次 (1関西都市整備センター) 武 田 雄 二 ( 愛 知 産 業 大 学 )

松 川 敏 正 ( 竹 中 工 務 庖 ) 岡 本 隆 ( 日 建 設 問 ) ム酒井重治Ｈ野村正 ｾ 設工業Ｉ 辰 巳 幸 司 ClIl:知l建築事務所)

山 尾 弘 子 ( イ ン タ ー プ ラ ン ) 川 上 比 奈子( 夙川学院短期大学) ム下 村健 治Ｈ修成長ｾ紋 ｗＮＮ 門学校Ｉ 出 雄 隆( 者11 tb 工 業 高 校 )

横 l刻 真 紀 ( 積 水 ハ ウ ス ) 倉 淵l 奈千子( 田中啓文総合連聾研究所) ム 宮 内 宏 ( 三 五 商 事 ) 永 島 敏郎( 安井建築設計事務所)

A 吉 村 英 祐 ( 大 阪 大 学) 桜井俊郎Ｈ清水正ｾ訟Ｉ 生 島 久 夫 ( 7 ジ タ)

( 建築計画系)
問 中 均 一( 兵庫県都市住宅部) 伊 藤 武 夫 ( 大 キ4 組)

- 建材委員会
ム 石 山 道男( 安井建築制1事務所)

富 田 昌 義 ( 大 林 組) 小 笹 光 彦( ランテック計画事務所)

建材コンサルタント ・新建材の紹介

磯 村 千 恵 子 ( 大 成 建 設 )
藤 城 義 丈( 草岡昌克控聾設計事務所) 紙 酋 孝 彦 (1昭 和 設 計 )

阿 部 ｩ ｬｾＨ 校 キ十 組)

上 杉 秀 隆 ( 浦 辺 設 計 )
- 前 川 治 彦( 前川治彦組築研究所) f帝 都 強i ( 大 阪 市 建 設 局 )

井 上 享 ( 藤 木 工 務 底 )

江; ¥i lj 敏 史 ( 日 建 設 計 )
前 田 幸 宏 ( 大 建 設 計 ) 木 場 公 典 ( 1 剥 西 国 際 空 港 )

猪 野 達 雄 ( 竹 中 工 務 底 )

菅 野 忠 司 ( 鹿 島 主 主 役 ) 0 松 田 善 弘 ( 昭 和 政 計 ) 佐 藤 稔 Cl I l : 畑建築事務所}

岡 山 信( 奥 村 組)

清 本 明 宏 ( 清 水 建 設 )
松 村 街 ( 大 阪 府 建 築 部 ) 谷 本 敏 柄 ] ( き ん で ん )

小 川 克 慾( N T T 関西都市)

笹 村 欽 也 ( 束畑建築事務所)
水 川 尚 彦 ( 住 友 信 託 銀 行 ) 田 村 美 喜 男 ( 旭 硝 子)

小 幡 義 明 ( 鹿 島 建 設)

佐 藤 不 二 男 ( 大 阪 大 学 )
宮 地 雄一郎( 安井建築設計事務所) 中 西 稔{ 岡山ターミナJレピル)

柿 本 正 和 ( 銭 マ，. ・r2  組)

塚 本 史 郎 ( 鴻 池 組)
- 会 員 企画 小委 員 会 三 上 不 二 夫 ( 袋

-'zH-r 』
組)

O近 藤 達 夫 ( 大 日 本 土 木 )

刃 金 国 男 ( 大 キ4 組)
伊 藤 有I1 !lI1( 日 感 般 官 1 " ) 山 川 勝( 関西' ; 1 ] : 力)

小 谷防次郎Ｈ日建設ｾｪＭＩ
山 本 匡 ( 竹 中 工 務 庖 )

- 稲 木 裕 子 ( 世 野A総合撞鮒開制) - 若 い会 員 の集 い 小委 員 会

越 * 1導 n月 ( 清 水 建 設 )

( インテリア ・住宅系)

糟 谷 浩 史 ( 清 水 越 投) 0 杉 本 兵 一 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

阪 本 重 信 { 大 成 建 設 )

石 川 佳 子 ( 船 場)

小 板 橋 鉄 雄( 掛工コーポトション) ふ 内 f中 毅 ( P P  1)  

鈴 木 ↑ 吾( 住宅・都市笠備公団)

大 橋 良 由 美 ( 大 林 組)

佐 野 洋 ( 日 本 股 間 ) ム 松 限 i ; i ( 竹中工務唐)

田 中 均 ( 大 阪 セ メ ン ト )

大 森 智 子 ( 武 庫 川 女 子 大 学 )

. {主 イ自 由主己子( 安井建築設計事務所) ム 横 田 隆 司 ( 大 阪 大 学)

田 中 宏 ( 大 阪 府 建 築 部 )

加 藤 力( 京都工芸繊維大学)

坂 田 耕 一 ( 近 畿 地 方 建 政 局 ) 芦 田 智 之 ( 日 正s ｾ主計Ｉ
竹 田 三 夫 ( 鴻 池 組)

角 方 利 幸( 住宅 ・郁ili 整備公団)

尚 田 光 t佳 ( 京 都 大 学) 有 国 吉 弘 ( 阪 急 電 鉄 )

近 湾 一 弘( 日本建築総合試験所)

河 合 邦 子
O高 橋 鹿 子( デザインオフィスレイ) 神 崎 健 史 ( 井 上守建築<1>務所)

重量 署長 車ifi( 青島 谷 組)

北 j甫 か は る ( 大 阪 市 立 大 学 )

塚 口 日月 洋( 嫁日明洋建築研究室) 締 間 隆 之 ( 清 水 建 設 )

西 川 純 一 { 昭 和 設 計 )

小 梶 音 隆 { 竹 中 工 務 底 )

噌 沸j 昌 刺 ( 神 戸 市 交 通 局 ) 佐 々 木 晴 子 { 大 阪 市 都 市 盤 備 局 )

西 出 } 告 ( 大 建 設 計 )

小 島 保 人 { 新 保哲也アトリエ)

松 石 千 秋 ( 大 越 殺 計 ) 島 隆; 男{ 安肱也雄建築研究所)

村 田 俊 彦 ( 大 祢 組)

駒 田 哲 男 ( A D  &  A)  
山 幸 専 章 子 ( 神 戸 市 住 宅 局 ) 瀬 藤 良 雄 ( ジバトル百11相 汁 吋ンツ)

イ自 者 意Ijl( " ! e 弁建築設計事務所)

中 村 孝 之 ( 積 水 ハ ウ ス )

- 広 告企 画 小委 員 会 問 中 滋 典 {大 林 組)

*1，鹿 内 三 郎 ( 京 都 大 学 )

対11 康 之( 安井建築設前事務所)

- 池 沸l 俊 男 ( タ ジ 7)  田 中 J葉( へ y  ズ)

松 原 義 美 ( 戸 間 建 設 }

ム 福 岡 由 利 ( アトリエ ・ドゥ 7 クf)
上 井 善 一 ( 東 洋 シ ヤ y ? ー) 回 畑 重 明 ( 板 倉 建 築 研 究 所 )

松 本 i;i Olr 畑建築事務所)

権 造 分 科 会

尾 崎 英 直 ( 竹 中 工 務 底 ) 竹 内 利 明 ( 浅 T召 組)

0 元 木 貞 次{ 東洋紡エンジニア I} ング}

和 泉 一 義 ( 束 畑 建 築 事 務 所 )

O勝 弘( 大 林 組) 育包 野 豪 利{ 大阪市都市型車備局)

保田幸 Ｂ ｾＨ近畿地方建設局Ｉ
岡 本 達 雄 ( 竹 中 工 務 底 )

衣 川 徳 好 ( 清 水 建 設 ) 土 井 正 ( 大 阪 市 立 大 学 )

渡 辺 ↑ ' ¥' 1 . ( 新日本製餓)

亀 井 功 (大 林 組)

原 因 常 介 ( ク ヤ マ ) 増 田 昌 彦 ( 大 阪 府 建 築 部 )

。 和 田 克 朗( 日本建築総合試験所)

黒 木 安 男 ( 鴻 池 組)

菱 田 信 八 郎 ( 松 キす 組) 宮 崎 ひろ志( 兵庫県立入と自酷の陣鞠睦)

竹 野 富 夫( 馬瀬精進設刑事務所)

藤田孝吉Ｈ鹿島長ｾ設Ｉ 村 松 一 彦 { 大 建 設 計 )

- 出版委員会築 谷 朋 也 ( 安井越築設計III務所)

山 下 修 司( 安井建築設計事務所) 廻 は る よ Cl I l : 両日姥築事務所}

ム 二 宮 利 治 ( 日 建 段 別 )

. 支 部担 当 山 隙直人( i 主弁鎌建築研究所)
建築に! 期する図舎の企画 ・編集・刊行「建

西 邦 弘( キ ンキ .fi'l/ 造設官十)

森 口 雅 文 ( 伊 藤 長s築設官十事務所) 東海 山 田 和 弘( 京姥コ ンサルタンツ)
築技術選Z5J 特装版および〈プロのノウハ

西 村 泰 志 ( 大 阪 工 業 大 学 )

井 手 正 己 ( 消 布l建築設計事務所) 京師 山 本 勝 彦( 安井建築間十事務所)
ウ〉の企画・刊行

馬 場 研 介 ( 大 阪 大 学 ) 昇空間 ｦ 正 四 ｾｂＨ ＡＡ Ｎ｜ 田一級建築験計事務所Ｉ和歌山 米 井 J! OU畑 ill 築事務所)
。 須 賀 好 笥 ( 近 畿 大 学)

禁 輸 幸 男 ( 大 阪 府 姥 築 告fl)

平 本 俊 秋 ( 日 !li!) 中国
O山 田 イ疹 ( 修 建 築 事 務 所 )

設 備 分 科 会

- 教育委員会

青 柳 英之Ｈｾｾ柳構造百宣言 Ｑ Ｇ Ｉ

石 沢 重 治 ( 新 菱 冷 熱 工 業 )

- 事業委員会
建築教育についての調査、研究、講座なら

荒 川 治 徳 ( 清 水 建 設 )

遠 藤 進 ( き ん で ん )

見学 Ｇｾｩ 寅・説明・展示・映画・惣親会・ ぴに工高生デザインコンクールなどの企画
上 原 正 行 ( 竹 中 工 務 庖 )

大 田 克 彦( 総合置憧コンサルタント)

若い会f l . の集いなどの企 iilli および実施 および実施
川 崎 公 雄 ( 鹿 ね 建 設 )

ム 梶 井 宏 修 ( 近 畿 大 学)

。 多 井 幸 男 ( $ 井 正s築 研究所) 。 片 倉 健 雄 ( 近 畿 大 学) 川 道 麟 太 郎 ( 関 西 大 学 )

i可 津 隆 之 ( 河 i章隆之事務所)

0 三 好 l成( 竹 中 工 務 底 ) - 講 習 会 小 委 員 会 北 山 悟( 松 キサ 組)

伊達正雄( 大阪市都市型車備! 司)

- 見 学 会小 委 員 会 O金 田 宏( 大 ;f'，f< 組) 楠 本 照 男 (IIN 布l 設 計 )

回 ノ 知l 好 幸 ( 竹 中 工 務 l占)

O南 次 郎 ( 浅 m 組) ム 佐 藤 隆 幸 ( 竹 中 工 務 庖 ) 志 賀 咲 穂 ( 姫 路 短 期 大 学 )

村 上 幸 三郎( 東芝ライテ y ;?) 

ム 伊 東 史 郎( 大 林 組) ｦＧＺ， 高橋智、 Ｂ ｾＨ松 キ，t 組) 下 回 英 雄 ( 大 林 組)

施 工 材 料 分 科 会

ム 福 J偽 靖 夫 ( 鹿 島 処 設 } 佐 賀 久 ( 鹿 島 建 設 ) 谷 川 康 信( 大阪工業技術専門学校)

有 光 利 治( 鹿 島 建 設 )

どh福 家 荷主( 大阪府建築部) 武 田 健( 奥 村 組) 西 村 繰 ー ( 大 阪 府 建 築 部 )

植 田 実 ( 清 水 建 設 )

ム 森 田 芳次( 制| 建築制1事務所) A 谷 政 党 ( 銭
可Ea，rJ  組) 松 本 克 服 ( 大 成 建 設 )

小 維 八 重 Ｔ 司ｾＨ積水ハウスＩ
ム薮 本 文 彦 ( 大 成 建 設 ) 中 川

徹 ( 清 水 建 設 ) 安 田 孝 (1託 南 大 学 )

ム 志 * 史 典 ( 大 林 組)
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〈今 月 の 表 紙〉東 出 清 彦

自然の堆積物の断面が、お

もわぬ図像とな ってま見われ

る。 1938年 、 渡辺仁 は 応 援

室の壁画に砂岩を貼りつめ

た。大半が無士也状の中で、 際

立っ て図{ 量的に 見 える石が

一枚だけマ ン トル ピースの

上にある 。 この意図的とお

もえる選択と構成に、建築家

の 直感 的世界の断面をみる

おもいがした。 この部屋 は

現在も北品川にあり、原美

術館のギャラリー と して使

われている 。

建築と社会開園 1917iFgU f U 一巻郎 号

A RCI-I I TECT UR E  A ND  SOCIE T Y  
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- 特集予告

. 特集
都市のスカイライン

7 月号/ 映画の中のインテリア

B 月号/ 建築の再生

9 月号/ 国際パートナー シップ

の可能性
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[ PROLOGUE] 者11市 文 明 tスカイライン ・紙野桂人

[ 各論 1 ]  スカイラインを意 識した建 築 の デザイ ン

新 神 戸 オリエンタノレシティ・C3・鎌谷憲彦

東 京 都 庁 舎 ・丹下健三

毎日放送本社ヒツレ ・渡辺豪秀

千里ライフサイ エ ンスセ ンター ビノレ . 近 勝 隆

アフ。ローズタワー ・鎌谷憲彦

梅 l到スカイピノレ ・中谷俊治

大阪ワーノレドトレー ドセ ンタ - ・寺本敏則

大 阪 府 庁舎 ・周 辺 整 備計 画 ・梅林良行

大 阪 ピジオ、スパ ーク ・上田隆夫

桜 宮 リバーシティ ・伊旗武夫

OR C200 ・北漂修一

六 甲アイランドCI TY ・山棋千鶴子

[ 各 論 2 ]  フラクタノレなスカイライン ・奥 俊 信

t奇と対観の シノレエ ット・川崎雅史

[投稿] わがまちの スカイライン

木多道宏/ 増田栄一郎/三宅次郎/吉村英祐/鈴木克彦/米井 寛/ 中西達彦/ たなかなおと

[ 資料篇] 都 市の スカイラインに関する法 律 ・梅村宏尚

景観規制関連日各年表 ・作成吉村英祐+ 小浦久子

[ E PIL OGUE]  都 市↑背景 としてのスカイライン ・田中直人

30's E Y E  2 1  世紀へのエスキス第 l 回浜 田有司

アーキテクチュア・フェアK OB E r創 造博物館」コルビジェ展. 建設技術 展

梅田シティ. 梅田スカイビル見学会

第 13回大阪まちなみ賞( 大 阪 都 市景観建築賞) 募集要項

本会・前理事中島一氏、彦根市長に当選

平成5年度日本建築協会 役 員 会務介 掌/ 日本建 築 協会評 議員/ 日本建築協会支部長

日本建築協会特別委員会委員 / 日本建築 協会常 設委員会委員
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OR C 2 0 0  

ノレ モ ン ド兵 庫

野 村 詮 券 武 庫 之 荘 明 生 寮

木 代喜司( 彫刻家) ・信 ヶ原良和( 彫刻家)

トム ・ウノレフ ，背 教 者 = 建 築モダニストを諮るー rF R OMBA UHA US  T O OUR  

H OUS EJ  T O M'  WOL F E著 ・安原盛彦

短 評4ill t・伊穣郁郎 ・稲木裕子

検査室 関西国際空 港事務 所

建 築物に付属する緑化 指導方針( 大阪市) ・近野正男
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構造の頁

設備の頁

施工材料の頁

本 づくり ・加 藤 晃規

プロポーザルから ・玉井龍男

東京と江戸 ・隅谷康彦

後 継経営者の会 ・得国芳 宏

アンポン ドフ。レースを使用したヒツレの構 造 設計 ・小林直紀
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ノ、 ーフP C耐 力 壁 ・佐藤真一郎
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一
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informati on 

月報

「大 阪市ハウジングデザイ ン賞 J ， r生きものたちも建築家展」 国際テ・サ'インコ ンベンション'93ー 7月 74  

に大阪と名古屋で開催ー 第3回B UFF 国際 建築デサ'インコ ンペ『東京待ち会い空間ι 屋久島での

山行記『やくのやまん' ; f J ー 竹 中 工 務 庖設計部員が自貸出版ー . ノ引J 国際 建 築 材 料見本市.

第2回病院建築賞. 第2回 B EL C A賞

平成5年4月分 76 
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I H  

設計監王室 ・

安 井 建 築 設 計 事 務所・ ア ー ル・ ア イ・エー ・昭 和 設 計J V

施 工 ・

清 水 建 設 ・長 谷 エ コ ー ポ レ ー シ ヨ ン ・鴻 池 組J V

ORC2 0 0  

弁 天 町 駅 前 開 発 土 地 信 託 事 業

公有地土地イ言託の既成市街地では最大規棋であり、かつ大阪市第一

号と して注 目されたオ司王業は、者I1市のリゾートイヒ，コンプレックス

イヒ ，情卒 ｈ イじをｊｬｩ ｬｨ とした「シティ ・ リゾー ト 」を Ｇ ｾｦＮ ｊ 発コンセプ 卜 とし

た事業コンペを経て実施された。' 90年夏の I 期工事( パラテ"1 ' /ソ)

竣工j : ) f . J業を経て、コンペ笑施からイ主力、 6 年でグランドオープンを迎

えることができた。 これは11技術祭典土地区画整古前子門司IIJ 駅前の一

等地に地域発展のための公共用地として 3 haの市有地力市制呆されて

いたこと、また懸案であ った地域振興を図る副都{，明開発の起封紳!

として木事業力制1直|され、地元をはじめ市等関係者の強力な支援を

得たことによるものである 。

超高層のツインピノレはホテノレとして、また住宅として共に日本ーの

高さを誇り、ヘッドラインを初め特'it<&のあるスカイラインを形成し、

副都心 - 弁フミIII J のランドマークとして市内の E こからでも認識する

こと力ぎできる。

f f i : I . 腕計画においては ] R礎材調・地下鉄の利用者を考慮し、スカイウ

ェイを設けて直接究! c t 也内 2 附デッキレベノν と連絡している 。施設言，-

匝lてはこのレベソレを歩行者のアフ。ローチレベノレとして歩11i分間Ifi'e実

現すると共に、十分な公 Ｇ ｾｦＮｉｾ 地 を Ｑ ， U 皆に政保し、古柔地，モニユ

メント等による演出 を加えて「シティ ・リゾート 」として余絡のあ

る街作りを心掛けている 。大主lt t : 失後合胞設であるが、ア トリュワム

守中心 にホテノレ，オフィス，住宅，庖舗，プーノレ等を配世しかっ用

途毎に専用入口を設けることにより、アメニティの布餅来と分かりや

すい施設椛成を実現してし 、る。

設官制戸直l としては省エえ、ノレギーと環境問題に面白l ! ! . し、 コ ・ジ、エオ、レ

ー ションシステムと地械冷暖房システムを採用している 。 また防災

上は集中防災'11持 臨 制Zシステムや緊急救助用ヘリスペースの自主設

置、ｾＯｊｬ ｦ 肝 ｪ パノレコ ニ一 等によ り安全面をｭＺ祝した計画制子うととも

に、ホテノレ 等 が入居している 一 括唯 ｔ はｊｬｾ陥れに対する ｴｬｩ ｬ ｊ 振装置を設

置し居住性にも十分配慮して L 、る 。

(北法修一 /安非建築設計事務所)

全景遠望( 夕景)
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一 番街オフィスヱレベ- ' 7ーホール
ホ テ ル 客 室 ス イートルーム

一 番街オフィスエントランスホール
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プリオタワー住宅内部 オークアベニュー

市民学習セン? ーロビー
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断 面 図 1: 3000 

2' 皆 平 面 図 1・ω∞

所 在 地 一 一 一 一 一 大 阪 市 港 区 弁 天 l 丁目 2 番

敷 地 面 積 一 一 一 一 30 ，123. 00m'

建 築 面 積 一 一 一 - 22 ，687. 23m'  ( 1期 工 事 介 8 ，298耐)

延 床 面 積 一 一 一 一 252 ，778. 29m' (  向 上 46，677m' )  

構 造 規 模 一 一 一 S • S R C、 B3 F、 50F、 P3

工 期一一一一 ＱＹＸＹ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 ー 地 下 鉄 中 央 線 ・J R環 状 線 弁 天 町 駅

撮 影 一 一 一 一 名 執一 雄 、 水 野 励;台、 相 田 修 一 、 西 口 博 英 、 島 修 一

オ- 7ホ- ) レ
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言ll:言十 ・

大 林 組 本J苫 一 級 建 築 士 事 務 所

車念壬言ｾ王霊 園

公 共 建 物 一 級 建 築士 事 務 所

方包コニ ・

大 林 組・野 村 建 設工 業 共 同 企 業 体

ルモンド兵庫

情報と文化 ヵマjf : j 皮に集結した者11市 における快適な住民{境は、犯U[ : J 生

の 日 L 、居室と、ゆとりのあるc : l J<} ，r J 部分で杭f>>之される 。

ノレモンド兵Fl i ' では、 |併段とスリッ卜で|凡ゆ答IJされたf封京が、 二用 分

の日さぞ持つ開放的なアトリワムしその上部の吹き抜けを取り囲

むロの字裂の明解なプランを採月 l した。

木米なら外吉11にさらされる廊下が、 11=) ;に岡まれることにより、ア

ットホー ムな内部空r : nにな っている 。 そしてこの建物のシンボルで

あるアトリウムからは、ガラスリ長りのトップライトをとおして、誌

の 流 れ ・間の雫 ・昼の動きをづL ることができる 。 アトリウムの隣に

は、季節の巡りを伝える花と結に附まれたラウンジを一段rz くして

設け、ゆ ったりと落ち着いた雰l川気をui 'W' ，した。

外 側l立、おそ茶色の二 丁控トタイノレに、バルコニーの白いボーダ ーでア

クセン トをつけた。 コーナ一部は、核宅l自が1よくとれる様にJ l ill 行さ

せ光と} ! J t¥を'11 き寄せて、姥物に除J3診をつけ、彫りの深いデザインと

している 。夜になると、エンフレムとスリッ トがライ トアップされ、

組物が幻想的な光に包まれる 。

8 タイプある f主戸は、十分な JI又*I"J スペースと、セキュリティなど全

ての設備を整え、 f本ひとつですぐにでも入婦できる。 フロン卜での

サービスやラワンジでの食;; F のサービスを合めて、ノレモンド兵! 市は、

シティホテノレのグレードを nmしたワンノレームマンションである 。

( 松仰ln三 ・広田平日正/ 大林剥l )

基 準 階 平 面 図 1: I  000 

所在地一一一一神戸市兵庫区入江通2- 2- 16

敷地面積 1，976 . 36m'  

建築面積一一一一一 1，467. 98m'

延床面積一一一一- 9，857.  17m'  

構造規模一一一一一 S RC、BI F、 12F、PI

工 期一一一一一 ＱＹＹＱ 年 ｬ 月 ｾ ＱＹＹ Ｓ 年 Ｒ 月

最寄駅一一一一 J R山陽本線兵庫駅

撮 影一一ー一神 史

断 面 図

建 物 頂 部

ア ト リ ウ ム
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作置置

E ヨ風

設 計 施工 ・

藤 木 工 務 l苫

野村詰券武庫之荘明生寮

尼 崎市武庫之殺は大l阪のベッドタ ウンとして近年開発が進む一方 背

ながらの住宅や旧知1が見られ、のどかさの残る土地である 。

平面言1i直|は 1 階に二世帯の管理人住戸 を含む共用昔日を自己 し、 2 - 4  

階は廊下に沿って南北 に長 L 、個室エ リ ア ト 全 面 道 路 に 面 す る サ ニ

タリ ーエ リアとに分けた。 このサニタリ ーエリアはシンメトリ ーな

ファ サー ドを駒此し、建物の存疫を周回にアピーノレするとともに、

個 室 エリ アが受ける道路からの干渉を柔らげる千先日 ｉ ｊ ｾ も果たしてい

る。

外 装は磁総1lJ タイノレに コンク リー 卜小rl[1-f土ヒと霊〈ハード な材料 を

用 い る一方、 l次抜 やポーチてやは空n日桃成 の0: 1"にやわらかな空気の流

れを取り入れている 。

これから発展して い くであろう街並みで、 この雄物が E んな役宕IJを

干E って行くのか注目した い。

<*圧l正三 ・総 悶楽聴子/ 藤木工務底大阪本庖設計古川

l' 皆平面図 1  :600  

所 在 地 一 一 一 一 兵 庫 県 尼 崎 市 南 武 庫 之 荘2- 10- 30

敷 地面 積一一一一一 861. 00耐

建築面積一一一一一 54 1. 76m'  

延 床面 積一一一一一 1，713. IOm'

構 造 規模 一一一一 町 、4F

工 期 一一一一ー平成 3 年 7 月 ~ 平 成 4 年 4 月

最 寄 駅 一 一 一 一 阪 急神 戸 線 武 庫 之 荘 駅

撮 影一一一一 川 元 斉

⑨ 

食 堂
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ART PRO耐

木 代 喜 司

Y OSHI J I  KI SHI RO 

1940 京 都 生 ま れ

1962 京 都 学 芸 大 学 特 修 奨 術 科 卒

1963 日展 初 入 選 、 京 展 市 長 賞 受 賞

1977 京 展 市 長 賞 受 賞

1978 京 展 審 査 員 を つ と め る

1981 日 展 特 選 受 賞

1985 京 都 教 育 大 学 教 官 と な る

1988 全 国 身 体 障 害 者 ス ポー ツ 大 会 犯 念 メ ダJ レ製作

1989 日展審査員をつとめる

1990 日展会員になる

現 在 京 都 教 育 大 学 美 術 科 教 授

日 展 会 員 ・ 日 本 彫 刻 会 会 員

rr:臼Eしい空1M] 作りを仁E 口

不老長寿

新しい建物が建って見学をさせていただく機会があるカミ建築も

立派で、調度品も紫I清らしいが、どこかポイントが抜けたものに出

会うことが多い。箱は作ってあるが、そこにその箱を作った人の主

張というか文化が見られないのは淋しい限りである。一昔 と違って思

い切ったさを|日j をと った建築も多くなってきているが、その空間をど

のように引きしめるかが大切なことである。それによ って、 その建

物は大きく個性をもつことになるのである。建築主は、勇敢に自分

の個性を発揮し、素晴らしい建築、建築空間を作って欲しいもので

ある。

私 l立、楽しいことカサ子きである。空間があれば、そこを明るく楽

しく、心不甘やかにしてみたい。又、時には心静かに考え、祈る場に

してみたい。屋外であれば自然とともに生きる彫刻を作りたい。 自

然と司務官し、ともに輝〈空間にしたい。私は、彫刻だけが生きてい

るのではなくて、自然と建築とともに調和し、生きている作品を作

りたいと思っている。 木代喜司

18  建築と社会 ・1993. 6
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信ケ原良和

Y OS HI KAZ U  S HI GAHARA 

1957 京都に生ま れる

1978 京都精華短期大学立体造形科卒喋

1979 京 都 彫 刻 美 術 展 出 品 ( ・85奨励賞)

行 動 費 術 展 出 品

1981 京都野外彫刻展出品( 以後毎年出品)

1985 京 都 美 術 工 芸 選 抜 展

1990 第 12回神戸須磨現代彫刻展( 準入選}

1992 愛知県半田市野外彫刻展( 優秀賞)

1993 ア ー ト ビ エ ン ナ ー レ 京 都 '93(優秀賞)

鉄の板材の幾何学的椛J t ( ; に魅力を感じ物を作り始め、 4 ・5 年前

あたりから三角形のパッチの述統 lこよる多面体を作り出す様になり、

なるべく自分の意識 ・感情を表に出さないようなi脚本とした形態ば

かり作る様になってきだした。自分の頭の中にある物をそのまま形

にしようとするのではなく、例えば作詞家が見たり感じた風景 ・情

景を詩に置き換える様に、私もいろいろな環境 ・空間からj思長・情

景を見いだし、その事をもっと強〈感じさせるような物を提示して

いこうと強〈思う様になった。そして造られた場 ・自然のままの場

などいろいろな場 ・ ｾ ｉｭ の中で、造形物と環境、環境と人 ｉ 旬、人間

「宙」鉄・ステンレス・フッソ樹 脂塗 料 1620HX  3300 L  X  1930W 

と造幣防Jの関係を、自分なりにどのように1肖化 しどのように形にす

るのか＿回りの脱去 ・ 環境をｾ叫にねじ伏せるのではなく、自分の

考えに妥協するのでもなく、お互いを傷つけず逆にお互いが引き立

て合う様な、そして情景を感じる空間を作る事を求めながら、作品

を作り統けています。 信ケ原良和

彫 刻 プ ラ ン ニ ン グオフ ィス刈立 ねうさぎ勺まモニュメ ン 卜や造 形 作

品 に よ る 、 芸 術 と の 共 存 空 間 を プ ラ ン ニ ン グ す る こ と に よ り 、 環

境 と 融 合 し た 美 の 空 間 、 人 間 的 な 表 情 豊 か な 空 間 づ く り が 出 来 れ

ば と 願 っ て お り ま す。

コーディネ- 7 - ・はねうさぎ' 代表巽青子( お問合せ 075- 761 - 3759)

企画協賛 ｔｏｔｏ Ｇ こ ｲ つ ［ｲ ｊｾ ラステ ｨ
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十 一

一 一

j  
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トー

ト一一 ト一一

トー一一 ト一一ー ト

器具は、決まった。

タイルはどうします?

f  

ｾμ＠

器具に合わせて選びぬいた。

T OT Oデザインタイルはと、うで、しよう。

色・デサインが無数にあるタイルの中から、器具に合うものを選ぶ。これがなかなか難しい。

その点、T OT Oのデザインタイルは選びやすい。はじめから器具と同色、同系色をベース

にしたデザインタイルを用意しているのです。つまり、器具さえ選べば、タイルは決まった

も同然。タイル選びが; ク‘ッと楽になります。まずは、お近くのT OT Oにご相談ください。

まl

レ
，〆"

、、、、、、

、、、、、、、、

'-..... 

ト可

........_、

ト、

ｾ＠
卜H

卜1:

- カタログご希望の方は、 干107 東京都港区赤坂7-3- 37 東陶機器株式会社広告宣伝部 rT N- 2J 係まで、住所・氏名・電話番号を記入の上ご請求ください。



都市とビルの

美しい調和をめざして。

ビル用サッシ・カーテンウオールメーカー

ｎｗｓ 二 ｲ 羽田ｾｾラステ ｨ 株式含祉
本 社 干 101 東京都千代田区神田美土代町 1 TEL03( 3294) 8511 

大 阪 支 社 〒541 大 阪 市 中 央 区 本 町 2 - 1  - 6  TEL06 (264) 3911 

支 庖 横 浜/ 名古屋 営 業 所 札 幌/ 仙台/ 広島/ 福岡
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何ともむずかしい文詮で、普通の言葉にどれだ

け皮肉と怒意が込められているか到底解らない。

タイトノレからして官iHをE脅んでいる 。 「ノ f ワハウス」

と「アワハウス」と 。駄泊予喜なのだ力言。 この本は

徹底して皮肉絡みの駄t西落が文章を椛成してゆく 。

卜ム ・ワノレフの皮肉や悪窓、若手にあふれかえ って

いる 。私ならこの本の日本語の題は「パウハワス、

怠 わ

泡ハワス」と名付けたいと思うが。

O この駄猶予高いづか滋を少しばかり( 拙訳Y。

・「アメリカ、ニューヨークのチd邑り、 Rowaf t er

M ies van der  r ow of  gl ass boxesJ 、つまり

ニューヨークの大通りに並んでいるのはRowa nd

r ow，ミース ・ファン ・デノレ・ローエのカヲスの箱

また箱の列、又、予IJ 。

・ フィリップ ・ ジョンソンＡ［ｴｾ悶 ｮ 気に笑って応え

る r I  haveal ways b巴巴n deli ght ed to be call ed 

M ies van der J ohnsol 1J o. .. .. 

れしい、 ミ一ス. フアン . デノルレ . ジジ. ヨンソンと" 呼l呼乎

ばれるとね。

建築界の仲間内の文章ばかり読んでいると( 出

来るだり読まないようにしているが) 、こうした恋

窓 malice い、うのも、又、地平を拡げるものだと

つくづく思えてくるから不思、誠だ。この本でトム ・

ワノレフは建築家c ompound ( つまり建築家という

特殊集団、特殊サークノレと 言ってもよい、) が、モ

ダニズムという運動によって、人種的区別のない

世界、処築家マフィアを作り上げたのだと 言っ て

いるように受け取れる 。 af t erst yle、つまり、近

代以降の建築家の言 うことは、スコラ派の学者の

言 う言葉のように似重である、作Iに対しで1l ' U1iか

い、うとその基本は、勿論、聖書ではなく「イン

ターナショナノレ スタイノレ」にある 。言 えること

は、近代以ド私建築家本人が何をつくって L、いの

か自分で解らぬように、クライアン卜側はなおの

こと何を建築家につくらせてよいか解らない、し

かし現実には何かをつくらなげればならない、 と

いう状況を設定しての話なのだろう。つまり、共

体的には、世界の主I ! 築家の諮り方が、その内容の

「インターナショナノレ」という基本にだけ忠実で、

諮り口だけが迷っているだけ、これが「文学者」

にはたまらない、我悦ならないとし、うことか。ιI!

築家の語り口を評してゆくと、新聞記者出の「文

士J ( こうした性き方にトム・ウノレフは、 自分がし

ている以上、気は惑くしても拒否はしないと思う

が) には、こう凡えてくるのかも知れないが、これ

が普通のl柴り口で諮るとし、う、 しかも個人的な百;lk

り口で2苦る「ニュージ‘ ャーナリズ、ム」の1庶手トム ・

ワノレフの方法、見方なのかも知れない。 いずれに

せよ彼は建築家の「インタ ーナショナノレ スタイ

ノレ」という基本を崩さない、それに執活する諮り

22 建築と社会 ・1993. 6
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口、っくり口を徹底して皮肉り、判例命している 。

しかも彼は建築思想の apost at 巴背教についても、

正にこの言葉を使って告、、ているところがL 、L 、。

日本ではこの問題が常に避けて通られてきた。 つ

まり日本的表現で言 うと処築家の「転向問題」と

いえるのだ力士こういう話が出ることは日本の娃

築界では皆無( 慎重に避けられた形て、はあるには

あるが) と 言ってもよいくらいで. ある 。 しかしト

ム・ウノレフはアメリカやヨーロツノマにもこの問題

があることをはっきりと、車IJ を込めて言 っている。

刺を込めでとは、つまり、 トム ・ウノレフは建築の

モタ守ニズムを ｾｴＮ こいした思想などとは思っていない

のだろうが、 そうではあっても、モタ守ニズムとい

う} J . I 氾{ を一度言 ったからには、建築家の人達よ、

それに対する責任くらいとってくださいよ、建築

モダニス卜たちの自らの思想に対する対し方、身

の変わりょうはこうなんて、すよ、背教者とどう違

うんですか、と 言 っているようだ。又、「インター

ナショナノレ スタイノレ」というモタ。ニズムの思想

( ウノレフはこれを様々な園て、の国際宣言 のわめき

合いととらえているのだが) が一種の踏絵のよう

な役を来たしていて、建築家のすること、なすこ

と、 l柴ることがこの線からのずれ方次第で結果的

に 健 築 イ ン タ ーナショナリズムを税務する) 建

築マフィアが彼、建築家を災世庁することになると

いう 。 どこまでずれ得るか、ずれ過ぎれば、追放

され、つまり主流からはず! ( t " その最もきわどい

ノf ランスの上にし、るのが、ウ。エンチューリ、その

ヴrエンチューリにしても、 言葉ほどには実際に建

てた建物はずれていない、つまり、かたちは「イ

ンターナショナノレ スタイノν」をしっかりまもっ

ているとウノレフは言 っているのTご力三

( やすはら もりひこ/ 姥築家)



議畿露盤議議機騒盤機韓議選

紫式部すまいを語る

西和夫著

• 
TOTO出版

1989. 11. 3刊

四六判 232頁 1，800円

BOOK  

S T AT I ON 

機 鋒 畿 議 機 機 織 機

東京現代建築ガイド

松葉一清著

• 
鹿島出版会

1992. 11 .25刊

四六判 266頁 2，884円

ι
-
-

h

w

L

1

2

・

d

'

f

d
勾

，

川-
t
 

万:

文学の中に、建築を見ょうとするのが 東京に行くたび、何処を歩いても目新

本書の試みの面白いところで、このす しい建物に溢れていてワクワクする 。

まいを語るシリーズは「紫式部 j ( 王朝 これもあれも雑誌で見たことがあると

文学) の他、「兼好法師 j ( 中世文学) 、 思うのだが思い出せなかったり、渋谷

「小林一茶 j ( 近世文学) の 3 部作計 3 と青山は地続きなのに、山手線でウロ

冊となっている 。「紫式部」において ウロしてみたり誠に効率が惑い。手元

は、古典の行間から、日本人の住居に にある建築ガイドブックは一昔前の建

対する感性を読み取ってゆくわけであ 物ばかりだし、新しい建物は毎回雑誌

るが、それらより日本人の自然観を J惑 をひっくり返さなくてはならない。 そ

じ取ることも可能力、と思われる 。筆者 れらの悩みを解決してくれるのがこの

の言葉を借りれ11、「日本人の感性を知 ガイドブックである 。古くは 1959年の

るうえに文学ほど好個のものは」なく、 国立西洋美術館から、 1993年の横浜ラ

「遺産の一 つである文学作品を再確認 ンドマークタワーまで、これはと思う

し、その中に何が見えるか、じっくり 建物が地図と解説とさらに、近傍の建

考えてみることも意義のないことでは」 物まで紹介されて掲載されている 。本

ない。文学を読みながら建築も学べる 害があれば、東京散策、出張も 21' 音楽

という、一挙両得のシリ ーズである 。 しめそうである 。 (Y. I)

(Y. I)  

ブック・ステーション

機議議機繋議藤議盤機

知られざる

フランク・口イド・ライト

エドガー ・ターフェル著

谷川正己 ・隆子共訳

• 
鹿島出版会

1992. 7. 25'1司l

85半IJ 240頁 5，871 円

機鱗欝機機騒鑓畿瀦鱗擁護霊

面白い都市

マスシティの風景

上 回 篤 編

マスシティ研究会著

• 
学芸出版社

1993. 2. 25刊

四六判 240頁 1，957円

ライトについての本は色4 とあるがこ 本容は、 1990年 4 月から 10月まで、産

の本ほど彼の生き織を如実に表したも 経新聞紙上に連載された エ ッセイ「マ

のはない。読んでいて彼の姿をほうふ スシティの風景」と、新たに書き下ろ

つとさせる臨場感がある 。 タリアセン された論考で構成された日本の都市文

で、裁いは建設の現場で長年ライトの 化論である 。執筆者は26名。建築 ・都

弟子としてまたスタッフとして行動を 市計画 ・経済 ・歴史 ・哲 学 ・科 学 ・民

ともにし、彼の喜ぴ・怒り ・悲しみを 俗学等唱の専門家が、「マスシティ j ( 大

目の当たりにして過ごしてきた筆者の 衆都市) をイ j ージする 54のキーワード

重な体験で真実が隠されることなく をテーマに、都市の賑わいやそのある

語られているからであろう 。 それにし べき姿を展開しており、そのクロスカ

ても、強烈な個性と人間的な魅力をも ルチュアの多様性によってこの国の都

ち、頑屈でわがままで怒られ続けても、 市の独自性が照射される仕組みとなっ

その人間的魅力故に信頼し師事出来る、 ている 。編者のあとがき、「マスシ ティ

そのような人と巡り会えることは無上 はすべからく大衆的なのである」。全 編

の幸せであり自己研績の大切なチャン を貫く「マスシティの風景」はこの言

スでもあると思うのだが、人も機会も少 葉にすべて要約されている 。「面白い都

な〈なった。現代的な新しい建築家像 市J 論の登場である 。

も結構だが、建築はもっともっと人間

臭いところで語られるべきものではな

いのだろうか。 ( 11)  

担当。会員企画小委員会/ 伊蔵郁郎 ー稲木裕子
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日 本 建 築 総 合 試 験 所

〒565 吹田市藤白台5-8-1

TEし06-872-0391 FAX. 06-872-0784 

業務時間 9: 00-17: 15( 土曜休業)

財 団 法 人

f t d目白瓦L五面白山古云函E A R C H C O明 i::t .i:，.;.t.iki.j 両 面 ム

関 西 国 際 空 港 出 張 所検 査 室

② 立体駐車場 ・空港駅: 空港駅である中棟を挟んで南棟および北棟

の立体駐車場がある 。 コンクリート数量は、約 8 万 m' が予定され

まえがき

例日本建築総合試験戸斤が平成 4 年 4 月に関西国際空港出張完斤を開

ている 。

G沸M共拾施設建屋 : 中央プラント、北プラン卜、南プラントの 3 区

画に分かれてし、る 。3 区画のコンクリート数量の合計は、約l . 2万

m'が予定されている 。

設してから l 年カ鳴五位した。試験所にとって初めての現場試験であ

り、交通船での通勤という惑粂件が加わって、現場担当者にと って

は、期待より不安の方が大きい状態で業務を開始した。

本稿では、関西国際空港出張所て、の主 な業務内容、空港島内のコ

ンクリ ート 事情、平成 4 年度中にフレッシュコンクリートの試験を

実施した建築物ならびに平成 4 年度 1年間に実施した試験件数につ

平 成 4 年 度 に 実 施 し た 試験 の 件 数5  

いて概略を紹介する 。

各月別のフレッシュコンクリ ート の試験件数ならびにコンクリー

トの圧縮強度31明会件数を図 |に示す。

開港まであと l 年余となり、各作券鋲庁とも順調に

るようである 。滑走路の工事も開始され、いよし、よ空港らしくなっ

てきた。 この賞重な経験を生かし、これからも現場試験に積極的に

取り組んでいきたいと考えている 。

事が捗ってい

あとがき6.  

主 な 業 務 内 容

主な業務内容は、以下の通りである。

①フレッシュコンクリートの露協会 : 大阪府の「コンクリート工法に

関する指導要綱」に規定されている試験項目で、 当所職員がコン

クリ ート 打静見場に赴き、各工事の仕様告二に基づL 、て、荷卸| 時の

コンクリートのスランフ試験、空気品試験、塩化物含有量のill lJ 定、

温度の測定ならびに圧縮強度試験用供試体の作成を行う 。 なお、

圧縮強度試験用供試体は、所定の獲生を行った後、出張所内で、試

2  

高橋利一)( 関西国際空港出張所長

験を実施する。

②コンクリートの圧縮強度試験: 現地のレディーミクストコンクリ

ートプラントが製造したコンクリートならびに試し練りを行った

コンクリートの圧縮強度試験を実施する 。

③骨材の品質試験: 大腕荷の「コンクリ ー ト工法に関する指導要綱」

に基づき試料掠取を実施する 。 なお、採取した試料は、本所検査

室に搬入し、試験を実施する。

図 フ レ ル ュコンクリート試験

図 コン? リートの圧縮強度試験

(

社

)

訴

求

300 

空 港 島 内 の コ ン ク リ ー ト 事 情

空港島内には、大阪セメントと小野田セメントの 2 つのレディー

ミクストコンクリートプラントがあり、両プラントとも 6 m' ミキサ

と3 m' ミキサを各 1 台ずつ設置している。これらのうち 6m' ミキサ

は、本邦最大級の規才莫で、スランプ12c 叫L 仁の車対掠りコンクリート

を製造する場合には、 310m' /hの能力を持っている 。コンクリート出

荷量は、平成 3年 7 月のプラント開設以来100万m守超えてし、る。

4  検 査 対 象 建 築 物

3  

2  3  

試験年月日

H5/1 12 11 10 

月 別 拭 験 件 数図 l

H4/4  

フレッシュコンクリートの試験を実施している建築物の概要なら

ぴにコンクリー卜予定出荷量は、以下の通りである 。

①旅客タ ー ミナノレヒツレ: 北工区と商工区に分かれており、各々、本

ウイング、航空会社棟があるほか、北工区には空港管理棟が、

南工区にはCIQt . 東がある 。 コンクリート数量は、約24万がが予定

24 連築とヰ土書 ・1993 .6

されている。

宣官、



' t : : l o直て澗 L 、のある凹丁、美しく魅力ある者11市 長 鋭

の 創 出 に は 、 緑 の 哀 蹴 づ く り が 大 き な 役 割 を 来 た

す。 また、ヒツレの冷房や自動車のl宛熱などによる

ヒートアイラ ン ド現象の大杉夜としても、樹オヨ事の

紘 の 効 用 が 注 目 さ れ て L 、る 。

者11市 の 緑化 は 、 こ れ か ら の 都 市 行 政 の 大 き な 柱

とな っ ているが、他渚11市 と 比 べ て も 緑 の 少 な い 大

阪市では、花の万 ｴ ｾ ｜ よの基本理念了であった「人聞と

自 然 の 共 生 」 を 受 け 継 い で 、 花 と 緑 あふ れ る 街 づ

くりを幅広く進めつつある。

北区の扇町公園内のプーノレを移転し、緑濃い大

阪の森をつくる計画や、「花の名所公園」づくりを

はじめ、ターミナノレや街路なども積極的に緑化ぞ

進 め て い る 。 また、 r-:{E 1 : 緑のまちづくり推進基

一 建 築 物 に 付 属 す る 緑 化 指 導 指 針 ーーーー ーー;

;  自的

:  第 l 粂 この指針は、建築物の緑化にl掬する司瑚 を定

(  めることにより 、制 ヒ 明 雄 を 剛 、 も って緑盟かな都

:  市景観のI ' I I隠11: . 良好な者I怖環境を確保するこ t を目的

t する。

用簡の定書量

第2 粂 この指針におりる用蒋の意義は建築基咋絃 及

び姥築基当母去施行令の定めによるほか、それぞれ以下

に定める t ころによる。

( l 胤 化 附 帯 の 植 裁 を行 うこと

(2)緑 地 樹 オ 噂 の 植 裁 を行 う蜘也の部分

(3)被 制i 蜘包のうち道路に接する部分

適用対象

第 3粂 この指針は、市内において建築物を雄築する

場合に、その敷地溜積カち∞平方メート ノレ以上の ものに

ついて適用すんただし、 総合総 !怜 1I 度等の他の制度に

より鮒ヒにl刻するZ聞 が定められておりそ の適用を受

ける t;C，拾は、その規定に従うものとする。

:  2.  部聞の規定l立、市長カ緑化lこついて蜘也の状況等

により特にやむを得ないと ｾＮ めた ｴ きは 、 適用しな ｌ 、 。

緑f晴 準

間 ｾＴ 粂建築 主 は、前条第 ｬ 項の適用を 受 り Ｓ 放地に

処築物を建築する場合は、 当該 加山内に、蜘血耐 ｪｾ の

3%):)._上に相当する蜘也剖制呆するように努めなけれ

ばな らなL、。

2.  緑化については按道部に底引を置いて行 うものと

し、彼道部における塀、オ、フトフェンス等の設置はでき

る限り避けるよう努めなければな らなt 、。 ただし、危険

防止等のためやむを得ず設ける必要がある場合は、道

路境界線から1 . 0メートノレ以上街忌するも の とする。

3. :lj lli 般については、日照や通風簿 を考慮して樹種の

選定を適切に行うと共に、 ti M. 胤百および総裁方法に配

慮することにより、樹木の良好な育成に努めなければ

ならない。

緑化計画書の提出

第 5粂 この指針の適用を受ける1始 は、処 築 制 階

第 6粂第 l 項の規定による建網蹴の申1刊の提出 lこ

先立ち、緑化について事前協議を行い、総イ医師血? を縫

出しなければならない。

緑化完了届の提出

第 6粂 建 築主は、この指針に基づ〈緑化が完了した

ときは速やかに鮒院了屈を作成し写兵 t 共に徒出し

なければな らない。

実施の細目

第 7粂 この指針の実施に| 期しての必要な司1噸は、) l ll

に定める。

附1111

この指針l立、平成 4年10月 l 日から刻包する。

.
，
，
，

，，，
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編集愛員会法令分科会

280 I 建築物に付属する緑化指導指針( 大阪市)

金 」を設 置 し 、 市 民 と 行 政 が → 本 と な っ て 緑 化 を

推 進 す る た め 、 民 間 の 住 宅 地 や 工 場等 で 公 共 道 路

に 面 し た 敷 地 の 緑化 に対して助成する「罪主主也緑化

へ の 助 成 」 や 建 物 の 壁 面 や テ ラ ス な ど の 緑 化 に 対

して助成する「建造物帰イヒへの助成」など、民R l I

の 協 力 を 得 た 緑 づ く り も 重 点 的 に 進 め て い る 。

一 方 、 姐 操 指 導 行 政 で も 、 昭 和48年 か ら の 「 総

合 設 計制度」や昭和]49年 か ら の 「 大 親 族 建 築 物 の

事前ttl J轍I i IJ 度 」 な ど に よ り 、 建 築 物 の 敷 地 内 で の

緑 化 のf制主に努めてきた。こ う し た 制 度 に よ り 新

たに生 み 出 さ れ た 加 也 内 緑 地の 実縦 は 、 す で に 靭

公 園 ( 9. ηl a) の 91'音もの直前をにキ目当 している 。

し か し な が ら 、 建 築 行 政 の 緑 化 指 導 は 、 比 較 的

大樹英な男知包に限られていたため、新たに 500m'

i  EE 
丸史豆電

ιλ 上の中規，: t ' ; i ; l ; な敷地にも対象を広げ、昨 年 10月よ

り「娃努治勿に付属する緑化指導財旨針」により 、建

築 に 際 し 、 道 路 沿 L、に 敷 地 而 般の 3%以 上の縁 化

を お 願 い す る こ と に し た も ので.ある 。

手 続 き と し て は 、 建 鯨 総認 申請 に 先立 ち、所定

の様式に基づく結イl到画告を提出し、 工 司王完了後

は 緑 化 完 了 屈 そ 提 出 す る こ と に な っ ている。

道を行〈人々の| 浪ぞ楽しませ、建物の 美観 と 風

格を高め、街にゆとりと d到し、をもたらす道路沿い

の緑化は、努力と 工 夫次 第 で 大 き な 効 採 が 上 が る

もので あ る 。縁 笠 か な美 しL 、大 阪づく りに、建 築

主 、 設 計者 、 市 民の ご 協 力 を お 願 い い た し ま す。

近 野 正 男

大阪市計画局建築指導部技術主幹

道

路

道

路

緑化標準の計画例

IIU主幅 樹極 点ド監事

一 一 -4. 0m以 上 主主 主 主 主主主出と高水炉" {.，e.

中本 1本以上中低水金配L、最惑の

1Il: * - ーっ 5高玉1 : >6H! 似する.

一 一 -2. 0m以 上 高 木 1本以上

4. 0m占調 不手 一 一 一 寸，Hl t.

ＱｉｬＺＪＭ一一苛 玉 石宝中本 ｾｉ ｉ Ｇ 山Ｚ

ーーーーーー一ーーーーーーーーー・ 高本低水.. 配L 剛飲

100m以 上 高 木 一一一一一二二= 二二畢のある情説tする.

2.0 m主調不* 時 以 上

低木 50本以上

一 一 一1. 0 m未 満 高 木 一一一一

中本 一一一一ー

低木 70本以 l

一 一 -ｾ ｉ ＺＺ ｴ ｟民 生唱は樹冠が ｽｦ Ｈなるように ｈＡ ｾ ｴ する Ｎ

(  ｾ ｉｉ 本令 ＰＮＶｭ ｬｬｬｬ 踊てーの 肺結 が噌ましいＩ

住) t:;本 出向3. 5m. 幹 1"1りO. 2mf M宜の樹本

1I 1木。出向 1. 5 m 怯 幅O.4 m判世の樹本

低水制j f : i・枝幅O. 4mf_tilrの樹本

樹冠制本町桂盤的広がり

柏崎側1 . 0 mx  1. 0 m以 上tする

緑 化 計 画 の 参 考 事 例

事伊Ql 緑地が帯状の場合/ 高木+ 中木+ 低木

弘必叫叫

長認否ヨ1
事例2緑地が帯状の場合/ 中木+ 低木

斗ムムムム

0 0 0 0 0 1  

事例3植殺が線状の場合/ 中木+ 低木

斗ムムムム

α 友広疋宝刀; ) x 定以: x : o: : : o

事伊114 植栽が線状の場合/低木

寸

斗

事例5緑地が線状の場合/ 生垣

附附附rrm

αX X X J : X X 工亡に印

建築 と社 会 ・1993.6 25 



- お問い合わせ 、資料請求は: 建材販売部又は、各支底・営業所まで

東 町 田 京 製 館

建材開発技術部 Tel. (03)  3275・7762
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耐火鋼

一
一

一
一

一
一
一
一

一
一
一

一
一
一

一

新建材紹介コーナー

204 

トが大きし、。

(2);外 部 欽什他物 (写真 2 )  

1- IIIFrli に処設された事務所ピノレて1立、 31附主主て

ｩｴｾｊ￘ 棟に Ｖ ＱｬｲＮを Ｑ ユニットとするメガストラ

クチャーによる，' f J り椛造力苛拘友され、このメガ

ストラクチャーに耐火鋼を使則し、被郡平を ｾｬｴＡ ｊＮ

くする( セラタイカ 2
1
，手 10mm) ことでスレン

ダーなフレームが表現された。

する。火災と地誌は同H寺に考厳しないことから、

組物のI ' l 霊を支持できる強度、すなわち長期計二

森応力! 支が火災時の必要強度である 。

(2)'i i'; i. lut J 時の設計 . /j 包工は一物ぽ闘と同じであり、: i l l

築 j刊鋼材としてそのまま使JTI できる( ' ，'i';il?cll ，'f'性

能は、 i割安'tlVf 造汀]J玉延鋼材のJ ; l l 絡に令吐文する 。

また、 一吻好例と同等のi相 ''fk性をナヰTする) 。

@ 一一一 おわりに

ι L七、耐火事1品の特徴とそのイ郎、方を紹介した。

l耐火鋼は、鉄そのものの而ず熱性を改干与すること

で、被認の軽減や ｾＡｉｉ 被毅を実 ｾｬ した新しし、主ｬＡ築村長

造m鋼材てある。

被磁の川! 副主、耐火構造が要求される建物ρ 生通

の; 別lli であることから、耐火鋼のm途 はi極めて広

い。今後、さらに川途開発や有効なイ釦、方( 耐火

ｩ 会料 ・ 鋼ｾｾＺコンクリー卜などとの組合せなどＩの

研究含進めば、鉄'J'J "造の新し L 、デザインや工法が

生まれること的切待される。 ( 作本妻子文)

渡 辺 博/ 建材委員

@ 一 一耐火鋼の鋼 種

耐火鋼の鋼極を表 1 ( こ示す。! 引反 . I-I J腕凶・鋼

管を製造している 。なお、市.MIJ 主性イ lオ: ふの耐火鋼は、

外音I1鉄"・1地 物 ( 住 ・梁などをな匠的に主. I ! 物の外告11

に露， Ｇｈ する組物Ｉなど耐傑性カ ｾｦｬ こ要求される書 Ｑｉ

材に使用する。

。 一 一耐火鋼の用途 と実施例

耐火鋼のｾｾ Ｚ谷 ￬Ｑ ［ｕ Ｚｩｴは ＶＰＰ Ｎｃ であることから、 ｮ ｊ

燃 物 が 多 〈 火 災H寺に鉄 'i' 1"i.山皮が600.C 超 え る 処

中初、 仔11えl.f、

(1)I ! 1' 務所ヒツレ (2)倉 時

(3激 1) 仮 (4供 同 住 宅

などでは被剖写を軽減することとなり、可附仰が

少ない建物、例えば、

(1).泊三11J"，b'i (2沌Rヒツレ (3) ア トリウム

(4) スポーツ施設 (5外 部 鉄什ムl ! 物

などでは、 ｾ Ａｉ ｉ 被抜となる。

以 ｆ に ｾｐＮＨＴ ｊＮｴ磁の ｾｊｊ 包例を示す 。

(1焔立11場 (写真 1 )  

千葉市に: i l l 設された駐車場で、は、我が凶でキi}) め

て無被援の欽什造樹立11坊が実現した。このよう

な商業施設に千削げる駐車場て、は、被事立をなく

すことで、! 明るく消潔なイメージを実現て、きる

とともに、直後鉄' ，' } " に塗装することで附ごとの

色分けや方向指示も寄与4に行えるなどメリ ッ

。 ー ー は じ め に

鉄骨造の建物は、火災による加熱で鋼材の強度

が低下し笹1I場Tの恐れがあることから、建築主凶民去

で耐火被認l (以下、被覆) がl激しく者臓や1・けられ

ている 。

このような被叡工事は、しかしながら、建設コ

スト ・ 工期 ・ 作業部境などの点て鉄 Ｇ ｉ ｾｊ 工事の間組

点のひとつとなっていた。ま た、 t必丘て自は、愈Hl

フレームぞ怠匠として表現する設計が多くなさ

れ、このような義見点からも、被縦の軽i F . t あるい

は無被磁の欽 Ｇ￬ｾ ・造主ｬＡ物の実現が要望されていた 。

一方、建設省総合技術開発プロジ、エク卜「建築

物の総合防火設計法のl非i発J ( 1982- 1987) によ

り、従 来 の 控 製i凶l結に基づく一律の防火規定で

はなく、建築物の火災粂件 ・設計粂件やイ史j刊材料

の性能により総合的に防災安全性を: i 1 附(i す る 手

法が実用化 され、新しい材料の11日発が促進される

こととな った。

耐火鋼 ( Fire Resi stant Steel  :  F R鋼) は、こ

のような背景から 1988年に当社が|井i発 し た 新 製

品て、而 Ｎｮ 勲性ｾ向上させる合金Ｈクロム ・ モリブデ

ンなどＩを添加することで ＧＷＺＮ ｾｩ Ｎ昆強度を向上させた

幸斤し ｾＧｊ 蹄材で、ある。

@ 一 一耐火鋼の特徴

耐火鋼の持微を以下に示す。

( 1 岡温強度が通常の建築用鋼材( 以下、→附JD

とよじ蚊して著しくおい。

耐火鋼の高浪強度( 降伏点) を SM490$闘を例

に一寸舷凋との比較で示す ( 図 1 ) 。一吻財閥は

350. C付近て怜1昆規絡値 ( 325N/  nun' )の2/3 まで

低下するが、耐火鋼は600.C まで‘ この値を保有

する( ミノレシートに記立政) 。

常Hill訓絡イ胞の2/3 とは長1t f . 1許容応、ブ) 1支に相当

日本建築協会建材委員会

写 真 | センシティパークフラザ

( 設計タカハ都市科学研究所、施工 大 成 建 設 他 )

耐火鋼の鋼種

鋼極 組 'Ui  ，!;Il. ;絡記サ

i鹿Jl]J.平さ (mm)

( 鋼管では外径)

NSFR400A， B，C  6以上、 100以下

鍛 NSFR490A， 8， C  6以上、 100以下

NSFR520A， 8， C  6以上、 100以下

l平板 NSFR4叩B，C-T¥lC 40;1担え、 100以下

T MC f.上級

NSFR臼OB，C-TMC 40超え、 100以下

両村氏性イJ : 峨

NSFR4ωA， 8， C-¥V 6以上、 100以下

NSFR4卯A，8， C-¥V 6以上、 100以下

I-I J形鋼 自主

NSFR400A， s， C  40以下

NSFR490A， s， C  40以下

ｹ ームレス鋼ｾ［
NFR400目 T K rtI65. 2-406. 4 

NFR490-T K  rt165.  2-406. 4 

大

uo鋼管

NFR400-T K  <T457.2-1422.4 

径 NFR490-T K  <T457.2-1422.4 

綱管

鋼 NFR400-T K  rt400- 5000 

t}: 
板巻き鋼管

NFR490-T K  rt400-5000 

f正 縫 鋼 11:

NFR400-T K  rt42.  7  -406. 4 

NFR490-T K  rt42.  7  - 406.4  

表|鋼材の高温強度
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昨年度 ( 1992年 4 月から本年 3 月) は 6 冊の本の出版に参加した。

建築幸吾首姶答申を受け、建築省が基本設計か

ら発注する業務は少数のコンペを除いて原則

としてプロポーザノレ方式を採用することにな

り、具体的に何件かが 実 施されてｾ， o 。地方自

治体を中心に公共建築の発注機関も設計者選

定には関心をも って いる 。

最初は 6 月の 『匙る都市ワォーターフロン卜 J ( NHK出版) 、ついて¥

8 月に明℃大都市のリストラクチュアリングJ ( 京大出版会) 、年

の瀬の12月に 『世界都市 ・関西の構図J ( 白地ヰ土) と続いた。これら

の本は監修者や編集者が他にいる分担彩t主任だったから出版の苦労を

ほとんど知らなし、。ある日突然、本が完成し、手許に届けられて感

激した。年が改まって 1 月に 『日本的広場のある街J ( プロセスアー

キテクチュアヰ却を刊行し、 2 月に 『面白い都市J ( 学芸出版ヰ土) が出

た。 そして年度末の 3 月にr r > e 大阪』 低 BI出版) を刊行して打ち止

めとなった。

そうした中、ある市の美相秘官の設言| 者選定を

プロポーザ、ノレ方式で実施するということで協

力をする機会があった。そこで一番大切なこと

だと感じたのは、候補者の絞りこみである。あ

またいる設計者の中から、何を担拠に、どうい

う基準で抽出するか。建築情報誌等から作品性

を判断し、相応しい能力を持つ人をリストアッ

プしたつもりでも主観が入りがちである。また

過去に何度かお付き合いいただいている設計

者は結果が想定できるという意味で無難であ

るが、公共建築の実続が無い若い設計者』こは、

たとえ能力があっても可能性を信じて仕事を

依頼するのは怖い。ベテランと新人を閉じ組」ニ

では割判iできなし、。等々である。入札によらず、

簡明かつ負担の少ないこの方式が今後普及し

ていくためにも、予定されている設計者情報の

一 元 整 備 が一 日も早く実施されることを期待

しt.: ｾ、 。

いま振り返れば、本づくりの苦労を l味わったのは 『日本的広場の

ある街』 と 町e大 阪』だけとし、ってよし、。この 2 冊では、建築にお

けるスタイノレにあたるものをきっちりとデザ、インしてイメージとし

て送り得ているか、その強迫観念がつきまとっていたからである。

しかし、今ではそれも疑わしくなってきた。筈判別ニ並列する 6 冊

の本と、加えて献本先からの返礼として送られてきた菊汗IJ牲を眺め

てみると、自分のアイデンティが現わしくなってきているからである。

加藤晃規 大阪大学工学部環境工学科助教授

いつ東京に行っても人の多さに息苦しさを

党える。 それにしても、来京は、なにもかも大

きくすべてに超がつく 。地下鉄は、迷路のよう

に走り、電車い、うｾｴＡＺ率は何車両編成か、やたら

長く何時も大勢の乗客である。新しいピノレは、

いずれも規模が大きく大阪のヒツレに比べて数

f音もある 。

耐丘東京に出張した時、 H寺問に少し余裕がで

き、たまたま近くに L、たこともあって、江戸東

京博物館を駆り足で見た。

なにかの雑誌で、恐竜やマンモスの体重を支

える足を構造解析すると、これでは歩くことが

できないのではないかと思うほど、ばかで、かい

足になるという絵を見た詑憶がある 。博物館を

見た時、このマンモスの絵を思い出し、まさし

くマンモス東京に相応しいものだと思った。

館内の展示は、江戸から東京へと、生活や文

化 の移り変わりが、よくわかるもので、長いエ

スカレーターのアプローチも忘れて、江戸の町

剖や、盛り場など現羽未i茶〈兄たが、大名屋敷の

立派なのには想像ιUニて驚いた。東京の展示エ

リアよりも江戸の展示エリアの方が人気を集

めていたが、東京エリアの戦前住宅のji J i でのス

ケーノレにホッとするものぞ感じ、マンモス東京

を離れた。

福岡と博多で始まり、東京と江戸で終ります。

隅谷康彦 大建設計取締役大飯事務所長

28 建築と社全 ・1993 ，6

玉井龍男 建政省近a陸地方建段局営ま軍部建築線長

トI Rぴl統計l f i mJ 会 1  

建築業界は建設省の指導のもと構造改善の推進ぞ行っていると

ころであり、ゼ、オ、コンとサブコンが互いに力を合わせ、新しいI時イ℃

を見越して人を育て磨き、夢のある建設業にすべく努力中である。

各ゼえ、 コンにおいては、 ゼ介、コン毎に傘下の協力会や親睦会があ

るが、この会員の二世や三世で次の時代を担う若手術催者逮で構成

する会の発売が近年目立った動きとなってし、る。当社に於いても

“緑 会" と称する協力会社の会があり、会員聞の親睦をはかり、

社の業務に協力して共存共栄の実をあげる Z与を目的とした団体が

あるが、この会員中より次代を背負う 二世後継者を中心として組織

され、会員の健全な発展と企業の合理化 ・近代化等を推進するため

の刷 ＧＱｾ ＱＺ，相互の連携を強め当社と共存共栄の実を挙げることを目

的とした“ 松背会" とし、うものが平成 2年より発足して L 、る 。

これとは別に各ゼオ、コンごとの協力会の会長を構成員とする日立

畿建設工事業会長会」がサブコン業界の後継設営者の育成を図るこ

とをめざしたホ21世紀の会。や大阪府建団連の近畿建設躯体共同組合

の大工部会の二世でつくる、型育会。等冒頭で述ぺた目的を達成す

るための若手の会の活動の煤んな此頃である。これらの若手の会が

今迄の建設業から 脱皮して21世紀の建設業の発展に寄与してくれ

るZjJ : を大いに期待し、その活動に援助したいと思っている 。ゼ、オ、 コ

ンはサブコンなしにその発展はあり得ないから。

得田芳宏 松村組取締役大阪本底建築部長



特集

都市のスカイライン

より校的平坦な表情であった者11市のスカイラインを大きく変えたのは、超

高層ヒツレの/ : 1: ' ，現て、あった。最初はただj i ; ' ，'j ｾ、い、うだけで注目を集め、目

立っていた超高層的レトその希少性を失うにつれてf泡長の単純な新型

から脱却したデザ、インが主流になりつつある。 また橋や高架い、った土

木構築物も、機能性 ・合理! 性一辺倒から街の重要な景観要素として扱わ

れるようになってきており、都市のスカイラインも質が問われる| 時イ4こを

迎えたといえよう 。

そこで: 本特集では「者Ilrli のスカイラインJ と題して、都市におけるス

カイラインの意味や重要性についてあらためて考え直すとともに、スカ

イラインに特徴のある建築のテV 、イン72閣を設計者自身に語っていただ

くこと、「わがまちのスカイラインJ の投; w，w記事の掲載などを企画した。

ただ「者rl市のスカイライン」は、いわゆる景観問題と切り離して考えら

れないのであるが、今回は「景観問題|剥述年表」を作成するにとどまっ

ており、この点については御叱貨を甘受しなければならない。

本特集が、都市景観に一層関心を持つ契機 t なる ことを願ってし、る 。

計画系併姶委員. 吉 村 英 祐

材年J l Si 編集中l " li

ｪＧＡｩ 地秀 ｦ Ｈｩ Ｏ 樹怯 ｲ ， ｜￭ Ｏ ＧｎＧｈ 久ｻ ＭＯ 鈴木釦 ｾ Ｏ ｉｉｉＧｉＢｉＨ 人 Ｏ 林扮 ￭ ｲＯ ｾｽｉｉ 敏 ， ｅｉｾ ，，ｾ 弘子 Ｏ 州地 Ｑ 紀 Ｏ 行



PRO L OG UE  

都市文明とスカイライン

紙 野 桂 人

口

スカイラインの発生

人類が意識をもって生活領域ぞ行動し始めたとき、川や湖水や海

洋の沿岸域が行動のシステムに枠組みを与える役害IJ を果たしたこ t

1;1:、 fJ ぼ間違いのない事実であろう 。なぜなら人間の生存にとって

水は不可欠で守あるし、母なる 川や海がもたらしてくれる豊かな食は、

森の樹や草や獣などの諸々の生物が与えてくれる食よりも四季安定

した恵みに違いないからて、あった。 これに加えて、深い森の世界で

人聞が視界の見通しを得る ことは、必ずしも期待し難いことて、あっ

たが、人が水面に出合えば、それが'} IJ であろうと海であろうと帯状

にあるいは盆状に視界が聞けて、自分たち の生活領域の図式を 11艮で

意識する必然性が与えられた。

この可能性は人間の生活行動を安定させ、その領域を広げ、行動

の成果を豊かにしたに違いない。

そしてそこから、自分たちの生活領域をι目別の地平への進出す

なわち旅が、始まったヒも想像される 。

世界の姿を視野に入れて意識し、行動の図式を砂性の世界から理

性の世界につなぐことが、人類の文明のひとつの道をつく ったと 言

えるように思う 。 それを可能にしてくれた粂件が、水而の空間性で

あり、その視界を形成する自然界の図像であり、さらに付け加えれ

ば、領域の何らかの高所が与えてくれた 「高見」の展望であったと

。

弓

ノ

ト
」

F

.ぇ

吾一

同

この聞かれた空間と視野の図像的世界がもた らす情報効果は、そ

れ以来人間の本性が求めるものに組み入れられ、それによ って改め

てひと つの砂性に結びつけられる結果とな っている 。つ まりわれわ

れは、 心のど こかで聞かれた展望、自分のいる世界を見渡せる機会

を求めており、その場に臨んで空と万物の区切りを認識した瞬間、

深い感動に襲われるべく仕組まれているのである 。 そして、帯状や
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盆状の視野の世界にあって、空との境界を形づくる図像がもたらす

情報効果に対して、われわれの貯性がまず反応することも事実なの

てゃある 。

この空と万物との視覚的境界像に対して、 S K YLI N E ( スカイラ

イン) なる名称が与えられている 。

口

都市のスカイライン

きて、人類はその文明の所産として都市なる世界を構築した。

の人間の最も 人間的な世界としての者1I市において、その視覚的世界

の形を定める こと 、森に入って森を見ざる世界から都市と自我との

意識的関係の世界を形づくる ことが求められてきたのは、先に述べ

てきたように文明白f木の帰趨であると 言っ てよいと思う 。

者1I 市は、文明の意志においてその形を、空と都市的構葉物 t を区

切る図像世界、すなわちスカイラインにおいて与えられたと 言 えよ

フ。

古代メソポタミアのジグラット、古代ギ リシアのア クロポリスは

都市を象徴する建築を高〈掲げることによって支配的な形をつくり

出した。キリスト教文明、イスラム教文明、ヒンド ゥー ・仏教文明

はそれぞれに熔を持つ都市像をもって独自の世界を形成した。市

壁 ・高楼 ・城廓の都市像もまた、そのスカイラインの表現に意識を

集中した。

近1且者H市文明は都市空間の中に、象徴的な大通りや広場をつくり

出し、その視覚{ 象を街壁あるいは主要な建築物のスカイラインによ

ってデザ、インしようと意図し、それを実現した。 その一方で巷の自

然発生的な街空間は、その者1I市の品百斉的 ・社会的 ・人間的な仕組み

の結果として、それぞれに独自の街の表情を生み出したが、その自

発的なスカイラインはきながら自然が産出した風土の造形のように、

人の心をひきつける力を持つに至った。 それは洋の東西 ・南北を問

わず人々に愛されてきた。

口

近代都市が生み出したもの

都市には計画的 ・意図的にっくり出された顔しおのずから発生

した身体とでもし、うべき姿とがあって、近i: ! 1 : 都市においては、この

両者は相互 に一定のバランスを保ってきたように見える 。例えば、

ノf リがモンパノレナスの丘に立つサクレク ーノレ寺院に向けて、見事な

スカイラインの高まりを見せるのがそうであるし、 エ トワ ーノレ広場

からコンコノレド広場へのブーノレバーノレのスカイラインもまた、計画

されたものとされざるものの近世的複合体であると 言 えるであろう 。



今、旅行者たちがウィーンにおいて、ロンドンにおいて、あるいは

ミュンへンにおいて( 第二次世界大戦の破壊を経て再建されたもの

ではあるが) 限にする都市のスカイラインは、中世者11市の遺産にな

る部分もあるにはあるが、その大勢はこの近世的都市の帰結によ っ

ているのではある 。 そしてその延長はアメリカ合衆国あるいは植民

都市の歴史を持つ世界の諸都市に及んでいる 。

都市の近代化はその初期においては、それぞれの近世的都市空間

とのコンテキストを保ちつつ進行した。 それは、脈絡のプロトタイ

プが根本的に異なる t はL、え、わが国においても同様であった。京

都において大阪において、そして東京においてもそのスカイライン

は、京・大坂 ・江戸それぞれの近世的空間のコンテキストの上に一

定の欧化 ( 勝間近世的脈絡) を受け入れたと 言 える 。

これに対して、第二次世界大戦後の都市は、近代技術社会がその

力量をフノレに発揮する過程て二大戦前に保った近世的伝統の脈絡を

完全に崩壊させる方向に動し 、た。 そのなかてやは本来生み出されるべ

き新たなカあるスカイラインへの意識はまだ姿を現しておらず、 言

わばその萌芽を見出すことすら困難な状況となるに至っている 。

近代建築においては、都市のスカイラインを紬ぎ出す要素となる

屋根が失われた。 そして、建築物の高低の微妙なバランス守生み出

す高さの暗性しそれを調整する理性を、土地利用の経済的価値判

断に売り 渡してしまった。さらに困った ことに、 失われた建築の屋

根に代わ って、内部機能そ調整する機械装置や、広告物など雑多な

代物を外に持ち出したが、その結果はもはや都市のスカイラインと

呼べるものではなく、都市の屋上を雑防が占拠している風景となっ

ている。もっともこのような状況は、世界的に見ると日本的事情と

言 えるものかも知れなし、。なぜなら、すでに近代化 された世界の E

の都市においても、わが国の場合ほど激しくスカイラインを見失っ

た風景を見ることは希だからである 。 したがって、わが国の都市に

おいてその姿を問題にすることは、世界の諸者11市の場合とは少々違

った次元て言義論ぞ起こすことになると いうところを? 、理解しておく

サンジミニアーノ

必要があろう 。

近代都市のスカイラインは、理論的にはノレ・コノレピュジエカftll J出

した「輝ける都市j の図式、すなわち緑豊かな地表を「地」に、高

層建築の幾何学的形態と、ハイウェイの構造ラインを「図J として

描き出す構図をプロトタイプとしている 。 しかしそれは、人類の都

市文明の彼岸にある理想像に過ぎなかったと 言 えるであろう 。 それ

はコノレピュジ、エ 自身がマノレセイ ユやパリで設計した建築の現状を見

ればよく解る 。彼の作品は昔からの南フランスの赤い瓦屋根やパリ

の灰色のスカイラインの中のひとつの異風景に過ぎないのである 。

それは彼本来のイメ ージとは程遠い。

他方、都市の郊外においてっくり出された住宅都市のスカイライ

ンは、高層住棟と 中層または低層の住棟、その背景となる丘陵や森

や水面の織りなすーイ本の風景 t して一定の成功をおさめた。 しかし

この風景に対して、人類の都市文明のスカイラインに一頁を付け加

えたものとしての評価を与えうるかどうかは、疑問が残るように思

う。 なぜならそれは、一定の↑ 対量性を持つてはいるが、者11市の姿と

して人に感動を与え、都市独自の趣を見る者に伝える力を持たない

ように見えるからである 。ベオ、チアのスカイラインに感動する旅行

ベネチア
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者が、果たしてロンドン郊外のニュータワンのスカイラインを見て

感動するかどうか。答えは否定的にならざるを得ないであろう 。

近代訓市文明がっくり1 : 1 : ' 1した感動的な形は、ニューヨークのマン

ハツタンに代表される超高層建築物群がもたらす高度な都市像にあ

ると 言 えよう 。 それは確かに人をして現代の都市に而している興奮

に巻き込む力を持っている 。 そしてその対極に、例えばリオデジ、ヤ

オ、イロやインドのカノレカッタに見られる、無数の低層家屋がまるで

カピのように起伏する地表を埋め尽くして広がる定々たるスカイラ

インの広がりがある 。前者は近代都市現象の合理的部面を閃l央し、

後者はその非合理的部商を象徴している 。人はまた、この都市膨張

の生物的実態に触れて、ひとつの感動を覚えるのである 。

口

都市文明の意志

人類の都市文明は、いずれの時刻、いずれの文化的伝統において

も、その時代その都市を表象する 一定の意識において、都市のスカ

イラインを創出し、都市の心を表現してきたと 言えるように思う 。

ただ私の知る限りにおいては、古イ't ローマ世界の都市のスカイライ

ンなるものについて、ひとつの矛盾した実J惑を持っている 。例えば

ナポリにおいて、あるいは他の地方小都市の街景において一定のス

カイライン像が眼に浮かぶが、首都ローマについては確かなイメー

ジが浮かんで守こないのである 。七つの丘をめぐ って100万人の人口

を抱え、 1，790戸のドムスと 46 ，000戸のインスラ、凱旋門、大劇場、

公衆浴場、ネIjl ，殿、政庁など数々の大公共建築を建設した古代ローマ

市そのもののスカイラインにいかなる表出意図があ ったのかは極め

て不分明である 。 そもそもローマ市の構成軸なるものも↑ l占代に応じ

パリ 、 リヴォリ通り
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て錯綜し、建築物・構築物はすでに高層化し 巨大化していたにもか

かわらず、者11市の冠となる中心的建造物に向けて者11市を形づくるデ

ザイン意志カ市』いたとは思えなし、。つまりスカイラインが見えてこ

ないのでゃある 。

この状況は先にも触れた現代の都市文明のあり方と似ているよう

に私は思う 。者11市全体が巨大化し高度化したにもかかわらず、その

全体像は、佃々の技術的意志、表現的意図の総和の中に埋没して、

多様で')1寺には魅力的ですらあるが、その正体を容易には現さない群

生状況があると 言 えばよいのであろうか。

日本の大都市、特に東京や大阪はその最右翼にあるように思う 。

実際そこには合理的なもの、非合理的なもの、意志のあるもの無L、

ものが蛸集し、円々変貌を繰り返している 。 またその巨大なスケー

ノレは、 もはや単一の冠に集約する次元をすでに走笛也している 。古代

ローマが七つの丘の都市 U呼ばれたそのイメージは、いみじくも現

代の大都市の状況を言い表しているように忠われる 。

現代の都市文明の意志を、ひとつの脈絡の中で見出すことは難し

いと思う 。ただし、都市としての意志を持たない顔のない文明 L

群生する意志の力学を表す多面的な顔を持つ文明には遠いがある 。

現代の都市はいまや後者の方向を探るべきであろうと私は思う 。

口

都市空間のスカイライン

都市のスカイラインは、まず外からの展望において、見る人に強

い印象を与える 。 それはすでに述べたように、都市のアイデンティ

ティを大きく支配する可能性を持っている 。風土と建築、文化の連

続性と 11制七の文明の意志、そして都市の規棋と構造がそのあり方を

テ'インケンスビュール



規定する 。 それが人の限に見えるか否かは、その都市の意志の強弱

によって定まってくると私は思う 。 現代円本の都市文明はその意志

の如何を問われているのではないか。

これに対して都市の内における枕党がある 。 それはサブシステム

として存在する伊|々 の都市空間の場に応じて人に話しかけてくる。

スカイラインはその限に見える形を規定する大きな要因となる 。

これまでの都市文明がっくり l引 してきた、スカイラインを持つ者I1

市空間は、大きく分けて ｾｬｦ 路・運河などの交 ｩ 血絡に沿 って生 じる 空

|湖回廊と、広場 ・1お也・水而を囲み、ある L、はそれに商して形成さ

れる空間場のいずれかになる 。者11市空|闘としてはもうひとつ、古代

ローマやイスラム文明に代表される覆われた大空間の系譜がある。

それは近代に至ってガラス屋根の万、レリア、そして現代のアトリウ

ムに連I且するが、仮にそれにスカイラインを 当てはめたとしても、

結局は回廊空間または空II¥J場のいずれかに統合されるものである 。

西臥・の古典的都市文明は、都市空間をな図的に形成しようとした

とき、直線的に水平に宇1
1びるスカイラインを強〈意識した傾向があ

る 。 これに対して西欧中世 の都市は、 キリスト 会堂を ｾ ｉ Ｍ Ｇ 心 とする都

市全体のスカイラインの求心性は強〈意識したが、者11市空間のいず

れの場而においても、 111i 1別の建築的スカイラインの被合体をもって

結果を出そうとしたように兄える 。 これに対して近世のノレオ、サンス

文明は、古典的意図を復活させることによって、中世的空聞を改め

て脱却しようとした。

中国をr - I-'心と するアジアの都市文明は、者11市空間のシステムとし

て直角方格の概念に固執しながらも、スカイラインの形成について

はむしろ、千変万化する線の重なりや動きをも って意図すべき境地

とした。

ニューヨーク、バッテリパーク

都市空間のスカイラインに |州析で幾何学的な帰結守求める精神と、

理性の予測に応じない絵画的な帰結に向かおう t する精神が、それ

ぞれ時代の文明、東西の文句iの意志となってきた歴史があったので、

ある 。 そのいずれを指向するかは、その都市の意識その空間引ヲ

づくろうとする人間の意志で定められてきた。後世に至ってその帰

結を見る者は、その ｾｉ Ｎｉ何を者 Ｑ Ｑ 市のスカイラインから読み取り、構想、

の大きさや釘師IJ さ、強きや{ 憂干すきについて感動することになる 。

口

都市の意志への問いかけ

今、関西の都市空間のスカイラインについて、いくつヵ、のjj ; j 蹟命が

起こ っている 。たとえば大阪の御堂筋について、その秩序立ったス

カイラインの百判聞にトp論む駁がある。

御堂筋なる空II¥'Jの形成については、過去において明確な都市の意

志が価i) J ，、ている 。 この意i床でそれは文イり材としての資絡を持ってい

ることは銘記されなければならなし、。 それに対して、この空間を囲

む街壁とスカイラインは、この空間の 「格」に対する社会の反応、が、

時代の建築行政の枠組みを通して形とな ったものである 。 したがっ

てそれは都市の意志というよりも、者 ｉ ｬｲ 同ｾ Ｚ会の 動きの帰結である 。

社会の反応、が同じであ っても、もしも行政の枠組みが違っていたと

すれば、その帰結は異なり、待| 喧筋の表情は今とは違ったものとな

っていたであろう。そ こにこ のスカイラインが、時代の文化財とし

て自己を主張しきれない弱さが漂っている 。 それを専門家たちの議

論としてではなく、改めて都市のな志として定立しうるのかどうか

が問われていると思う 。

御堂筋なる近代都市の文化 ｊｪｾ を、われわれの都市文明の ＷＲ［ 志とし

て今どうしようとしているのか。

これまでに保たれて きた空間の質を一段と 1

1

''': 1める意図をもって、

地域の空間環境にメスを入れる事業主? 起こし、それによって先人の

意志に現代としての対応を|玄|り、われわれの都市としての答えを 1:1-'，

すのはひ t つの道である 。 |世界の優れた文化財 は大部分がそのよう

な過程をたどって呪代に伝えられてきている 。 しかしその場合、失

敗は許きれないであろう 。 L、かにすれば)1寺代のな志を働かせつつ成

功に導きうるか、それが問われることになろう 。 それは単なる利便

性やi拓副主の議論をj也えた次元の問題として理解すべきであろう 。

者11市を開発整備し、者Ilrli の'-1-'に姿を現す建築を設計するものには、

その者11市のスカイラインについて、都市の13; 志を読み取る努力が求

められる時代に入ろうとしていると私は思う 。

(かみの けL、じん 人 ー ｼ 坂大Ｎ，［ＺＺ教 ｦｾＩ
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各 論 1 ・スカイラインを意識した建築のデfグイン

新神戸オリエンタルシティ・ C 3

六 甲の山並みを背景 にした超高 層 ホ テ ル

鎌 谷 憲 彦

事j向付締Vr:f lll戸駅周辺I;!: 、ヰ111戸の陵の玄関として者[1

rli 機能を整備する柱トブくりが進められてきている 。

事j背中戸オリエンタノレシティ ・C 3 はこの4苛づくり

の施策に沿い、や1
1戸の新い、シンボルとして都市

景観の形成に寄与することが求められた。建物は

ショッピンクー街、ホテノレパブリック部分、劇場、

駐車場などの施設を組み合わせた低層部と 37階

建のホテノレ客室タワ一部とからなる 。

キ11
1
戸の市f主主I也部分は海と山 1: ( こ挟まれ東西に細長

くヲ|きや1
1ばされた典型的な帯状者[1市である 。立地

条件としては rlH1i-! 也中央部の山麓にあって、ここ

に超日用ヒツレを建てる t 六月 1山を背景に市街地の

あらゆる I也.'.IXから兄えることになる 。山並みを背

景にした超高層ヒツレというのは特異な立地粂件で

ある 。 この粂仰をtl わり艮に活かし、かっ: f i I i 戸とい

う街にキfl 1 ，c - い、進取の気) ! l t ¥に富んだイメージの形

成をはかりたいと考えた。

客室タワ一部そ板状にし、その車11綿を東西の市街
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地の流れに対し直交させる 。 こうすることによ っ

て、市f託t也からは建物の安而が見え、背後の山並

みをさえぎらないスレンダーな超高層ビノレのシノレ

エ ッ 卜とすることがで3 る。客室のレイアウトと

しては束商と西而に分かれることになる力士それ

ぞれの部屋からは海と山とその聞に挟まれた市街

地という神戸の特徴を見ることができる 。客室か

らの眺望も帯状宇都市の流れに直交した車曲線配置は

有効であった。

f即日告[51;!: 姥物の車il l線に対し、 45度方向に延びてく

る神戸のシ ンボノレ道路の車Ih線をとらえる必要があ

る。 この道路の下には地下鉄があり、敷地の地下

中央には地下鉄の駅舎が着工前に抱友している。

駅舎上部の荷重tr，IJ 限から、駅舎に載る部分は建物

の軽量化をはかるとともに、駅舎に沿って低周g部

中央で端から端までの建物を 451支方向に切断し、駅

舎への; ; 雄怜極力なくした。 このダイアゴナノレに

雄物を二分するエキスバンションに沿って 3層l次

表

裏表がない 山が見えやすい ・裏ができる 山が隠れる

き抜けのモーノレと 10府吹き抜けのアトリウムが

配置されている 。都市車Ihとそれと 45度ふれた低庶s

部の判l線を組み令わせて、ここに都市の中の都市

とい、える錯綜した半屋外空間の景観をつくり出

した。

新幹線別沖11戸駅からはそーノレを抜けて、思L
見鶏て。

有名な巽人命的よ? の北野町界限に通じており、観光

ノレートとなっている 。

敷地は新幹線駅前で‘ はあるが、すぐ後ろが山い、

うこともあり、者[ 1 - 心的なターミナノレのダイナミッ

クな表附と山箆に拡がる住宅地のこまやかなスケ

ーノレが至近距離て、ぶつかりあっている。 この主主I也

の特性に合わせ建物の外j司は 4 mグリッドで雁

行させスケーノレ調車宣伝し、 またタワー項部の尖形

の屋根も *111かく分別して六甲の山並みに11央えるデ

ザ、インを求めた。

( かまたに のりひこ 株式会社竹 Ｑ Ｎ Ｑ Ｑ 工務 ｊｉ ｉｾ 設計部Ｉ



各 論1 ・スカイ ライ ンを意識した建築のデザイン

東京都庁舎

二 つの庁 舎の一体 感 、周 囲の建 築 群 との調和

丹 下 健 三

者11庁舎の設計は21世紀に向けて発展する東京の

自治と文化のシンボル、ふるさと東京のシンボル、

また国際都市東京のシンボルとしてふさわしいも

の t 言われ、象徴性が求められた。 この象徴性と

同時に防災拠点としての安全性と堅牢性が、また

行政機能の近代化に向かう O A化のためにフレキ

シフツレな般住空間が、 一方その機械化 を補完する

人|制的空間] がそれぞれ求められた。 さらに周辺と

の調和 i制定保しながらもその中での独自性を持つ

ことなど、多くの謀J @が与えられた。

男知也は新宿幸J諸|川、の 3 つの区画からなり、西fJ[i Jは

新宿中央公園の骨お也に面し、他の三方は既存の超

高層 ビノレ1洋に囲まれた非常にア ーパニティのおい

者11市的な環境に位置している 。

幸ｦｲＺ者 ＱＱ 心地 区の 中央にあ たる区 Ａ 直 ｼ には都議会 号弊 ｲｾ 堂

により半楕円形に固まれた広場空間lを設け、地区

の過2Fi 化 を|坊〈。都市性の高い者11民広場 t した。長IJ

［ｯ ｬｈｾＱＱ 局を 中心 とした第 一 本庁舎は Ｓ 棟の 「 要 ｊ の

位置に広場 t 中央公闘の聞に配置した。敷地の形

状が幅広い凡f.J けに対し上回訓句i支い奥行きのため、

単純な直方体のヒツレにしてしまう t 巨大な壁とな

り、広場に点、l しでも問辺の1M並みに対しでも圧迫

! 惑を与ーえてしまうので" . I-I-q:n音III .:J:隣J委する 150m

クラスの ヒ ツレの ｾ Ｇ Ｚ ｪ ＢｩＡ＾に令わせ周囲の控知洋川 ＱＱ 染

ませ、それより上を高さ 243mの双搭とし、シンボ.

ノレ性を高めた。 また現業者1I 門を入れた第二本庁舎

は中央公闘に面する第一本庁舎績に設置し、高さ

は163mに存1I λ 、T買部全 3段の階段状とし第一本

JT' 合と者1I 民広場に向けて順次低くなるよう指向性

を持たせた。

こうすることにより 二つの 庁 制束のーイ杓惑を強め、

都民広場へ向かう動きをも感じさせるとともに、

H司囲の処矧洋とも調和した特色あるスカイライン

がっくり /1' 1された。

スーノ f ーストラクチャーのコア、オフィス空1mの

コーナーウイ ン ド一、双I誌の第一本庁舎、階段状

T良吉1Iを持つ第二本庁舎など、特徴づけられた建築

の形状には国際都市シティ ・ホーノレにふさわしい

外装が求め られ た 。 ｾＡｉＡ 体主主 ｬ Ｚｪｊ ｾ 得るため採り入れ

られたス ーノf ーストラクチャ ーを表写吋ーるために

メジャ ース トラ クチャ- 1 : マイナース トラクチャ

ーを分離し、超高層建築にありがちな単調さ営破

り、威圧! 惑を和らげ、かつ東京の文化性を江戸以

来の伝統的な形から121起させると同H寺に、 最先端

の情報化者11市東京の先進性をも 表現するものと し

た 。 材料は耐久性にｾＮみ、メンテナンスの容易な

地 ｩ 炎 Ｒ 種の笹 ｰ ｽ ｪＡ ｾ 石が選ばれた 。 またこの周辺は風

段l:rJz としてもかなり J放しい状況であるが、風向頻

度の高い北有りと南寄りのJ!iRに戸、l して建物l隔を狭

くし、南北 ｾ ｉｩｪ 端の ｉｊｗｉｊｪ を ｪ Ｇｦｬｊ っ た平岡形にすること

により ｊ Ａｩｬ｜ の Ｑ ｾ ｴ 郷町 ￬ｩｉ羽 を 小 さくし、壁而に 凹凸 をつ

ける ことにより風速の地1JJ! する領域を多少とも少

なくするのにも組Lてて し、る 。

( たんげ げんぞう n  ｉ ｾ 他 三 市 ＱＱ 市 Ｎ ＱＦ築設 Ｇｊ Ｍ ｉ 砂防，Ｇ￹ ｻｲｦ に表Ｉ
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各 論1 ・スカイラインを怠識した建築のデザイン

毎日放送本社ビル

C  I 表 現 としての i MJ 型シルエット

渡 辺 豪 秀

放送局 l正常にH射ての流れとともに歩み、次の| 時代

を予感させる先進性が必要である。これまで毎日

放送は「千里丘放送センター」が放送の拠点、堂

烏の毎日会館が木社機能であったが、 一歩先取り

するジ‘ャーナリストとしての Ａｾｴ 生を廃くために、

市 1
1
'1の'1

'
心部に本社機能と lljlJ 伸機能を統合した新

しい1I i ' j 代に 2、さわしい拠点が必要て、あった。 この

ような企業思想のもとに、現在の北区茶屋111] の敷

地が選定された。新社屋建設にあたって、クライ

アン卜から 「ユニ ークて取所数のあるヒツレとした L 、J

U づ妥当YがLI- '， された。

者11市型放送局の計i i ! i lにあた っては史知也の有効利用

を図り、市民に聞かれた放送局とすること、 ;1111lf:

日! 地区羽IJfHeの先駆的な施設として良好な都市環

境の創出と都市景観の形成を図ることを設計コ ン

セプトにした。真知也の高度利用、周辺澱ぢ:tiltfiWの

点、から、従来の放送局に見られるスタジオ棟とオ

フィス棟を別棟とする構成ではなく、 MB S では

36 建築と社会 ・1993. 6

それらを一体的に複合化する構成とした。

手爪l寺代にふさわしいアイデンティティと MB Sの

イメ ー ジの表現をテーマに、フオノレム検討を進め

た。敷地南東部を斜めに 90. 6mの市きでNT Tの

マイクロ回線が通過していることが雄物の高さを

制限する大きな要因であ った。 この1I11J 約条例ニとク

ライアントから要望されたイメージから f M型ビ

ノレ」の発想が11九包された。 f MJ は可能な| 恨り高さ

を日くしながら、その谷1111に N T T マイクロ回線

をうまくクリアし、者11市型放送局としての MB S

のC Ｑ 表現 ｴ して、 付加価値 の ｾＧＺ ｪ｜ 、形である 。

超高層ヒツレ 1; 1 : 速くから望むときのシノレエッ卜が重

姿である 。特にT買部のスカイラインの形状はラン

ドマークとして都市の 瓜 抗 告 IJ る 儲IJを担う 。項

部の ｦｍｊ は点声Ｚ問［の平市 ￮￬ｦｾ と斜めに谷を柑 ｉ 成す

ることで J R ・阪急線、事: J [ 1ifll 堂筋などからf SV去の

移動により独特のスカイラインの変化が休l争責でき

る。隣J疫のアフ。ローズタワーや柳田センターヒツレ

品t彬帯主;

の ｉ ｾＢ にあって、市さ ＹＰＱＱＱ ではかなりの差があるに

もかかわらず、 f MJ のスカイライン t ノ{ - ; ; クマリ

オンで支持された. フツレーグリ ーンの反射カヲス、

見おろしの4見侭に配慮したカヲス屋線の外観とそ

れに埋め込まれたノ f ラボ、ラアンテナはきわめて特

徴的な都市長械を形成し、大阪のまちなみに一石

をt¥t じたといえるで. あろう 。

パフツレ崩壊後一息ついたとはいえ、者11心はさらに

市街! 主化するであろう 。! t l ! . _ 上の開放性と同H寺に集

積化により者Ilrli のスカイラインは変化 していくで

あろうし、 ｬ 時代性を閃 ｬ 央した形態のビノレがさ ｉ ｾ まれ

るであろうが、建築llJ 体のデザインを規定するも

のと して都市のスカイラインは、ある規1釦二基づ

いた形成ブ対去が必要となってくると忠われる 。現

在進められている御堂筋の市さ制限見直しの是非

についての議論は、今後の大阪の者11市景観形成を

大きく左右するエポックメーキングになる fごろう 。

( わたなべ たけひて 11 処設，iI 大|以第_ 'j q'Jj /ifi 設計寸: 作)



各 論1 ・ ス カ イ ラ イ ン を 意識 し た 建 築 の デ ザ イ ン

千里ライフサイエンスセンタービル

記 憶 す る 都 市 風景
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時代ご ｴ の沖ｾｉ￬荒の先端を競 ｌ 、千トうようにして様々 r.l lrli のj且出ーを形づくる重要なオフージ. ェである 。 たフオノレムを抱かせている。盟かな緑を背景に、

いのち

なビノレカ iP. IJ られたニューヨークの康夫l姿。隈史の 近年めざましい発展をとけている [生命の米米を 防を受けては生命の息吹く ￀ｴｦｦｴ のように白〈難 ｉ ｩＮｾ，

泌さを感じるヨーロッパの統一性ある 11r.!l Eみの述 考える総令科学: ライフサイエンス] の研究ず; の 防を背にしてはやさしさのフオノレムを浮かびあが

なる屋 Ｔ 艮 。 ￭ ｜ｬｬ ＱＴ Ｑ 海やマグレフ正也 Ｉｪ の Ｍ ｟Ａ，ｾイ漏れ、な ための交流 ・育成を絞とした複合胞設、千皇の新 らせ背空のま: となる 。11寺の流れ ・自然の移ろいに

属線の重なり 。 それぞれにi I 1! 3のある )1¥: 1止を感党す しL 、H寺代を象徴する怨物が千旦ライフサイエンス 呼応するかのように様々なれ財Hを映し込み、風対

る。者JI 市は、きながら処築にと ってのt N物館。H寺 センターヒツレて‘ ある 。 のモデルとなっている。夜にはスカイラインのラ

代の流れ ・社会の変遷を桜井f [，に刻み込み、取り主主 ニュータウンという忠清の舞台を身近に感じつつ、 イトアップによりシンボリックなシルエッ卜を浮

きれることてもない限り、いつの11，¥一代においても 北摂の 11 1々 を望み、今なお多〈残る竹オ* ・11かな かびあがらせ、千里のランド‘ マークとなっている 。

都市の風景となりあi ける 。 紘と rn然のt剥11があふれる風景 ・千里J。 また、 曲面の述なるフオノレムは、ヒツレの足元に位

いのら

ＩＩＱＢ｜｜ＺＱバーはもっ ｴ も自然に人の ｉ ､ 、知 ｉ ｴＧ ｴＡｾｾＧｴ Ｎ ｴ ( こ訴える この生命( ライフ) の O RIGIN でもある白然のを 置するカヲス帰りのアトリウムにもつながり、ラ

ものであり、とりわけ市J荷主l ! 造物におけるスカイ をキャンパスにどうすu ' iき込むか、ヒツレ自身がL、か ンドマークとは少し巡った 「街なかの)1¥公 ・アー

ラインは印象に伐る風景、記憶の断片 ・伐像とし にライフサイエンスのイメージを広〈知らしめる 卜ワークj としてのスカイラインをつくり出して

て大きな役割lを持つ。教会堂の鐙桜 ・モスクのミ こt ができるかということて、 ril 然との対話J i : いる 。夜は昼間の姿とは逆転して、「光のポリュー

ナレツ卜などのシンボ‘ ノレ性、ランドマークとして いうテーマて建物をテーザ、インすることにした。 li ムj としてのオフージェを街に投げかけている 。

の ｦｾ お ｉｊ に 等 し ｌ 、ものも持ち令わせているのではな 然の形 ・流れ ・やさしさを意識し、建物にワえら いつの日か、" 眼画家てあろう初老の紳士のキャ

いであろうか。 スカイラインの持つフオノレム I.t. W れたf支;IIIJ から特徴あるシルエッ卜として、 H寺・風 ンパスにこの風景カサ前かれていることを心待ちに

に ｪｪｪ Ｚｊ ｲｾＨｉｚ ｊ な ｦ ごけではなく、その雄物の持つ性燃や とともに形を変化させながら大宅に浮かぶぷの委、 している 。

機能 ・与 λ られた使命のメタモノレフォーゼであり、 火性
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各 論1 ・スカイラ イ ン を 意 識した建築のデ士Fイ ン

ア ブ ロ ー ズ タ ワ ー( 阪急茶屋町ビルディング)

街 並 み の 形 成 を め ざ し て

新村線新大阪駅

からのランドマーク

鎌 谷 憲 彦

阪急、権問駅の束、茶屋町は古くは料亭などが立ち

並ぶ思:l.i mな任「であった。戦後は柳田界限の143P1主力、

ら取り残され、老朽化 したIUT屋や合庫が立ち並ぶ

ばかりであったが、近. 11三来R御堂筋i合いにホテルや

オフィスが立ち並び、毎 日放送ピノレや梅mロフ ト

なども完成するに及んでにわかに活気を都びるよ

うにな ってきた。 アプロー ズタワーは こうした機

述 を とらえ、阪急、東宝グノレープがこの地域での街

づくりの経験をもとに総力 をあげて取り組んだプ

ロジ、エク卜て. ある 。

街並みを形成していくにはまず周辺街区と整令す

るこ とが必要である 。 今回、来f l ! IJ の毎日放送ピノレ、

西側の阪急屯鉄本社ヒツレとそれぞれ企画段断て澗

令制乍業を行い、街区をまたがって広場を配置する

こt ができた。 この街角の二つの広場をカーレリア

とけやきの並木道で結びつけるいづ構成を実現

させている 。

タワ ーは男幻也中央に自己出し、いきなり歩行将空間
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ｕｾ 層五 時{.t i: i: 

に趨ｊＧ，ＧｾｊｦＱヒツレカ ＡｊｉＮ ちはだからないように低 ｬ 弱者 ￟ を 低層部は綾部各を利用する 人々のための ヒューマン

設け、周辺街区のスケーノレに令わせるよう配地し スケ ーノレのあるベース、タワ ー項苦IHJ クラウンと

た。 いうことで者阿 ｉ のスカイラインを ｦｴ ｬ ｬ￮ る 。 ｾｉ ']/ 11のシ

趨 Ｑ ｾ Ｇ Ｚｪ ｬｍ ヒツレの凡えがかりとしては、阪急村正 Ｑ Ｑ Ｑ 駅に ャフトは lねます勾質なデザ、インでベースとクラウン

入ってくる併存} 線のおE々な ) J 向からのランドマ ー をつな〈 二 こ うした ｉ ｬ ｩ Ｇｾ ｊ Ａｮ ｻ ｊ な手法は ミー スのシ ー

クとなるだけで‘ な〈、千単や幸}f大|仮駅に通じる新 グラムビノレなどにもひかえめに継尽きれて L 、たも

待J I ' 位協からはi E而 に位fa し、大阪のダウンタウン のであるが、近年はポス トモダンで‘ 過剰 装自Ili をめ

へのゲイ ト タワーの ｦ 先月 Ｑ Ｑ を よ ｾ たす 。 こう し た立 地 ざすか、 技術至 上のミ ニマリズムて"j ll' じ切るかと

特性から、処物の車111性を大阪市径汁也のグリッドに いう状i } r. 力也延し、行Ilrli の'-1'て述築れ百: がどう向

子千わせ、 Ｔｔ ￺ｩ ムｴｴＧ ｊ［ｊｦｾ のタワーデザインとした 。 かい令うかの視.} ，IXが定まらな L、。街並みとしての

川途(I {J にはタワー者[1はホテル客室とオフィスてあ 者Ilrl iデザ、インを形成していくにはまだま fゴ時't1. 11が

り、 低用部にはホテル' 友会場やレストラン、劇場、 かかるという ことであろうか。

フィッ トオ、スクラフーなど峨々な笠1I11が配i宣されて ホテノレや劇場といった者|比、の事を演出tする必要も

いる 。 このような多種多織なコンプレックスをそ あり、夜Il IHまタワ ー頂部のヘリポート と低)(付11全

れぞれの川途を打iなわず、なおかつ全体として統 問をライトアップし、夜のスカイラインに彩りを

!ぷのあるも のにするため、ノレイス ・サリノ f ンに ワーえた。

よる者Ilrli建 築 のJJ1Ji立lこならい、 3  Mt，Yu&て可巴射さ

れるデザ、イン操作ぞ行った。 ( かまたに のりひこ 株式会社竹 ＧＱＧ 仁務 ｊ 占設 ｾＱ Ｇ Ｑｬｦ ｮ
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梅田スカイビル

空 と の 対 話

中 谷 俊 治

島 輔 副 通

園 〆

クライスラー ・ピノレディングの尖I創立2伊F様式、

アーノレデコの特徴を示すとともに、均質空間て杭

日比されるスカイスクレーノf ーのデザインに新たな

方向性を提示することになった。そのデザ、インは

半世紀たった今も、いま fごに色あせる ことなく、

マンハッタンのシルエットを特徴づけている 。

尖塔、 トップのデザ、インは単なる建築のーエ レメ

ン 卜に ｴ どま らず、建築全体をｾｾ￮Ｔ数づける固有の

意味ぞ持つものである 。 さらに空を切り取る者11市

シノレエ ットにどのように諮りかけるか、そう考え

るとまさに建築の単体のデザ、インから者11市のデザ、

インにも対織を与 λ る力を待っているい、えよう。

ｾ奪回スカイピノレ ｉ ［ｊＺ 空 ｉｾｬ 庭闘を「抱いた連主計担高層と

いう図式で示され、ファサードとしては項部、中

間部、 毒!.JIi-if fl という 三層i構成をなしてし、る 。基tIi

部は地表面つまり土、位同号、水あるいは人と のか

かわりを考えなければならな L 、。 なおかつ全体を

流れる力学を表現する素材として石とコンクリ ー

卜打ち放しが遊ばれた。反対に、 T頁苦1I は空とのか

かわりといえる 。 この項部をなす空中庭園 I; J :アル

ミノ叶、ノレによって重層的に構成されている 。 その

エレメン卜 I;J: 芸型屋根であ った り、空中テラス、

あるいはエレベータ一機械室や高架水槽といった

設備|期連諸室、クレーンコツドラなどである 。 こ

れら異種要素の同時存在が複雑な光の反射をヲ |き

起こし、 Ｑｾ Ｚ ｬｬｪｾＱ 部の均質 空間との対 比の中て、 空に

浮かんだように見えることそ4且っている 。

また屋上部の→ ｬ 宣 ｉ ｾ ｦ 倣 された空 中 回廊からは、空

中庭闘の抜けた穴まわりのす り鉢型のクレーター

カーテンウォーノレが覗き込め、その際ちょうど自

分自身と空力ｾｾるよう角度が調整されて ｌ 、る 。空

中庭閣では都会の中の 173mの風に吹かれながら、

景色を楽しむと 同時に 『空』を眺めてもらおう、

という狙いである 。 それは空に前 ｊ｜ 、て ｉ ｾｦｬ ¥、た構造

であり、空を意識して設計されたものてある 。

スカイラインのデザ、インとはまさに空とどのよう

な会話を交わすか、 t 言い換えることがで、きょう 。

その言語が何語であろう t 、あるいは会話に加わ

る人数がどうであろうと、その会話が明確で、声が

大きいほど、都市のデザ、インとして73、味を持って

くる 。

世界の美しい集落もあるいはニューヨ ークのマン

ハッタンも、この会話がすぐれて得手な街てある

とし、える。

「空中庭悶にどうして穴があいているのか」そん

な素朴な質問に対して、 l東広司は次のように物語

る。「あ の笠いた穴は実は宇宙船が飛び立った抜

け跡なんだ。 その宇宙船こそまさに空中庭園てあ

り、いつの日か舞い戻ってくるよ 。J

空中庭悶が大阪の空 c!::' のような会訴を交わして

いるか、そ っ と耳を傾けて欲しい。抜けるような

青空、黄金色に染まる夕焼け空、それぞれでその

話は奥なっているに違いないであろう 。

( なかたに し叩んじ アトリエ ・ファイ建築研究所)

建築と社会 ・1993. 6 39 
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大阪ワールドトレードセンター

逆四角錐のシルエットで機能を視覚化

寺 本 敏 則

40 建築と社会 ・1993. 6

大阪ベイエリア開発の Ｇ Ｎ Ｑ Ｇ 心 、先導 Ｈｉ ｾＩ 役 ＱＱＱ Ｑ を担うの

が、大阪市港160ha のエリアを持つコスモスクエ

アである 。 ここ には、すでにインテックス大阪、

ミズノ本社ピノレ、ライカ本社ヒツレなどが完成して

おり、今後、アジア太平洋トレードセンター

( ATC) 、ホテルハイアットリージ、エンシーが例

年中にもオ ープンすることになる 。 その寄席|比、コ

スモスクエアの中核となるのが、西 日本一の日さ

約252mの大阪ワ ールドトレードセ ンタービルデ

イング( 変称 コスモタワ ー) である 。

コスモタワーは、世界の200都下li とWT Cオ、ット

ワーク( 本部ニューヨ ーク) でが; ばれる、法人世

界貿易センタ ーの拠点として、国際化を目指す大

阪の新しい象徴となる 。

タは創立、' セ t 、その空を青< H央し 11' ，した反射方、ラ

スのカーテンウオーノレの ｾ ｉＧ で、構造柱が ￎｉ < 強制

され、ｾ世 ｼ 全を力強〈表現している 。 スカイライ

ンを特徴づけるのは、 ｔ 責苦ｾに逆四戸 Ｑ w((: ( こオーノ f ー

ハングされている展望フロアのシルエッ卜である 。

この形状は、隣被するミズノ本社ヒツレの頂者1Iの三

角形状に対 比し て、独特なスカイラインを ｊｦｾ 成し、

このI也主主にアイデンティティーをもたらすことに

なる 。 このシルエットは、見る人に述方からも展

望台であること、へリパットを備えた| 坊FL上安全

なヒツレであるこ t をサイン t して、建築の機能を

祝党化して L 、る 。

外装のカーテンウオーノレは、決古Hを除いて! ぶから

天井までを透過性のあるカヲスによ って構成され

ている 。丑はオフィスソ‘ ーンに lリl るく自然光を取

り込むのに対して、夜1; 1 : 光のタワーとして表呪さ

れる 。

コスモタワーが畳は' ) ' ] - < 輝き、夜は光浴れる、 人-

阪ベイエリアの新たな燭台として、そのスカイラ

インが人々に親しまれる ことを願っている 。

( てらもと としのり II lli 設JI 大| 坂スタ ジオ所長)

所。: J也 大 阪 市1:1:之i J:l えrfiiLklt 1ー 11- 1

!J!j(j也而fi'l 20， OOOm'  

lli 築I而fl' 1 11 ，000m'  

@友而f J ' 1 150， OOOm'  

t品込鋭校 S. S RC 

Ji!!..I :55附 I也ド3附

一1 : 知I 19Wp 2 )) - 1994"ド12)) ((. 定)
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大阪府庁舎・周辺整備計画

梅 林 良 行

このプロジェクトは、大阪城の西側に隣接する約

l Oha の事知也に、大l切符の行政、議会、主主察の施設

をはじめ、文イU泡設、福利厚生施設な E を寸本的

に整備する計画である 。

21世紀に向けて、府民サービスの向上 t 新い、街

づくりの観ｾ、から、高度な庁舎機能や府民交流、

文化創造の場として府民に親しまれる新府庁合の

主主備が求められている 。

さらに、世界都市として発展する大阪の自治と文

化のシンボ、ノレとしての匙胤特表現し、新い、ラ

ンドマークを創出するとともに、大阪城およびそ

の周辺地域と調和し、盟かな文化|全や創造性あふ

れる空li J J 織成、建築デザインによる魅力的な都市

環境の形成が求められて L 、る 。

設計にあたっては、歴史と現代の共生、自然と建

築の共生、部分と全体の共生などをテーマとする

共生の思想に基づいたデザ、インカZ行われている 。

放地を東西に1 'r< 歴史的都市車111である大手通を全

体の建物配置計画 ｬ の基 ｾｉ ｉｉ t し、敷地の中央に大|坂

城天守Iil' lのメタファ ー としての三厄s構成の形をし

た象徴|企の高い超高層建物( 行政棟) が配設され

ている 。 その他の建物1.;1: j¥'i j さをできるだけ抑え、

周辺の街並みのスカイラインとの調和が図られて

このプロジ、エク トが大阪城周辺の官庁街区にお い

て、ダイナミックで物常性のある者阿迂策境の Ｑ Ｑ ｾ 成

に寄与することを期待している 。

(知1;( やし ょしゆき l  

Ａｊ ＮＭ ｜ｊ ｉｩ紀 ｬ Ｚｴｾ 築ｲＮｊｉ ， ｴ￭ 設計事務所設日 ｼ 一 Ｓ 部音 Ｑ ｉ 長 Ｏ

える計画としている 。

また、大阪城のコンテクストを意識して、敷地全

体に広がる緑の人工地盤を設け、その庶lllll には石

垣と明を巡らせるこ t により、全体としてのーイ本

感と連続性を佐保するとともに、 *u設の豊かな

環境づくりを図って し、る 。

L、る 。

さまざまに奥なる機能を待つ建物の屋根は、それ

ぞれ切妻、 二重ピラミッド、 ドーム、ボール卜な

じ歴史白川云統の断片的な記号 t も言 えるおのお

の異なった形とし、各建物のアイデンティティ ー

を高めると同H寺に、スカイラインに快い変化を与

41 建築と社会 ・1993. 6
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大阪ビジネスパーク

大 阪 城天守 閣 か ら の 眺望 を配慮

上 田 隆 夫

コンピュータシミュレーション，{ ース

③ 大阪橋陸橋より眺む

現況写真

卓三

196伴「大阪城公園 t →本となった公閣の中のど

ジオ、ス各行くり」を開発の迎念としたパイロット

プラン iOBP計直11969J ｾｾ践し、以来 ＲＰ 数年

間、大阪ピジバ、スパーク (OBP) の建設を進めて

きた。現在では計画の ＸＰＥ にあたる総延府醗 ＱｾＷＶ

万 m
2

、 2 万 7 千人の人々が倍以大阪市東部の都

市核として、また休日には 10万人を超える日もあ

る大|波の新しいアーバンリソマー卜、あるいは コン

ベンション ・シティと して多くの人々に親しまれ

る千! f となっている 。 さらに、この OBPの開発は、

各行政機闘のご協力、指導のもとに民聞が主体と

なった開発のモデルとして、多くの人々に認知さ

れている 。

この OBP の開発にあたって、 OBPの南約500m

( 最短f脳 刷 闘IID ( こ大阪の歴史的シンポノレともな

っている大阪城天守閣があり、この天守|持! と

OBP がおりなす都市景観をどのようにするかは

計画当初からの? お遁であった。このため、当開発

42 建築と社会 ・1993. 6

④森の宮公園入口より眺む

A  

協議会I. t . 、大阪市と連絡、認可挫を図り つつ、大阪

城天守1州、森之宮、桜之官公園など、周辺各所か

らOBP を見たコンピュータ ー・ シミュレーショ

ンノ ｦ ースや ｦ 共型等 ｬ こよってＧｉｪｾ重にヒツレ昔 ｼ 直 Ａ のあり

方を検討した。

その結果、天守閣 (0 P87. 2m) から OBP地区

を通して見る眺望が OBPのヒツレ群によ って壁と

ならないこと、また天守聞からの眺望は、 地平線

( 天守|長! と生駒山系の屋様を結ぶ地平) 以下にピ

ノレの高さをおさめると市街地に白然にとけ込tr こ

とから、このヒツレの高さを地平4泉以下となる低! 百

棟と 地平線を超え空間に伸びる高層煉にわけ、こ

れを各フo ロックに適宜配置することによ って天守

聞からの眺望を保保することを基本原JlI J とした。

D大阪城に近接するヒツレの高さは、おおなね70m

ラインにする 。( ホテノレニューオータニ大阪は最高

高さ 74.5m)

⑫ Z高層ビノレについては、 OBPの地盤高 (OP約

6m) からみて、天守閣の高さの 2倍以下とする

軒高 150mとし、可能な限り棟間隔をとり、生駒山

系の山裾を見せるようにする こ ととした。 ( 現在

のツイン21ほか 2棟は、最高高さ 157m)

また、大阪城を見る歩行者レベノレからの対応、とし

て、 3 ヵ所のネ見t長を選び、大阪城公園、天守閣と

OBP の高層ヒツレ群がっくり 出すスカイラインが

大阪東部の新 しい都心をイメ ージできるデザ、イン

となるよう配慮する ことと した。各視点からの コ

ンピュータ ・シミュレーションパースと現況との

比較は、図 (v的日建設計イ宇成) のとおりであるが、

おおむね当字万計画のねらいに近いものとなってい

るのではないか t 考えて いる。

OBP では、スカイラインの形成にあたって、 この

ような検討と建築協定による若干の調整は行って

きたが、今後、建築群に対 しどのように対応する

かは都市計且上の開題で、はないかと考えてし、る 。

( うえfご たかお大阪ヒ' ジR・スパーク開発協議会事務局総局長)
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桜宮リパーシティ

個の主 張 と全体 の 統一

伊 藤 武 夫

心配置 図

施設棟をとりまく群造形 (コンベ模型写真) マ

桜宮リバーシティー全景

西侭1)全景

桜宮リバーシティは、大阪の者[1- 心を流れる大川の をつくり出すことが重要なテ ー マて、あった 。 ｀ ｉ 案に基づいて、各 Ｔ ｾｾ 業討 三 が主体 的 に多様な住宅

ウォ ーターフロント約4.6ha の事知也に、 1113戸の 景観約成については、 41階建ウォ ータータワ ープ 事業行うことにある 。全体の規11，IJ が強まると画一

都市型住宅と、文化・ スポーツ ・商業J]包設を実現 ラザ、を核 t した 3棟の超高層と 、高層の倒束の組 的で単調な待「づくりとなり、独自性を主張しすぎ

する公民共同の往Tづくりで、 1992年に完成した。 み合わせによる群造形としての表|背の豊かさを表 ると雑多でまとまりのい、街となる 。 まさにコン

住宅の建設にあたり、 1211止紀に 向けて都市居住の 現した。屋根は空と調和する勾配屋根とし、住棟 ぺ11奇にわれわれのコン セプ 卜としていた合衆国

魅力を創 出 する高 Ｗ ｝Ｇ＼ｩ｜存住宅の Ｑｾｴｴ 合」を図るため 、 ごとに項昔日形状や セットパックにより高さを変え、 ( 個々の主張と全体の統一) の実現に向けて、全

この地区を対象に大阪市 HOP E計画の一環と し 迷崇から近景を意識しつつ街のどの角度から見て { 材料丑みのノレーノレづくりに|期して卒業者間で議論

て 「者11市型集合住宅プロジェク 卜附発設計競技J もバランスのとれた配置 t して、変化あるスカイ が重ねられた。

が、1986年に実施 された。 J制変秀案にi @ばれた桜 ラインを構成した。 色彩も関西固有の落ち着いた 建物の配置 ・ヴォリューム ・色彩などにつ いては、

之官 MK Oグループ (松下興産 ・近鉄不動産 ・大 「じゅらく 色J の濃淡で各佐棟ご とに変化 を持た 個性を生かしながら全体の調和するノレーノレが採用

林x: I D の提案に基づいて、大|仮市住宅1M合公社、 せるなど 、個々の住棟のアイテ、、ンティティを強調 され、スカイラインを決定づける屋根は、形状・

住宅 ・者[1市整備公団、 日本勤労者住宅協会および しつつ街全体のハーモニー を形成した。 素材 ・色彩カ f統一された。合意されたノレーノレは コ

即日事業者( 桜之常 MK Oクツレープ) が、それぞ、 険機する対 I[ ・毛馬桜之宮公園との→本化 を図り、 ンペ封筒である大阪市の関係各局の指導のも k

れの社会rl 切!，t'，1i IJ に沿って各ブロックの事業化を担 歴史性 ・場所性と いった者[1市の コンテクストを重 に着実に実現され、ひと ・建築 ・自然が調和 し、

当 した。 視しつつ、 都市のスカイラインの形成に積極的に 融介する大阪の新し い街 「桜宮リバーシティ 」が

景観構成 貢献した。 誕生した。

このプロジェク 卜は綾数の事業主が参加し、街づ デザインコントロール

くりとしての多』来性を内包しながら全体の統一感 このプロジ、エクトの特色は、 コンペて決定した計 (いとう たりお株式会社大林組処築設計的 3 部謀長)
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各 論1 ・スカイラインを意識した建築のデザイン
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建物は遠景、 中索、近景と、見る位置で主張する

ものが奥なり、それなりの表現が必要である 。

OR C200では、副者11- 心開発の起爆剤としてそのラ

ンドマ ーク性が求められ、かつ開発コンセプ卜の

「リゾー卜・シティ」を構成する施設内容がタは見

にも現れ、常にアピーノレするように面白岩; された。

超高層のツインピノレと低層建知洋、これが開発コ

ンセプ トに対する建物航成てあった。

超高層建築はシノレエ ヅト建築と 言われるように、

遠景に対してはシルエ ッ卜で表現される 。 これを

踏まえて、高さの異なる超高層棟を 2棟、つまり

ツインピノレとしてアピーノレした。 そしてシルエッ

トラインに斜めの要素を入れることにより、より

強い個性を持たせた。屋上は切妻ーとして斜めのヘ

ッドラインを設け、表fJ!i Jにも 中間音11で上層部を立if

〈絞り込むことでウエスト書11に斜めのラインを発

生させた。一方テクスチュア ーの違いにも配I伝し、

ホテノレ十来上古1I切妻にメタノレパ才、ノレを採用した。 こ

れは太陽光の反射により 30km程度離れたと ころ

からでも OR C200を認識することができている 。

洲 こ 中景は既成市街 也 の建知洋の ｉ ｾＢ での位置づけ

となり、ツインタワ - t:." けでなく 低層棟を含め計

画全体が認識される 。 しかしそこでは、高速道路

や他の建物により見え隠れし、その位置により表

情が変わる 。 このような市社お也の複雑で1雑多なス

カイラインの中ては特徴のある 主張力味められる 。

f邸前東の一つであるパラディ ッソで試み られた、

この11l ) { . s ! : i をイメージしたテント屋根がつくるスカ

イラインは、 ｾｉ ￶ 目 前的で、建物がアミュ ー ズ‘メン

卜施訟」てあることを十分に主張してし、る 。 このラ

インは検に長〈続き、ボリューム的にも背景のツ

インピノレに匹敵する効梨を担っている 。一方、建

物の表情が重視されるのも 11' 景である 。超高層建

築は360度すべてから認識されるものである 。住

宅棟は四辺ともほぼ同じ粂件で同じ見え方である

が、ホテノレ棟は東西国に窓を設け、南北面はIl f. !口

の少ない壁て精成されている 。用途による階市の

違いで市きが典なる、この 2棟をツインタワーら

しく表現するため、同じモチーフをて3 るだけ採

り入れた。例え li ]]i苦11の勾配屋継のほかに四辺に

パノレコニーを設け、外装タイノレの基本色も同じと

した。 このバルコニーは単調になりがちな広い外

壁面に検ラインの ￬Ｊ ｾ 、陰 ［ｩ 診をつけ、柔らかな表情

を出 している 。 またパノレコニ ーの出入りは索直に

スカイ キャンパスに捕かれ、変化があり、かつ連

続の斡快さを持つスカイラインを椛成している 。

近景において建物はそのボY ュームをヒューマン

スケ ーノレて、古語車される 。超高層のボリュームをい

かに処理するかが ｾ ｬｉｂ ｭ であるが、今回は上尼，昔日外

壁面をセ ッ トノｾ Ｇ '/ クさせたことが圧迫感ぞ少なく

させている 。建物ボリュームはセットパックが始

まっている 23、24階建のように意識されるが、単

に箱状の建物ではなく、なめらかに: i i l l 紘してセッ

トパックしながら空にや!' びてし、〈壁面が意識され、

上部のドーム等の付属物も視界から消え、中葉 t

はまた別な表情でスカイラインカZ認識される 。

着工後発生 した緊急救助作lへリスペース、 1ご水道

局の雨量観測IJ レーダードーム等の設置は、 当初の

スカイライン計・画に大きな21沌“ を与えずに処理で、

きたが、よほどの特殊な仕掛け を施さない t 一般

に建物の トップデザインはヘリポート (20mX 20

m) を意識したものとなる 。今阿は自主設置の施行

でもあり、 10m角の緊急用ヘリスペース( ホパリ

ング用) の設置とな ったため勾配屋根 制i備する

ことがで弓た。

(きたぎわ しゅういち 株式会社安 )1
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各 論1 ・ス カ イ ラ イ ン を 意識 した建築のデザイン

六甲アイランド C I T Y

スカイライ ンは六 甲 山脈

山 根 千 鶴 子

山の手から RI C の向こうに金剛山を見る

神戸市の民活事業による径子づくりとして知られる

六甲アイランドは、その位置するところは神戸市

全域から 兄ればヨミの端の海上になる。これは六甲

アイランドの開発にとても大きな意味を持つ。

神戸市は早くから泌を Ｑ ｾ ｦＮ Ｑ き外国人を受け入れ、そ

の居留地 となった海岸通りのオフィス街や山の手

の住宅地 は魅力ある村l戸の代表的な街のーっとし

て今も 健在である。さらに近年1;!::f 111戸の特織とす

る山や海岸の多彩な地形を生かし、近代的でユニ

ークな位行くりを積極的 lこ行ってきた。新 旧のみ

ならず神戸市は糠々な側|主を持つ街の集まりであ

り、新たに加わる六巾アイランドはそのど こに同

イヒするかが千仔づくりのiik初の3総選て、あった。

六甲アイランドはそのロケーションから兄れば明

らかに “阪神間r となる 。阪神間は外部からは単

に大|阪とヰ111戸の1111の地械に過ぎ、ないが、 f住主E玖;lj可3Eの

イメ 一 ジ、て

もつと 範凶が限定される 。すなわち、北は六l干l山

ぞ背に感じ、南は瀬戸内海を視界に l収め得る領域

である 。

この|仮仲間は六甲山から南に向かつてなだらかに

傾斜した申し分のな い地形て二 この山の手のf主総

境は複数の都市( 神戸、芦屋、西宮) に跨がりな

がら共通のイメ ージを持った一つの地I或として表

現される ことが多 L、。

六甲ア イランドは この阪神間のほぼι11

央の神戸市

東灘区の海上を埋め立てて造られた全〈平な土地

で、後背地の山の手に比べて斜面地 などは望むべ

くもな し、が、 ここ から 眺める六甲山の全長は、ほ

どよ い距離で素11青らし い。

阪神 間 ｬ の“ 山 の手Ｂの ［ｴＡＮ ｴｾ 、を込めて、六甲アイラ

ンドのfわずくりの基本テーマ 仰 の 手 ・六甲J =六

甲アイランド C I T Y ( 以降 RI C) カ瀧生した。 そ

のシンボノレは六甲山であり、 R IC のスカイライン

の原点は六甲山脈て守ある 。

遠景としては、街のシノレエ ッ 卜としてのスカイラ

南側lから RI C と六甲 山を眺める

イン。 111の手から |眼下に広がる RIC を眺めると、

H百れた H は海を越えてその向こうにはるか金剛山

や手IHfxI1 1の山並みも 11央し 出される 。村正{J[l 1から二It を

{rpげ1;)::' ｒ ｉ ｃ のスカイラインの Ｗ Ｕｦ 去にプて ｱｾ ｌｩ IJII民力t

横たう 。

近景としては、各住棟のスカイライン。:tt!!._上の通

りから、待静j 広場から、公悶から、または 2階レ

ベノレのシティ モーノレから仰 ぎ凡 るERのボ、トムライ

ンは大きなギザ、ギザ、となる。

待? を歩くと住棟1mのスリッ卜からも六 l=t
l
山が見 λ

隠れする。六甲山 を毎 日身近に感じる こと、 これ

が|坂村 1111のf主まいである。

l坂ヰ11
1間の山の手に自然にできる建物や屋根の起伏

a> RI C では意識的につく ってきたが、阪神間1の

“海の手" の新たな住民たちに E こまで感じ取っ

ていたfごけるで、あろうか。

( やまね ｾｾＺ＠ ¥ 

ｈ ｴＯｾ ノ、ウス株式会 判取 締役技ト ｬ Ｇｩｩ ， ｪｉ ｊ 本部長 Ｏ
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各 論. 2 - 1  

フラクタルなスカイライン

奥

はじめに ある先端技術が開発され、それが責諒庁技術として話題

になっている聞は、その技術の社会へのｊｪｦｾ響渡はまだ ｩ 和、と 言 える 。

その技術が本当に私たちの生活に浸透したと 言 えるのは、技術の存

在に気を留めなくなったときである 。かつて、モーターがそうていあ

った。扇風職、冷蔵庫から ヒゲそり機にいたるまで、私たちの生活

必需品のあらゆる器機にモーターは使われている 。 そうでありなが

ら、わざわざ、モーター付きなどと宣伝されるわけではないし、寺本た

ちも気に留めなし、。 それほどモーターはありふれた物になっている

し、同時になくてはならない部品でもあるわけだ。

今日の先端技術の中てや、将来のモーターになるのは コンピュータ

と言 える 。 もうすでに私たちの生活のかなりの分野に人知れず入り

込んで、、る 。ニュー ロ、フアジ、ィといった最新のシステムはまだ' ' j t 百

品の宣伝項目になっているが、普通のマイクロ ・コンピュータ内蔵

の器機は、ことさらコンピュータ付きであるなどと 言わなくな った。

コンピュータの進歩と普及により、これまで不可能てあった大量の

データ処理や何万固い、う演算制瞬時に計算できるようになった。

前置きが長くな ったが、 コンピュータぞ利用することによって、

建築や都市計画の分野においても、これまでデータが大量すぎたり、

演算回数が多すぎたりするため、あきらめられていた様々な処理が

出来るようになった。C ADやC Gは随分普及してきている 。本文

は、コンピュータの出現によって可能となったフラクタノレ理論を用

いて、スカイラインの複雑さについて考えてみることにする 。

あいまいな境界

コンピュータの出現によ って、都市景観を構成している複雑な形

態や多種類の色彩が扱えるようになった。特に、コンピュータは単

純な操作を素早く何回も繰り返すのが得意である 。図 1 は「シェノレ

ピンスキーのやじり」と H乎ばれる図形で、全f本の形 l正三角形のよう

であるが、各辺の線は随分入り組んでいる 。 また図 2 は「メンカ。ー

のスポンジ」と呼ばれる立体図形であるが、大小の穴カ f いたる所に

あいている 。 この二つの図形はとても複雑で、手て画くのは困難で

図 1 シェルピンスキーのやじり 図 2 メンガーのスポンジ
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ある 。 しかし規則正しい繰り返しの法則で作図されているので、コ

ンピュータには得意である 。

これらの図形に共通した特徴として、先ほどの規則性のほかに表

面の複雑さがある 。全体は三角形と立方体の形で単純な図形に見え

るが、その輪車1Iをたどると非常に入り組んで、L、る 。 ここに示した図

形は、まだ作図の途中てや止めた形である 。同じ操作を無限に続ける

と、図 l の輪車1I 線の長さは無限大になり、図 2の表面積は無限大に

なる 。 そして、図形の内部と外部の境が非常に複雑にな って、内部

か外部かわヵ、らなくなる 。図形の境界があいまいになるわりである 。

境界があいまいになると 言っても、境界面が複雑になるだけで、境

の線や面ははっきりしている 。実は、境界のあいま L、きには 2手重類

ある 。一つは、先ほどの例のように、境界線自体ははっきり明確で

あるが、表面が複雑に入り組u ' ため、あいまいになる場合である 。

もう 一つ は、 雲の輪郭や霧がかかった風景のように、物の輪郭自体

がぼやける場合である 。都市のスカイラインて言 えば、空気の澄ん

だ11青れた日のスカ イラインと 霞がかかった 日のスカイラインの遠い

である 。 ここでは、輪郭が明確な場合のスカイライ ンにつ いて述べ

ることにする 。

スカイラインのフラクタル

円相掲と日経平均衡函の錐移(東京市婦、終値)
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図 3

スカイラインというのは、 山や建物など地表の事物 t 空との境界

線のことであるが、その形態の類似性から、株価の変動グラフもス

カイライン t 呼 ば れ る ( 図 3)。変動の傾向に一定の法則がないの

で、将来の株価を当てることは出来なし、。つまり、ランダムなブラ

ウン運動をしているわけである 。 自然地形の山脈なども同様で、ラ

ンダムな形態をしている。

てやは都市を遠望したときのスカイラインはどうであろうか。東京

や大阪な E大都市のスカイラインは雑然としてランダムに見える 。

しかし、よく眺めるしそこには超高層が集まっている部分や、お



コッホ幽線

樹枝形のフラクタル図形

城やテレビ塔など特異な形態をした部分などがあり、 全 〈ランダム

というわけではなさそうである 。者11市はランダムに形成されている

わけで、はないからである 。 しかし、ここではスカイラインを構成し

ている意味性は考えず、幾何学的な複雑さについてのみ考えるこ t

にする 。

株価や地形の変化 も、将来その形成のメカニズムが明 らかになれ

ば、ランダムに見えていた中にも必然性が見 いだされるかも知れな

L、。

一言で、複雑さと 言っ ても、複雑さにも平出支がある 。てはどのよ

うにして複雑度を求めればよいのであろうか。 それには、いろいろ

なi!ll l り方が考えられる 。例えば、スカイラインの頂点の数や線分の

数を数えていくブデ法がある 。 それらの数が多し、ほど複雑とし、うわけ

である 。 また、スカイラインの凹凸の大きさをillil っていくという方

法もある 。凹凸の程度が大きし、ほど複雑と 言 える 。 しかし ここでは、

フラクタノレ次元い、う il!l l り方でスカイラインの複雑! 支を測る ことに

する。

フラクタノレという 言葉を耳にされた方も多 いと思う 。 コンピュー

タ ・グラフィックなどでよく紹介されているからである。図 4 - 7

は、 コッホ曲線と呼ばれる典型的なフラクタノレ図形について、作図

の順を示 したものである 。図 4 は山形図形が一つである。図 5てやは、

縮小 された山形図形 4個で一つの大きな 山形を構成して いる。図 6

では、さら に縮小された山形図形1&@1で一つの大きな 山形を構成 し

ている。 図 7 は、この手続きをさらに繰 り返 した図形である 。 この

ように、フラクタノレ図形い、うのは同じ形が縮尺を変えて、入れ子

になっている形のことである 。 この性質を自己点目似性という 。図 9

もフラクタノレ図形である 。図 8 の形態が、順次縮小されて図 9 が出

来てい る。 この図形は木の校にそっく りである。

このように、自己相似性という性質は自然科見象によく見られる 。

例 えば、 ) 11の本流 t 支流の形態や海岸線などにも自己相似性がある。

都市形態関係、にも自己相似性の見られるものがある 。道路バタ ーン

がそうである 。国土レベルで見れは百速道路や国道が国中を網の目

のように覆っている。次にスケーノレを一段下げて、地域レベソレて‘ 見

ると地方道カ勺也1或を網の自のように覆って いる。 そして、さらにス

ケーノレを下げて、市レベノレで見ても ー赦道路が網の目のよう lこ覆っ

ている 。 このように、国土レベル、 地方レベル、地区レベノレとス ケ

ーノレが小さくな っても、常に網の目状の道路ノ f ターンカ宅見れる。ま

た、土地利用にも自己点目似性が見られる。まず地域レベノレで見ると

住居地域、商業業務地域、工業地域、自然緑地 などに大きく分かれ

る。次にこの住居地域の部分だけを取り出して、スケーノレを少し下

げて見るしそこには住居利用だけでなく、商業業務利用、工業的
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20世紀を代表する者11市と 言 えばニューヨー クであろう 。

これはイ ース トリ ノf ーから眺めたマンハッタンの姿で

ある 。 写ｾｾをスキャナ ー て Ｇｊ｛ ｊＱＮり込み、画像処理によっ

て輪車[1線を抽出している 。 シテイコープの傾斜屋綴と

クラ イスラーヒツレの項昔1Iが見えてい る。ニューヨー ク

の遠景 と言 えば、かつてこ のアングノレと自由の女神の

方から兄たマンハッタンの先端を望むものが主であっ

たが、 f出庄ではバッテリーパークを見るハ ドソン} IIか

らのものも多くなった。 フラクタノレ次元は1 . 29であ

ニ ュ ー ヨ ー ク り、ここて1奴り上け‘ た都市の中て弛も酬はスカイラ

48  

図10 インて、ある 。

上海 上海の中心部であるタ同11. (かつての上海租界) の遠景

図11 である 。この地区には 192併刊にから 1930王子代にかけて

建てられたアールデコの建築が多く残っており、セッ

トパックして いく 項昔日が者|怖の景観を特徴づけている 。

フラクタノレ次元は1 . 29で¥ ニューヨー クの次元 と同

じである 。スカイラインの複雑度ではニューヨ ークと

上海は同じい、うことである 。 この二つの都市は燈

』拙11市への同 じ根ぞ持って いるこ t を示 している 。

梅田地区を南の方から眺めた景観である 。中心より少

し左寄 りにあるのがマノレピノレであるが、 立面図的に匝|

かれている ので円筒形に見えない。村正閏スカイシティ

が画面に入っていないので、いま 一つ特徴性に欠け て

いる 。高層以下の建物て建て込んでいるが、超高層は

大阪 多くないため、フラクタノレ次元は 1. 13にとどまり、ニ

図12 ューヨーク fi t ' も複雑でない。

東京 新宿刑者1I心を酎J ! i Jから見た景観である 。中央にそびえ

図13 ているのカ渚11庁舎である 。都庁が目立ち 、他の超高層

ピノレが退 いて写っ ているためか、フラ クタノレ次元は

1. 12であり、高くい、。スカイラインは宇野(げはなし、

が、建物のファサードのデザインはきめが細かくて複

雑てある 。 ファサードの窓訓なども 含め た建物全体の

フラ クタノレ次元をiUl Iるし 1. ＷＶ て、あった。かなり綾非 ｉｉｾ

であると 言 える 。



ゴシック様式の大聖堂が周囲の控秒バ!平をII，IJ してそびえ

建ち、者IIrl1の白川、アイデ、ンティティを形成してし、る。

何がその者11市にと って重要な建物であるのか、 ilft の|恨

ケルン にも l切らかである。フラクタノレとえ冗は1 . 16であり、彼

図14 刻伎は l+lf立であるが、側企のあるスカイラインである。

シド二一

図15

図 16

大阪城とOBP地区

品 川 輔 4

シンボリックな現，ｻＢＧ｜Ｚｾ築によって、都市の特徴を形成

している例である。図の左に見えるオペラハウスがそ

れである。フラクタノレ次元は1 . 17であり、先ほどのケ

ノレンとほぼ同じで、 1:llf立の後刻印支である。右{J!l Jに見え

る超高層処秒! f 1I 宇IJ . 、今では大都市のどこにでも見られ

る景観て¥特別に特徴があるわけではない。 しかし、

オペラハウスの三角屋根と向かい令うことてヲ社t(!C) な

鱗成とな って いる。この桃1:111は大阪の、大阪城と OBP

地区の超高 ｽ￘ｾｴｦ Cの対比的な関係と似ている( 図16)。

利用、そしてキ和也などに利用されている所がある 。 このように土地

利用も入れ子 にな って いる部分がある 。

それでは自己中断以' 生であればフラクタノレかと 言 えば、 そうではな

い。例えば、 一本のi直線や正方形に区切られたグリッドなども自己

相{以' 1'11，ごからて。ある 。 フラクタノレて" あるには自己キ1=lf以'1宝のほかにフ

ラクタノレ次元という但Nl設が必要てーある 。 フラクタノレ次元というのは

1. 2次元とか 1. 4次元とかいった非整数の次元のことである 。普 通一

般に言 われる次元の種類は、点の O次元、線の l 次元、而の 2 次元、

そして立体の 3 次元である 。つ まり、空IIIJ を構成するのはこの 4種

類の次元である 。建築の場合、さらに時間qilli を加えて、 4 次元的存

在であるなどと 言 われる 。つまり次元は整会kであって、 l 次元と 2

次元の間の1 . 3 < 火元などというのは将;ill 使わない。

では、 1次元と 2次元の間の次元というのはどういうものなのだ

ろうか、想像してみよう 。 1 次元は綿であり、 2 次元 IJ . 而であるの

だから、線と而の ｾ ｬｱｪ ｬＧ ｊ の形態と 言 える 。 線に近い ｾ ｉ ヲほど ｬ 次元に近

〈、商に近い形ほど 2 次元に近いのである 。つ まり、 1本のま っす

くやな線を l 次元の状態として、それを左右に波のようにくねらせて

いくとする 。最初はうねりの小さいゆったりした波であるが、段々

とうねりを大きくし、波長も $IUかくしていくと、やがて最後に平而

全部をj皮で覆い尽くしてしまい 2 次元になる 。 このように l 次元か

ら2次元にし、たるまでが 1次元と 2次元の間の次元を持つ形態であ

る。次元が 2 に近つ宇< li t 復雑なi皮と 言 える 。

スカイラインをiJJdl ヲと見なせLf 、このようにして、 71列車の線維度

をフラクタノレ次元て、京すことができる 。例えば、先u ど挙げた図 7

のコッホ曲線のフラクタノレ次元IJ . l .26であり、 1:;{19 のf封技は1 . 46で

ある 。 コッホ1111線よりも tl 1 付文図形の方カ叫Z而をより埋めていくとし、

うこ とであり、 2次元に近い形態なのである 。

次にいくつかの特徴的な都市を取り上げ、そのスカイラインのフ

ラクタノレ次元を iWJってみよう。

図 10- 16に、スカイラインの級金ff ，度をフラクタノレ次元という物差

して Ｂ￬ｗ ｊ っ てみた 。 複幸 ｦ ｧｽ 支の ｉ ｾ］ＺＭ ｊ ｾ、 ＩＱ 頂に者 ＱＱ 市を並べると、 ① ニューヨ ー

ク、上海、②シドニ一、 ③ ケノレン、 ④大阪、⑤東京の)1頃である 。兄

た目の複斜岐に一致しているであろうか、 一致してし、ると思われた

方もおられるだろうし、そう感じられなかった方も いるはずである 。

フラクタノレ次元は幾何学的な複雑度を iWJる一つの物差しであるが、

複雑さい、う感党は単に幾何学的なことだけに| 剥係した ことではな

し、から fご。

それでは次に、景観の美 しさや心地よさと後雑度いこどういう |共l

係があるのだろうか 。美 しく兄えるスカイラインの複斜ｾＦｴはどれぐ

らいか、心地よく感じるフラクタノレ次元の数値は E れぐ‘ らいなのだ
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図17 フラクタル次元 1.46

図18 フラクタル次元 1.89 

図19 フラクタル次元2. 18
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図20 フラクタル次元2.73

ろ うか。それがわ かれば、美 しく心地よいスカイラ インが形成でき

る。直感的には、単純すきf ても複雑すぎても悪〈、その中間位のど

こかに適切な複雑度がありそうである。スカイラインのパワ ースペ

クトノレが l / f の分布をするとき最も悦直であるい、う報告がある 。

この l / f のゆらぎというのは、 人聞の脈拍や自然の心地よい風など

に見られる変動パタ ーンでもある。 l / f をフラクタノレ次元に直すと

2.0であるが、 2.0次元 とい うのは平面 を線で埋め尽くす とい うこと

だから、複雑すぎるように思える。 別の報告であるが、 1/ f のゆら

ぎの音を聞くとランダム ・ノイズよりも不快て、あった t いう結果も

ある 。美 しさとか心地よさとかは、単に複雑度だけに関係する こと

でやはないから、単純な相関関係はないものと考えた方がよさそうだ。

フラクタルの都市

スカイラインは線てあるが、都市は立体である。立体的 なフラク

タノレ図形によって、者I1市形態のモデノレが作れないだろうか。

そ こ で図 Ｒｾ もう 一度 見て欲しい 。 こ れは立体のフラクタノレ図形

になって いる。 また、フラクタノレ図形というのは、自己湘似の形が

入れ子になって いる形態の ことて、あった。 このフラクタノレの原理を

基本にしながら、ランダムな変動要因を入れてシミ ュレー ション し

たのが、図17から図20の都市形態のモデルてれある。

図17はフラクタノレ次元がl. 46の場合の者1I市パタ ーンである 。建物

ユニ ットが隣との適当な間隔をとりながら也統してし、〈様は、伝統

的集落のパタ ーンに類似している。 図 18は、 l. 89 < 欠元のパタ ー ンで

ある 。 2次元に近いので、 地表面のかなりの部分を建物が覆ってい

る。中庭を効果的にとる ことによって、少ないオ ープンスペースを

有効に使っていると 言 える 。中近東地方の集落ノ f ターンて肖る 。図

19は2. 18次元てある 。 2次元を超える t 平屋てやはおさまらなし、。積

層化 していく ことになる 。 しかし、外気との接触商はまだ多くあり、

建物ユニ ットが空中に浮遊しているような感じていある。そして図20

は2. 73次元の場合てある 。ユニ ットが立体的に建てづまってきてい

る。空洞があるが、全体と して一つの建物。のようになってきている。

おわりに 巨人上の例のように、フラクタノレ理論によって、 1次元

から 3次元までの連続する次元を用いて、スカイラインの複斜肢を

iRIJったり、様々な都市集合パタ ーンを作る ことがてやきる 。 しかし、

それはまだ形態上の ことだけであって、形態 を成り立たせているメ

カニズムの根付数についてはf可もわかっていない。 コンピュ ータはプ

ログラム通りの計算は してくれるが、それj ; J _ 上の ことは何 も教えて

くれないからだ。

( おく としのぶ大阪大学: 工学部建築工手



各 論. 2 - 2  

橋と景観のシルエット

川 崎 雅 史

シル工ッ卜を考える

これまで、橋梁やダムなどに代表される土オ叩L造物は、その卓越

したスケーノレと飽くなきまでに追求した機能力可|ヲとなって、者1)市景

観の中てやその独自性密保ってきたと思われる 。 それは、数多くの厳

しい批判の1:1' ( こも立たされる対象でもある 。 しかし、 一方、ヒュー

マンスケーノレを越えた存在であるがゆえに、自然環境との対峠や、

非日常的な場所をダイナミックに演出することの可能性を持った存

在であることは、マイヤーノレや近年のカラトラパの作品等によって、

E頁著に証明されているように思われる 。

このような土ー不構造物をデザ、インするためには、合理的な機能に

裏打ちされた構造美針先練する ことも 重要であるが、 一方でその設

置場所の景観的な特性に応じた構造物の形式を選定配置することも

一層重要な課題である 。 これは、周囲景観と構造物の符祐樹l句な関係

をデザ、インてや演出し、情や景観の美 しさをより効果的にヲ |き立たせ

ることを7意味しており、土オミネ龍造物の景観設計の基本的な理念7であ

ると考えられる 。

そこで、本稿は椅と架橋長観のシノレエ ットを手掛かりにして、橋

と景観との杭駆的なi貸出関係を構図的な{!!I岡から把握し、形に根ざ

したデザ、インテ ーマ を作成するための考察として位置づけたし、。

図 1 ステージ <St age> ( 奈良県川上村)

シノレエ ットは、*r Hかな部材と 音11材との境界線がI Hんど見えなく

なり、構造体の骨格のフレームを示す基本的な外形輪車1)が明瞭に映

し出された姿である 。 それは、質感や色彩を消失させるが、街や構

造物の大きなまとまりを視覚的にわかりやすく表現する モデノレて山あ

る。 このようなシルエ ッ 卜を観察することで、マクロな視点からの

景観 の形を検討する ことが可能であると忠われる 。 そして、構造物

t 周囲景観の実際の位置関係としてのつながりを持つ ことが困難な

場合であっても、借景のような構造表現としての新たな演出の関係

性を考えることもできょう 。

これは、 i橋梁形式の選定やデザインテ ーマを誘導し、プロムナー

ドや公園などの美 しいシルエッ卜を見るための新しい視点場の発見

や配置計画の一つの指針になれlま等、、である。

山並みと橋のシルエットの演出

はじめに、自然景観の中にあ って、 UI並みや丘陵地などの起伏の

ある 地形を背景とした場合の橋のシノレエッ 卜のデザインにつ いて、

そのi寅出のあり方を考察したい。一般に、山並みのシノレエッ 卜が連

続 して描 く基本的な外形の輪車1)線は、不規則て有機的な形をした線

であり、なだらかや急峻とい った違いはあっても、空の上方に凸の

形のスカイラインをつくる 。 そして、この輪車11は、われわれの視線

図 3 対比 <Cont rast > ( オーストリア)
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を自然に上方に誘導する 。 さらに、山肌には、 J1JL理細かな陰影のグ

ラデュエーションができ、質感にも変化や動きを感じさせる 。 この

ようなれはツ卜は、人工構造物と はよ臓にならないほどの強い視

線の誘導や祝党的なゲシュタノレ 卜を感じさせる 。 そして、 これを背

景にした場合の備のシノレエ ッ 卜剖寅出する際には、自然地形のシノレ

エ ッ トを阻害せず、て3 るだけ生かすこと、また、 LLI 並みが視線の

誘導をする上方とは、逆の下方への視線の誘導を起 こすようなシル

エ ッ卜を持つ橋梁形式を選定して、構図のバランスを図る ことが、

基本的な要件として考えられよう 。

次に、橋と架橋景観とのシノレエ ッ トをifcW'，する具体的なテ ーマを

考えてみた し、。

① riJ l並みのステ ー ジをつくる ( St age) J

まず、橋のシノレエットが山並みのシノレエットをのせるステー ジを

つくる こと を考えてみたい。 このステー ジ( 舞台) という意味は、

図 1 のように、橋桁て、、拙かれるシンフ。ノレな平行線がシノレエットとし

て明瞭に現れ、構図的に 山 と橋の二つのシノレエッ 卜が重なって、 111

並みのシノレエットがあたかもステ ージ‘ の上にのせられているかのよ

うなシルエットカサ形成されるこ t を想定している 。l埼イ庁、絵はがき

などに紹介されている橋の美い、構図の一つである 。 この場合、 山

並みの全景カ映されるように、橋桁の位置が構図上脳波的低L、所に

図 4 写し くC opy) ( 奈良県大滝村)

図 5 斜張織のスカイライン( 大阪港 ・かもめ大橋)
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現れることが望ましし、。

さらに、橋の形式として宗判長f荷や吊橋など上部村長造の立ち上がり

の高い橋は、山並みと 重なってけんかしやすくなり、また、 111並み

のスケーノレや質感に比ぺて、橋のケーフツレ線が描〈シノレエ ッ 卜は線

の力が弱〈、而としてのまとまりが弱 L 、ものとしてH央りやすし、。 こ

の場合、 一般に部材の輪車15が骨太で密な」占各アーチ橋やキャンパー

( 反り) を持った桁橋( 図 1) は、上音防行の水平線が自然の有機的

な線とは対照的に明11東なステー ジラインを描き、下部の曲線があた

かも地形をtl [ l さえつけたような力を表現する 。 これは山並みの誘導

とは逆方向に視線を誘導して、バランスした安定感を! i l . 1 i i じさせる 。

② riJ J 並みのつなまをつくる (J oint) J  

次に、橋のシノレエッ卜が、山と山の谷間につなぎをつくることを

考える 。 これは、 鉄道椛に代表されるような典型的な自然景観の中

の橋のイメ ージを率直にシノレエ ットの演出のテー? として表現した

ものである 。

山と山の谷間のシノレエ ッ卜は、スケーノレの大きなfr4xt R で拙かれた

V 字型となり、 このように架かる橋は橋本来の機能である 「渡すJ

ことを率直に表現するものであろう 。 そしてI也形と地71ヲのすきま守

輪車1I線がつなぎ、景観に新たなまとまりをつくり出すきっかけを与

えるものと思われる 。 このような場合、これら の地形をし っかりと

図 E 吊橋のスカイライン ( ロンドン・タワーフ'リッジ)

図 7 アーチ橋のスカイライン ( 大阪市 ・飛朔橋)



押さえ込むような構造形式を持つアーチ橋やラーメン橋の選定が考

えられる 。 ｊｪ 路ア ー チ橋は、下方への力を視党的に予測させ、 ｉ 也， ｾｉ ヲ

そがjI さえ込むのを表現するのにシンプノレな形式である( 図 2)  

③「山並みとの対比 をつくる ( Cont rast ) J  

山並みと対比的な橋のシノレエッ卜をつくることは、従来から対比

調和け旨J商されているような基本的な演出の考え方てある 。 しかし、

スケーノレの大きな山並みに圧倒されないようなシノレエッ卜を泊 ｉｾｾｉ す

るために、十分なデザイン上の工夫を要すると思われる 。

a 連続性の表現

例え ば多径聞の桁橋やア ーチ橋の、連続的な椛Iltl lや桁ヵマi'l i <シノレ

エ ッ 卜が全体として、輪車15線の密なまとまりのあるシルエッ卜を描

くことがある 。下部工の也統した樹若から、構図の下方にリズムを

感じさせ、 七部の山並みとの対比が感じられる例がある( 図 3 ) 。

b. 造形のj先練

また、 これまで橋梁美学て基本とされてきた応力や力の流れに即

した構造表現カ守先練化された場合、造形的に優れたものとなり、自

然との対比を生む可能性がある 。マイヤーノレやメンの作品は、スイ

スの 山 岳の中にあって ｾ Ｑｴ 特 なシノレエッ 卜 守っくり、自然景観との対

比 を生んでいる 。

④ 「山並みの写しをつくる ( Copy) J

図 B 水平線のスカイライン (大阪港・湾岸線)

一一一 ｡ ・ｾ泊由回

・・・幽 叫幽血国嵐山直圃圃・・・園

田園圃圃圃園田・ー ー ｾ圃園田 ｆ 司田ーー・ーーーー 園田園一 司』一一一 園

図 9 地形の輪郭をむすぶ ( ストックホルム)

次に、橋のシノレエッ卜が、i J lのシルエットラインを模倣する演出

も可能であると思われる 。 これは、周辺景観のシノレエッ卜を意識的

に真似ることによって、周辺景主Qと橋との|長l係をな識させ、より強

〈橋のシノレエ ッ卜を強調する演出である 。 しかし、現実的に このテ

ー? を成立させるためには、物徴のあるi J l:;)J ; : みを有する場所に限ら

れよう。 図 4 の臼屋橋( 奈良県大滝村) は、 2径 lill 連続 P C来日長橋

てや、橋j訟11高74m、主格を含め全i吉i124mのrl i椛! U:IIである こと から、

背景の山並みと橋梁のシルエッ卜が重な って、景観のランドマ ー ク

的なi寅出をJ55じさせる中持図をつくる 。

オープンスペースと橋のシルエットの演出

ここでは、架五時J脱が比般的平坦で、橋以外に垂直的な立ち上が

りの高い要素が少ない、広大なオープンスペースを持つ港や農村音11

の景観を想定して、前立と同様にシノレエッ卜の ｩ 五 ｩｉＺｉ ｈ ｾＧ 考えたし、 。

( 1 ) 平坦なオープンスペースと杭のシルエッ卜の演出

① 「スカイラインをつくる ( Skyline)J

港を跨ぐような長大橋のシノレエッ卜を港から海へ向かつて眺める

際には、鋼材の' 買ったな輪車1I からケーフツレの品Il 腕の輪車15まですべての

輪車15線が空に投影された、ダイナミックなスカイラインを観察する

こ とができる 。長大橋は、上部椛造のスカイラインだけでなく、下

図10 地形の輪車日をむすぶ ( ストックホルム)

図11 建築と橋のシルヱット(シドニーハーパー)
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部J構造においても大きなクリアランスカ? 取られることから、明瞭な

スカイラインが拙かれる。このような場pfrでは、橋が主景とな って、

構造美が明瞭に表現されやすし、。基本的には、次のような形式の特

徴を持ちながら、 主塔と桁のプロポー ションや上部工 t 下宮1I工のバ

ランスの洗練された橋梁カサ羽待される 。

a 立ち上がりに幾何学的な特徴を持つ橋の形式

来月長橋や吊橋など、 主培と桁の二つの厚い線に、多数のケーブル

の車IH線を組み合わせた幾何学的な形態は、働日lで女性的なスカイラ

インを描く (図 5 ，6 ， 7) 。

b.  シンフ。ノレな水平線を描〈橋の形式

桁橋の場合、桁に水平なシノレエッ卜やキヤンノ f ーの入った微かな

l曲線のシノレエ ッ トラインが海の水平線と平行に走り、柔らかい 印象

を生むことがある( 図 8 )。

(  2) 起伏のあるオープンスペースと橋のシルエ ッ 卜のifritf .

① 「地形の輪郭をむすぶ ( Line)J

また、周辺環境が平坦ではあるが多少の起伏や{ 抑制狗f ある場合

には、橋は先述のスカイラインのシノレエ ッ卜を演出する以外に、こ

のような地形の持つシルエ ッ 卜を壊さずこれに沿って、その輪郭を

よりスムースーに描くことを演出する ことが考えられよう 。例えば、

平坦な地形を流れる j可) 11 は、地平線よりやや低いレベノレとな って河

図12 船と橋のシルエット( 大阪北港)

図 14 斜張橋と衡の対比
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岸に微妙なレベノレ差 を生 じる。 このような河川 に架ける橋と して桁

橋や上路アーチ橋等の水平線の際立った橋梁を用 L、るこ t によって、

そのレベノレ差を埋め込み、周辺景観とのレベノレを揃える ことが可能

となる( 図 9 ， 1日) 。 したがって地形の輪郭の視覚的な流れに対して、

橋台やi橋脚をできるだけスム ーズにすりつける ことが必要である 。

( 3 ) 建造物と橋のシルエッ 卜のi寅出

① 「ダフツレシノレエ ッ 卜をつくる ( Silhouett e) J  

a 建築物 ・船との組み合わせ

橋のシノレエ ットと、建築物、コンテナ、船など比較的大きな建造

物とのシノレエ ッ卜が組み合わされることによ って、美しいスカイラ

インそ形成することがある 。 シドニーのオペラハウス( 図 11) や、

ヨットハーノf ーに架かる橋( 図 12) にその典型を見ることができる 。

b. ダブルシノレエ ッ卜

また者11市河川 に架かる橋が数多くある場合、橋の上部工のシノレエ

ツ卜が重なって一つのまとま った形を演出する ことがある( 図 13)。

街並みと橋のシルエットの演出

街のシノレ エ ットは、場所の土 地利 用のｾ寺性によって、大きく変 化

する 。高層ヒツレの並ぶオフィス街やビスタを形成する目抜き通りで

は、上回安的整然 t した建物のシノレエ ットが建ち並ぶ一方、密集市街

図13 ダフソレシルエッ卜( フランクフルト)

図15 トラス橋と衡の対比



地のように卸習住宅や中層商業ヒツレなどカ活l l i し、凹凸の激い、シ

ノレエ ッ 卜が錯綜 している場所もある 。 このようなおのおのの街のシ

ルエッ 卜の形や輪郭線の粗密などの状態に応じて、橋のシノレエ ッ ト

の演出のテーマを考えてゆく必要があろう 。

① 「往? との対比をつくる (Contrast) J  

はじめに、山並みの場合と同様に、街のシルエットと対比する視

覚的なまとまり を橋のシノレエ ットに持たせることを考えてみたい。

例 えば、 図14のようなオフィス街の整然と したピノレが建ち並ぶpJ(で

は、幾何学的でまとまりのある街のシルエットヵワ|ヲ成される。 この

例では、 来日尉奇の繊細な シノレエ ッ 卜では、建築物の輪郭に対して弱

〈感じられ、技術的コスト的に使われなくなった図 15のようなゲソレ

ノf ー卜ラ スの方が、輪郭線が骨太で‘ 密になるため、対比の関係をっ

くりやすい。 しかし、整然と はしているが建物が少ないために輪郭

線の少ない所て、は、斜長橋との対比の関係 を演出すること もできる 。

大阪のツインタワーと) Illh奇橋は美 しい対比を見せている (図 16)。各

場所のシノレエッ 卜に応じた対比を考える必要があろう 。

② 「街のランドマークをつくる (Landmar k) J  

次に、街の中の比較的近景から橋を眺める場合、橋が街の方向や

場所のオリ エンテーションを与えるランドマ ーク的な役割lを果たす

印象的な構図を想定 したい。

図16 衡との対比( 大阪市・川崎橋)

図11 街のランドマーク( ペニス・リアルト橋)

a 個性的な造形を持つ橋

街並みのシノレエットとよ凶唆して、 小規J莫なスケーノレの橋ではある

が、その造形的な特徴から、ランドマーク的なシノレエッ卜を街の中

につくるものがある 。たとえば、ベニスのリアノレト橋では、上部の

大理石の回廊とi ! 続したアー付帯織のあるシノレエットをつくって

いる( 図 17)。 また、フィ ν ンツェのべ、ツキオ椅やオランダの跳ね橋

など個性的なシノレエ ッ 卜をつくる例は数多い。

b. 立ち上がりの高 L、橋

また、手q張楕や吊り橋などの立ち上がりのif: "i ｾ 、 橋 を街から 見上け 、

るときに、下方の街のシノレエッ 卜より傑出し て、橋の上部工が|明快

なスカイラインを描く構図が観察できる ことがあ る (図 18)。

③ 「街のステージ? つくる ( Stage) J  

次に、 山並みの場合と同様に、橋と衡のシノレエ ッ卜が重なっ て、

橋上に街がのっているような構図を演出することを考えたい。例え

ば、 i欠のような構図では、橋と街が印象的に見せられる例がある 。

a 衡をのせる( 図19)

いくつかの建物が重な ってまとま った街を表現す るシルエッ卜が

のせられる構図がある 。

b. 人を のせる (図20)

芸術橋( 仏) のような人道橋には、橋上の露天商やベンチに数多

図 18 街のランドマーク( 大阪市・天保山大橋)

Ｗ 亡さーＮ［Ｍ一二ＭＺＺＭ Ｍ［［ ｾｾ
ム 立与訴とごミー

図19 街のステージ( ロンドン・ウエストミンスター橋)
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くの人が集まってシノレエッ 卜をつくり、スレンダーで透明感のある

橋がそれを印象的に映す。

c 緑をのせる( 図 21)

また、橋詰め付近の豊富な植樹のシノレエッ卜が、橋のステー ジ‘ に

映され、大きなフラワーポットができあがる 。

④ 「街の来剥R りを つくる ( Frame) J

比較的、桁の ｉＺｾｉ t 、情で、上部工と桁、 もしくは橋脚と桁が在員縁の

ようになって、背後の景観をl Ii Jl I資に11火すような構図( 図22) を想定

したし、。例えば、われわれに馴染み深いのは|眼鏡橋と 言めれる上路

アーチ精やニーノレセン型アーチ橋であり、円形のフレームをつくる 。

また、桁橋てやは、支柱の I-[I-J隔と桁の日さとの|刻係により、縦長の景

から横長の景まで峨々なフ。ロポーションの景を切り取ることが可能

であろう 。

⑤ 「街のすきまを埋める橋 O oint )J

最後に、小が首長で非常に 日立たない存在ではあるが、舌凶はビノレ

の並ぶすきまをつないてい、そのシノレエットに幾何学的な模J僚を映す

橋がある 。図23のような卜ラス椅は、 '1'1' 太で畿何学的な十財* が歩行

者に - 11瞬の変化 を与・える 。近年ではつくられることの少なくなった

トラス橋のモノトーンの姿が都市の懐かしさや情緒を感じさせるこ

ともある 。

‘  ... 

.  守奇- 了『可喝叱叱Lじ斗-よI江J

刊川f労銭告主/ w  :  j  Tih;JバIυ山.九芯5芯品11μ約捨傍♂.一. 一- 鴨欄明

E  
目一I 、 / y〉yy/P; Ａ通通位起 ι々どｾ一ぷ忌ｾ
Ｎ面画匝 ｜、 Ｓ 〆〆ーＭＭ 孟二二二三言ｾｾ ・
・ ・ ｾも 「 謹 畠 - Ｍｾ＠ ｾ齢三三子 ｅ

図21

緑のステージ

( クライストチャーチ)
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図20 人のステージ( パリ・芸術橋)

おわりに ιUニのように、 シノレエッ卜を観察すると様々なf首長ほ

もt に、橋が舞台や傾縁のようになって周囲の景観を引 き立て、さ

らに橋自身も本来の美しさをより効果的 にヲｼき出すための泌 Ａｾ Ｇ､ Ｉｲ 示

唆されてくる 。 それはシノレエッ卜であるから こそ、 わかりやすくわ

れわれに伝えてくれるメッセージであるかもしれない。

そして、これらのテーマは現実の橋のデザ、インを考えるとき、さ

らに発展させるべき課題へと展開されよう 。

例えば、人の歩行やH寺1mとともに変化するシークエンシヤノレな景

観に対して、複数のテーマを設定し、スト ー リーをつくる 必要があ

る。シ ドニーハーノf ーは、同じ橋てもいくつかの歩行の変遊によっ

て、オペラハウスと橋の|共l係はダイナミックに変化し た。 また、素

材や質感のIllH直は、シノレエットから観察する こと は困Ａｊｩ ｦｦｾ であるが、

ヨーロツノf の7刷、衡を歩くと、建築物と 同じ素材を用いた石造りの

橋が街とのバランスを保っている例が多〈見受けられる。 このよう

な繊細な輪郭をどのように表現すればよいのか。

本杭がこのような課題を残し、また設計への具体化い、 う側而で

は未だ稚拙ではあるが、シルエッ卜が景観と橋との積極的な関係を

つくる上ていの一つの基礎的なテー? となれば幸 いである 。

( かわさ き まさし 点目11大7: ｛ Ｂ［ＺＺ古 ＱＱＦＱｾ 完 地球 工学科 目 ｉ Ｉｊ 子 Ｎ [ 午 t! 'j. 1>)  

.6. 図 22 街のフレーム( 神戸ハーパーランド)

マ図23

すきまのジョイント

( 大阪市港区)



投 稿

わがまちのスカイライン

二つのビルの昼と夜

木 多 道 宏

大阪大学工. ' 同11迷築工学科助手

千里ニュータウンを歩いていると、二つの新しい高層ビノレが見えかくれし、時

には] 盟各のアイストップになることもあります。千里中央にある千里ライフサ

イエンス センタ ー と千里朝日阪急ヒツレてやす。特徴的なデザ、インの二つの建物は、

見る方向により見え方を変え、変化のある景観をつくり出しています。 また、

ピノレT頁部の照明はその姿を夜空に浮かびあがらせ、方位を見失いがちな ニュー

タウンの中で、昼夜を問わずオリエンテ ーションを与えてくれます。

区切られた OBP の空
増 田 栄 一 郎 大 阪 市 旭 区

鉄と コンク リー 卜とガラスによる都市の建築空間は、都市に生活するものにとっては見

慣れた景観だが、わりても身近な生活行動域内には特に印象に残る景観がある。

私にとってのそれは大阪ピジオ、スパーク (OBP) である 。

天満橋( 人・車橋と車道橋の二重購造) によって区切られたま日影の中に観る OBP のスカ

イラインは、幾何割: 期* を見るようだ。

建築と社会 ・1993. 6 57  
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私の住む御殿山の高台からは、枚方パーク

の観覧車がよく見える 。 その上半分が、ち

ょうど近鉄百貨庖の屋上から顔をのぞかせ、

半円形の特異なスカイラインを形成する 。

ここ数年、枚方市駅周辺には高層マンショ

ンやオフィスピノレが建ち並び、 また京阪電

車が高架になるなど街の変化カ ｴｾｸ しく、 し

だいに雑然としたスカイラインになってき

たようである。 それでも、北摂や六甲の山

並みに沈む夕日を背景にしたスカイライン

を見ると、 どこt なくほっとするのでーある 。

観覧車の見えるまち

/  

建築の向こうには山がある

三 宅 次 郎 学生

これは、和、が下宿から大学へ向かう途中、北山通

りをi度るときに目に入る光景を撮ったものです。

だだっ広い関東平野の真ん中てや生まれ育った私に

とって山というものは、 「あれはCわ 山だj と一つ

一つ指差すような、特別な存在でした。 しか し京

都て暮らし始めて、これらの山並みはあらゆる風

景の下地 t なっていることに気づきました。 きら

びやかな建築の向 こうには、結局山があるのですc

スカイラインは、人の世界と空との接線てやす。で

きれば、それは山々に任せたい、 !: ｾ、うのが今の

私の気科ちです。

吉 村 英 祐 枚方市

鳥居 よりも低く

鈴 木 克 彦 京都工芸級維大学助教授

もともと上賀茂神社の神宮の居住区であった上賀茂社家町てい

ある 。上賀茂神社の境内から流れ出る明利リ11 に沿った土塀や

石橋の町並みが美 しいfi ri てあるが、江戸末期の建築様式を伝

えるといわれる 社家は、かつては上賀茂神社の鳥居よ りも高

〈建築 しない慣習があった。その慣習が、京都てや生まれ育っ

た伝統を守っていこう! : ｾ、う住民たちの総意で、今日まで引

き継がれている こt が、なぜか手庁鮮に感じられる場所である 。



テキサスの大平原に忽然と現れたかのような

金融都市ダラスのスカイラ インである。

私は、かつてこれほどまで鮮やかに天を切り

裂くスカイライ ンを見たことがなかった。そ

れはあたかも、周囲の自然や現実の人間の生

活とは無関係に、資本家たちのあくなき拡張

への野心がそのまま空に転写されたかのよう

な ｪｾｺｊ ，、た光景だ っ た 。 こ のスカイラ インを構

成する建物群の過剰な垂直指向とテザインの

競演の背後に、その到臓として 「差異の無限

連鎖」を運命ブけられた時代の、資本家と建

築家の個人としての 「欲望J を見たいと思う 。

"*却lI ill 築事務所

空に転写された野心

寛米 井

36歳

私E炊山市の製をえ工場のスカイライン。

「鉄は国家なり J i: 言われ、基幹産業 として

出る煙にすら誇 りを感じたH寺期があり、公害

の元凶として指抑され悪の象徴に見えたH寺期

を経て、斜陽産業 t なった現泊二、何か力なく

影の薄い存在に見えています。

これはスカイライ ン、建築景観にも人々の意

識が反映され、時代感覚から逃れられない宿

命にあること、歴史的景観が好まれるのはこ

の時代感覚が安定期に入っているゆえではな

いかと考えます。

和歌山ml ' jτ建築課勤務
中 西 達 彦斜陽
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資 料 篇 ・ 1

都市のスカイラインに関する法律

梅 村 宏 尚

はじめに 都市のスカイラインを構成するものは、建築物、工作

物、土木構造物とし 、ったものから、 111、丘、組問てと し、う自然的 なも

のが考えられる。そ して、こ れらは様々な法律の対象となってお り、

形態・外伐に関する規制 も設けられて し、る。

ここ では、スカ イラインの形成に影響を与えると忠われる、土地

利用や形態 に|刻する い くつかの法律のかむ主について簡単に触れてみ

る。

土地の利用を規制する

まず、土地利用規11，11に関するものとして、以下のものがある 。

(1) 市街化区域・市街化調整区域

[都 市 計 画 法 第 7 粂 (市 街化 区域及び市1irf ヒ調整区域) ]  

都市計画区成では、無秩序な市街化 を防止し、計百|的な市街化 を

図るため、市街化区域と市街化調整区域を指定している 。

- 市街化 区域

一・すでに市街地 を形成している区域、おおむね 10年以内に優先的、

計画的に市街化 を図るべき区域

- 市1ir化調整区域

.. .市 街化 を抑制すべき区域

(2) 用途地域

[都市計匝「法第 8粂 ・第 9粂 (地域地区) ]

用途地域は、市街化区域内の土地利用規制の根幹をなすものであ

り、その地域の目指すべき土地利用の方向に応じて、

- 第 1種低層住居専用地域( 低層住宅の良好な環境を保設するため

の地域)

- 第 2種低層住居専用地域( 主として低j宮『住宅の良好な環境を保護

するための地域)

- 第 1種 中高層住居専用地域 ( 中高層住宅の良好な環境到来設する

ための地域)

Ｍ 第 Ｒ 程 Ｑ Ｚ ｬｬ ｾ｝ 居住居専用 地 域 Ｈ 主として中高層住宅の良好な環境を

保護するための地域)

- 第 l 種住居地域 (住居の環境を保護するための地域)

・第 2種住居地域 (主 として住居の環境を保設するための地域)

- 準住居地域 (沿道地域 にふさわ しL、業務の利便の増進と、それに

調和し た住居の環境を保護するための地域)

- 近隣商業地域 ( 日用品販売の庖舗等の利便を増進するための地域)

・商 業地域 (主 として商業 ・業務の利便を増進するための地域)

・準工業地域 ( 主 として軽工業の利 便を増進するための地域)

- 工 業地 域 ( 主 として工業の利 便を増進するための地域)

- 工業専用地域 (工業の利{更を増進するための地域)
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の12種矧の用途地域を都市計画において指定 している 。

そして、用途地域による建築物の具体的な用途規制 は建築基準法

第48条 により、 規定されている 。(本稿て" は都 i'!i 計画法 ・建築基準法

につ いては、平成 4年 6 月に改j E された規定によって いる。)

これらは、スカイラインの基礎とも 言 えるそれぞれの地域の土地

利用の方向や建築物の用途を規定するものである 。

建築物の形態を規制する

建築物の用途は、スカイラインを特徴づける要素のひとつである

が、用j企I也域とあわせて、以下に述べる容積率、建ペい率、建築物

の高さ等、形態そのものに対する 制限が定められており、スカイラ

インの形成の上で最も; ; 淵守与えるものであろう 。

(3) 容積率

[者|叶了計図怯 第 8粂 ( 地域地区) ]

者|同7計画において、用i釦也I或に応じて容積率 を指定して いる。

[建築基準法 第52粂( 延べ而積の事知也前和 lこ対する 害|恰 ) ]  

建築物の容積率 は、都市計画て指定された数値以下としなければ

ならなし、。ただし、前面道路のl隔員が12m 未満の場合には、そのl阪

員 に住居系地域てやは 10分の 4 、その他の地域では 10分の 6 を釆じた

数値と 比ぺて、 小 さいほうの容積率以下て、なければならな し、。

(4) 建ぺい率

[者阿古十画法 第 8粂 ( 地域地区) ]

第 1種低層住居専用地域 ・第 2種低層住居専用地域 ・第 1種 中高

層住居専用地域 ・第 2種 中高層住居専用地域 ・工 業専用地域につ い

ては、都T陪 |ー画において建ペい率を指定しており、その他の用途地

域については、建築基戦去で建ぺい率が決め られて し、る 。

[建築基込階 第53粂( 建築商積の腕也面積に対する割合) ]

建築物の建ぺい率 は、 m途地域 ご t に都市計画で指定 されたもの

または同法で規定されている数値以下としなければならな い。ただ

し、角地等の場合には一定割合の緩和がされる 。

(5)  高さの制限

⑩ 色女-1高さ 制限

[者11市 計 匝 怯 第 8 粂 ( 地域地区) ]

第 l 種低層住民i 専用地域 ・第 2種低層住居専用地減につ いては、

都市計画において、建築物の高さの限度が指定されている 。

[建一築基準法 第55条( 第 l 程低層住居専用地域 ・第 2極低層住居

専用地域内における建築物の高さの限度) ]  

第 l 砲低層住居専用地域 ・第 2種低層住居専用地域内の建築物の

高さは 10mまたは 12m のうち都市計画において指定された高さの

限度 をj也えではならない。
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[建築基法制ニ 第56粂( 建築物の各部分の高さ) ]  

建築物の各部分の高さは道路斜線、隣: t 猷4線、 北 側主将泉より以下

としなければな らない。

Ｍ 道 路 手ｾ泉 制限

一前面道路の反共; t 1J l 1Jの境界線から罪文地の上空に向けて一 定勾配で引

いたf f ; ! H泉による 制限

.  

.. .道道路以外に按する男久地境界線上の一定高さカか3 ら募文地 の上空に|而向古旬Hけ1  

て一定勾配て可 |いた斜線による 制限

- 北側斜線制限

- 真 北方向の敷地境界線上の一定高さから要文地 の上空に向けて一定

勾配て ＮＧｾｉ いた事 ｩ 揃 Ｑ による制限

これ らのが線の勾配等は、用途地域に応じて建築基 羽 詰に決め られ

ている。

③ 日影 規制

[建築基準法 第56粂の 2 (日 影』こよる 中高層の建築物の高さの制

限) ]

一定の用途地 域のうち粂例て1旨定する区域てやは、 一定高さJ ; J j 二の

建築物は、冬至 日の一定H寺間帯に、決められた領域に対して、 一 定

J ; ) _ 仁の日影を生じさせてはならない。

(6) 総合設計制度

[建築基i偶去 第59粂の 2 ( 敷地内に広L、空地 を有する建築物の延

べ而柏の事文地面積に対する割合等 の 特例) ]  

一定規摸以上の敷地 で一定の公開空地剖倒来した計画て二特定行

政庁が市街地の環境の整備に寄与すると認めて許可することにより、

容積率の制限、道路f将泉市IJ 限等の高さの制限が緩和される 。
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特定の地域やものを規制する

そのほか者Ilili 計iilll において、様々な地域地区が指定されるが、形

態 ￭ ｬ ｾ｝ な而からスカイラインの形成に［［［縄問与えるような 主 だ っ たも

のをあげてみる 。

(7) 高度地区

[者Ili 間 十 戸 怯 第 8 粂 ・第 9 粂]

m途地域内において市径3地の環境の品ft1W，または土地利用の増進

を凶るため、建築物の高さの最高限度、または最低限度を定める地

区て"ある 。

[佳築基込階 第58粂( 高度地区) ]

正 Ｚｩｬ ｟立地区内の建築物の高さは、 ＱｾＺｊｬ 支地区にｼ刻する者 ＱＱ ￯Ｇ惰十画におい

て定められた|人l容に迎合するものでなければならな L、。

(8)  高度利用地区

[者|川市十jFl il怯 第 8 粂 ・第 9 粂]

用途地域内の市佐ji 也における土地の令型的ヵ、つ健全な高度利用と

者11市機能の更新とを図るため、建築物の糾1 ' ( 率の最高限度および最

低限度、建ぺい率の最高限度、建築而柏のll ! t 低限度、壁商の位置の

制限を定める I也区である 。

[建 築 基 準 法 第59条( 高度利用地区) ]

副主利川地区内の建築物の容杭率、建ぺい卒、建築両頼、壁面の

位世は ｾＧ Ｚｩ ｬ Ｚｩｴ利 ｭ 地区に ｼ 刻する都可 ｔ言 Ｍ Ｑ ・聞において定められた内容に迎

合するものでなければならなし、。

(9) 特定街区

[者| 州市阿怯第 8 粂 ・第 9 粂]

市 ｾｬￏｊ 也の整侃 Ｇ ＱＦ普を図るため、街区の整備造成が行われる地区に

ついて、 主l ! ; 築物の容杭率、高さの品市限度、壁而の位置の制限を定

める街区である 。

[建築造凶制t 第60粂( 特定街区) ]

特定街区内の建築物の容積率、市さ、壁而の位置は特定街区に|共l

する者Ili 間十回において定められた限度以下でなければならなし、。

(10) 美観地区

{者11時十匝f法 制 粂 ・第 9 粂]

市街地の美観的i備するため定める地区てある 。

[主l ! ; 製主ii 階 第68条( 美観地区) ]

美制地区内の建築物の敷地、構造、建築設備に関するもののうち、

美観の保持に必要な制限を条例て定めて L、る 。

(11) 風致地区

[者11i ' 間十商法第 8 条 ・第 9 粂]

者11市のj瓜欽を維持するため定める地区である 。
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[者Il rl剖 fill l陪 第58粂( 風致地区内における建築等の規制) ]

風致地区内におし、ては、 q漣 築 物等の建築、 ②宅地の造成、土地

のJI先立の変更、 @ ド竹の伐採、 ④二七石類の採取、 ⑤水 面 の 出L ・干

拓、 ⑥建築物等の色彩の変更、 等の行為が制限されており、府県知

町( 政令指定都市の長) の許可がなければ、してはし、けないこと t

なっている 。

(12) 歴史的風土特別保存地区

ｲ ￯ ｾ￯ 都における歴史的風土の保 全 に ｼ 刻する特別措置法 第 8粂( 特

別保存地区内における行為の制|浪) ]  

歴史的風土特別保存地区内においては、 ①建築物等の建築、 ②毛ー

地の造成、 土地の形質の変更、 ③木竹の伐採、 ④土石類の採取、 ⑤

建築物等の色彩の変更、 ⑥屋外広告物の表示 ・抽出、 ⑦水而の埋

立 ・干拓、 ぃ、 った行為が制限されており、府県知事( 政令指定都

，h-の長) の許可がなければ、 してはいけないこととな っている 。

- 歴史的風土特別保存地区

一・歴史的風土保全 区域内で歴史的風土の保全上、枢要な部分を構成

している地峡( 同法第 6 粂)

- 歴史的風土保全区域

一iJi 者11 ( 京都市 ・奈良市 ・鎌倉市 ・天理Tli ・橿原r I i ・桜井市 ・斑鳩

IlI f ・l明FI 香村) における歴史的風土を保存するために必要として、

|付|非l総理大臣が指定した区域( 同法 第 4粂)

(13) 伝統的建造物群保存地区

[文化財保説法 第83粂の 3 ( 伝統的建造秒点作保存地区の決定及び

その保護) ]  

伝統的建造秒l群保存地区内においては、 ①建築物等の建築 ・除却、

②宅地の造成、土地の形質の変更、 ⑫ 附の伐採、 ④土不調の採取、

⑤建築物等の色彩の変更、 等の行為が制限されており、市町村長、

教育委員会の許可がなければ、 してはｾ、けないこととな っ てｾ， o  0  

. 伝統的建造物群保存地区

・・・伝統的建造物併およびこれと ー イ本をなしてその 価 値を ｊ ｉ ｾ 成してい

る部境を保存するため、市IIIT判が定める地区( 同法第83条の 2)

. 伝統的建造物群

・・・周囲の環境と ーイ本をなして歴史的風致を形成してし、る伝統的な建

造秒if;f tof ( 同法第 2粂)

(14) 緑地保全地区

{都市産お也保全法 第 5 粂( * お也保全地区における行為の制限) ]

1剥也保全地区内においては、 ①建築物等の建築、 ②宅地の造成、

土地の形質の変更、 @ 附 ーの伐採、 ④土石類の採取、 ⑤水面の埋立

・干妬、 等の行為が制限されており、府県知事( 政令指定都市の長)

の許可がなければ、 してはいけないこととな っている 。



- 緑地保全地区

一都子市十画区域内てや良好な自然環境を形成している樹林地 ・草地 ・

水辺地 ・岩石地等 を保全するために定める区域( 同法第 3粂)

(15) 生産緑樹也区

[生産1お也法 第 8粂( 生産緑地地区内における行為の制限) ]  

生産緑地地区内においては、①建築物等の建築、②宅地の造成、

土地の71ヲ質の変更、③土石類の採取、⑤水而の埋立 ・干拓、 とし、 っ

た行為が制限されており、市111] 村長の許可がなければ、してはし、け

ないこととなっている 。

・生1割 和也地区

. . . 市街化区域内において、公害 ・災害の防止、 農林漁業と調和] した

者[1市環境の保全等良好な生活環境の確保に効用がある 500m'以 上

の農地の保全を図るため定める地区( 同法 第 3粂)

(16) 屋外広告物法による制限

[第 3粂( 広告秒l等の制限) ]

屋外広告秒肢の規定に基づく条例によって、美観 風 致 的i僻する

ために、広告物の表示や、広告物を掲出する物件の設置を制限して

いる 。

このほか、者Il r情1画においては、まとまりを持った地区における

建築物等の形態等を細かく規定できる 地区言十画等のような制度もあ

る。

これ らは、 指定する 地域地区の目 的からして、建築物のような人

工物だけでなく、木竹や土地の形質のような自然的な要素の形態に

まで規定が及ぶものもあり、まさに、その地域地区のスカイライン

を規定しているものと 言 える 。

障害物にならないために

以下、そのほかにスカイラインの形成に影響を与えるようなもの

をいくつかあげておく 。

(17) 航空法による制限

[第49粂( 物件の制限等) ]

公共の用に供する飛行士晶について、その進入表面、転移表面、水

平表面の上に出る高さの建造物、植物等を設置 しだけ直栽すること

はできない こととなっている 。

- 進入表面

一・着陸帯の短辺に接続し、上空に向かつて一定勾配を持つ平面のー

定 部 分 ( 同 法 第 2条)

- 転移表面

・・ ・進入表面の斜辺を合み、着陸帯の長辺を含む平面の一定 部 分 ( 同

法 第 2粂)

- 水平表面

… 飛行場の標点上45mの点I! : " t l心として、一定の半径ててで、や百‘

てでで、帆、囲まれた部分( 同法 第 2粂)

(18)  電波法による制限

[第 102粂の 6 (重要無線通信障害原因となる高層部分の工事の制

限) ]

建築物や工作物で、 地表からの高きが31 mをこえる高層古ld u ?

伝摘出節害防止区域に係る 重要無線通信障害原因となる場合1;1: 、 (， "， 

間Ｈその伝 ｴａｾ 陣 筈 防止区域が電 気 通信業務障 害 防止区域の場合には、

3年間) は、障害原因部分の工事ができないこととなっている 。

- 伝f自国埠害防止区域

- 郵政大臣が、 重要無線通信の屯波伝搬路における伝j制母害を防止

して、 重要無線通信の確保を図るために指定した、中心線の同f)!l J

それぞ、れ100m以内の 区 域 ( 同法 第102粂の 2)

・重要無線通信

ＮＮＮＸＹＰ メ方、へ ノレツ五ｵＺＮの周波数の電波 による特 定の固有 地 点 Ｑ ＺＱ Ｇ ｊ のＣＮｾ

線通信で、①電気通信業務、②放送、 ③人命 ・財産の保護、治安

のｾＺ閥、 ④気 象業務、 ⑤ 電 気事業 、 信濃脳卒業 に係るも の Ｈｉｐｊｩ 法

第102条の 2)

- 電気通信業務障害防止区域

・・・重要無線通信のうち電気通信業務の無線通信の電波' 伝j側各に係る

伝1制l章害防止区域( 同法第102条の 2)

おわりに 以上、おもいつくままに、各種法律による規制をあげ

てきた。 まだま fご、ほかにも このような類のものがあると思うが、

それはさておき、 これらの法律がスカイラインそのものを形づくる

わけではなし、。 これらの法律は、あくまでもおのおのの目指すと こ

ろにより、建築物や構造物等の形態等に規制をかけて いるのである 。

スカ イラインが、その結果として 出来上がってしまう場合もある

だろう 。 しかし、規制のもとても、哲学を持ちなが らものをつくっ

ていけば、意味のあるスカイラインを生み出すことは可能であろう 。

さらに、誤解を恐れずに言 えば、もう 一歩踏み込んで、万民に対し

て説得力を持ったスカイラインとは何カ、を考える ことも 重要なこと

なのかも しれない。

( うめむら ひろなお 大阪市 ｲｬｩ 長室ＧￍￍＧＺ ｉｉ ｉￎｉ 告 Ｑ［ 総合ｾｦｉ Ｇｾ ｉ ￎｉ 泌Ｉ
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年代 景 観 規ff ，IJ関連の動き 景観規制JI長j述 法 規 竣 工 建 物 日本建築界の動き ・出版 ・その他

. 1910 ( 明治43) 資 糾 問

1919 都市計画怯( 風致地区制度) • 
2  

. 1920  ( 大正9)

1920 市街地建築物法( 市f知 也の建物 主主主

市さを100 . 尺に制限，道路斜線，美
局ミ

観地区) 1923 丸の内ヒツレテV ング

観
. 1930 ( 昭和)

1931 高度地区，空地地区〈市主主官二〉

1933 美観地 区指定第一号 1933 大阪万、スヒツレ

規佳 居 周 辺一保)

1934 大阪に美観地区指定

告リ( 中之島周辺)

1936 大阪駅前に高度地区指定

関
( 高さのi耐低限度指定)

. 1940 (11百和 15)

1949 

連. 1950 ( 昭和125)

1950 建築基準語ー

略
( j 百さ制限，道路事' hf 泉なE を市往i ". l 也

建築秒足去から号 |き継ぐ) (fi!統論争〉

年
. 1955 ( 昭和30)

1956 屋外広告物条例

( 京都市 ・大阪市)

表1958 東京タワ ー 1958 都市のイメ ージ" ( K リンチ)

1959 高架工作物内の建築物の高剖，IJ

限緩和

. 1960 ( 昭和35)

1960 1刻西屯カピノレ 1960 メタボリズム宣言 ( 菊竹消訓1. 出川紀

1961 特定街区制度〈者|常|法 ，建基法〉 lXほか)

(一 定条件以上の敷地に限り31 1961 都市のデ‘ ザ、イン( 伊藤て L、じ. 般的事'Ir

ｭ の高さ Ｑ Ｑｊ Ｑｊｉ Ａｎに ｴｾｪ ｩ�ｬ ｊＩ ほか)

1962 首都市週以担路 1号線

1963 糾知也区1l ，IJ < 処基法〉 1963 日本の都市空11Il(打11rli デザイ ン研究

( 31mのt色対日さ制限緩和) !.j;:) 

隣地主将泉市IJ限〈嵐長去〉

1964 京都タワ ー主l ! ? &反対運動 1964 国立屋内総合競技場 1964 東京オリンピック

. 1965 ( 昭和40)

1965 検 浜 市 都 市 美 樹'1策橋義会設置

ｾ当ー
〈テーザ‘インサ ー ヴェイ〉

1966 者11が東京海上ビノレ計画に対し美 1966 古 都f剥字法 1966 建築の複合と対立( ヴェンチューリ)

観条例による規制lを持ち出す( の

ち撤回)

1968 者間帯| 置献を全面改正 1968 霞が関ヒツレ{ 特定街区制度適III 1968 かくれた次元 ( E .T ホール)

第一号)

1969 風樹也区内の建築等 の規制の規

準を定める政令



. 1970  ( 昭和45)

. 1975 ( 昭和0)

. 1980 ( 昭和155)

. 1985 (11日和ω)

. 1990 ( 平成2)

1970 東京海上ヒツレの言十匝| 高さを127 1970 

m を100mｾ ＺＧｊ＠ 1き下け， 3年ぶり

に大臣認定おりる (1974年竣工)

1972 

31mのt色対高さl I J lJ 悶苑J I : :

道路幅員による高剖 ｪｬ ｊｬｾ即売止

北f!!1削 線l IJ l ] 限〈建基法〉

総合諒 一 ｼ制度 ＼ ｬ脳出ｾ＾

( 樹1i 率，高さ制限，鮒泉市IJ 限の

緩和)

市f却也景観条19IJ

( 京都市 ・高山市)

1976 皇居お立ち台からの仰 j i j に基づく 1976 日影税，l I J IJ <建基; 去〉

匙| 勿市さ自主規制答11-'

1978 日比谷公園周辺の高層ビノレ建設

反主持」仲J ( 却下)

1980 地区計画1<tr信|法，建都去〉

1982 大阪市建築美観誘導l11IJI支

1984 宝ヶi也プリンスホテノレ建設計画に

伴うJl¥致地区の高さ制限緩和問

i包

1985 楽勝til llJ l服 の一昔[1緩和1 <律五回ミ〉

1970  E X P Oタワ ー

1止界貿易センターヒツレ

1973 大阪方休ヒツレ

大阪国際ビノレ

1974  新宿住友ヒツレ

ＨｾＮＺｪ さ ＲＰＰ ｭ 突破Ｉ

1978  サンシャイン60

(60附)

1983 つく ばセンターピノレ

1986 ツイン21

1987  ヤマトインターナショナノレ

1970 EXPO' 70 ( 大阪i i 博)

1971  京王プラザ、ホテノレ

( 新宿走塁お j杯第一 サ)

〈第 1 次オイノレショック〉

1975 EXPO' 75 ( 沖縦海洋博)

フラクタノレ迎論 ( Mandel brot )

1977 ポスト ・モダンの建築 (c. ジエンタス)

1979  街並みの美学( 芦原義信)

〈第 2 ( 欠オイノレショック〉

1983 絞 ・ 街並みの美 学Ｈ刊 ｊｾｬ 義信Ｉ

〈ポスト ・モダン建築隆政〉

1985 EXPO' 85 (つくI. f 科学技術開)

梅田センタービノレ 〈大深度地下開発構想〉

1990 京都ホテノレ改築反対運動

J R京者|ゆt改築反対運動

1991 御堂筋景観論争

1988 事庁利l戸オリエンタノレシティ ・C 3

1989 アサヒヒf ーノレ吾妻ti 号ヒツレ 〈超々高層ビル計画家〉

1990 日本屯気オq.:J:ヒツレ

1991 東京都新庁舎

1992 アプローズタワ ー

1993 住居地域の紺扮イじ ダウンソε - 1993 梅田スカイヒツレ

ニング〈者[1計法> MM2 1ランドマ ークタワ ー

1990 EXPO' 90 ( 大阪花博)

特集を私lむにあたり、対観| 問題をどう扱うかについて編集委員の聞でZ街命があった。しかし他のメディ

アて掛川下 l1' t:' -1'寺集や記事がみられることや、景制Hl泌をTE而からとりあげるため庁卜分な準仰切附がな

かったことなどーから、今戸1Iま対象t しないことになった。とI;l:. l 、λ 、全く触れないわけにい、かないので、過去

の景観論争や、者11市のスカイラインを何らかのかたちで規定する法w_ 都市のスカイラインの点から話題

になった，辿築などを主主理してみた。もとよりすべての耳目唱を綱手記しておらず、またその選定基準がl附"(ff でな

いこ tをお| 折りしておきたい。 (吉村英祐/ 小iili 久子)

<e'i ill 法〉 ー市街地主J ! 築物語;

<ill 築法〉 一主J ! 築基準法

〈行 ｉｉｾｩＮｩ 法〉 ・・者11rli;; 11I 1司法



E PI L OGUE  

都市情景としてのスカイライン

田 中 直 人

はじめに 都市を構成する主体は、数多くの集住する人間である 。

そこでは様々な生活の営みや活動が展開される 。 その受け皿となる

生活環境は、自然のもたらした環境そのものではなく、長年にわた

る歴史的変避の中て積み重ねられてきた、人間の環境に対する作用

の結果とも 言 うぺきもので構成されている 。

建築や土木構築物は環境に対する作用の代表的な形態と 言 えるが、

その具体的な内容はまさに人間の都市における営みそのもののバラ

エティを即決したものである 。生活上のいろ いろな場面は必ずしも

これ らの人工的な空間だけで満たされるも のではな いが、絶えずそ

の地域、時代のニ ーズ、に対応していこうとしてきた人間の努力の産

物とも 言 える 。

しかし、その結果、身近に存在し、日頃接している都市環境を見

た場合、努力の結果として割引Hされるものばかりではないことに気

がつく 。元来そこに存在していた自然環境のもたらしてくれた思恵

に気づかず、いつの間にか人間カ ｾＢ ｉ Ｍ ｉ 心と 言 いながらも、身勝手な改

造や振る舞いをしてきたことも指摘される 。失ってしまってからで

はどうすることも出来ないようなとんでもない過ちもあったかもし

れない。 ところが毎日生活している人間にとって、自分たちの置か

れている環境についてしみじみ眺めたり、考える余裕などはなカ B っ

たというのが実情であろう 。あるいはいまさら 言ってもどうする こ

とも出来ないし、自分のことて下百一杯とし、うことかもしれなし、。

これまでに形成されてきた都市環境について再石街思していくこと

が求められる 。 その切り口は多くあるが、僕たちは都市環境をベー

シックなところでで支えているフィジ、カノレな例聞から捉えることにし、

都市景観やまちなみについて考えてみることにした。

「スカ イラインJ はその中ても、者Ilrli に住んだり、 f!l) )Jl 、たり、か

かわり合いのある人々に t って、無意識のうちにその都市そのもの

のアイデンティティやイメ ージを形づくる上での大きな要素と して

捉えることが出来る 。 また、これからの都市環境を考えていく上で

必要と思われる都市内の様々な環境構成上のエレメントとシステム

を検討していく際の大きな手掛かりとして考えられる 。

都市のイメージ形成とスカイライン

古今東西、世界中に数多くの都市が存在し、 ｉ ｾ ｉ 然や歴史に育まれ

て独自の都市イメージを持つものが多い。 そのイメ ージは直接その

都市環境に身をおいて抱〈場合もあるが、ほとんどの人の場合、間

接的に他の人からの情報によって形成していくことが多いと 言 える 。

その情報は発信する人そのもののi直接的原休l設がもとになっている

と思われるが、必ずしも 一人の原体験だけではなく、幾多の人々の

休 l験や評価から、 一定の水準のイメージとして定着したものが基礎

66 遮築 と社会 ・1993. 6

となっていると考えられる 。

それではそのイメージは E のような形て。記録され、伝えられるの

だろうか。一つ には言葉 t して都市から抱し、たイメージを表す場合

がある。例えば「花の者11、パリ 」 と言 えば、セーヌ河やエッフエノレ

塔の景色を思い浮かべ、ながら、美しく華やかな都市の伴t景が目に浮

かんでくる。また、「ロマンチック街道J l : 言 えばドイツからスイス

にいたる一帯の川や山そして古城の点在するメノレへンの世界へとイ

メージをl膨らませてしまうのが3答通であろう 。 ところが実際に行っ

て見るしヨーロッパにおいては同じように美 しい情景は他にもあ

るし、なぜ司 「ロ マンチック」なのかよくわカョらないところもあって、

逆に上手にオ、ーミングしているなと感心したりするものである 。

イメージと実態 IJ . 必ずしも一致すると は限らないが、そのイメー

ジのプラスの側面について積極的に評価し、その良さを上手に実態

としてそうであるように近づけて いくことは悪いことではなく 、む

しろ都市や地域のイメ ージア ップを図り、より良い方向へ誘導して

いく手法のーっとして言刑附しでもよいものかもしれない。言葉には

イメ ージをイ云え、! 膨らませていくカヵ t ある 。

一方、僕たちはイメージを伝えるのに、ビジ、ユアノレなブ沼市用い

ること が多 L、。写真やスケッチい、ったものはその代表; 的な手段で

あろう 。有名な観光地てはいつの間にか、絵葉書等て、l R介されるそ

の者11市や地域の景色は閉じような場所が取り上げ、られていることが

多いようである 。絵葉書の素材となる事物は通常の場合、前述した

建築物てあったり、橋や通りい、った土木構築物や工{ 枠合J、モニュ

メント等であるが、何となくこれを見ればここというような対応関

係が成立したりする 。 もちろんこのような人工の事物だけて刊はなく、

自然環境からもたらされる風景の世界もある 。 その中てその都市や

地域のスカイラインがイメージ Ｂ ｊｉｾ 成の上でどのような景鍔 ｐ を及ぼし

ているかという視点も見逃せなし、。

これら のイメ ー ジに関して、 その者都11阿i仔州干司市|行7や地J域或にカか3 カか、わる人につい

て見るとL 、実i際努にそこて

イメ 一ジJ てでザあり札、 街への変愛- 若を抱〈手捻掛トMカか、りの一つてで" 冶あると 言言.え

る。 また、来1f予首にとっては、その往? を認知していく手掛かりであ

り、他の街との差別化を図り、自分が街の中てや展開してし、〈実体験

へと導く到成長づけとなる 。 さらにそのイメージをいろんな形で操作

したり、直接そ の中心となる孝哨Jの形成に関与している人たちカ九、

る。 それは建築家て、あったり、都了間十画家、デザイナーであったり

するが、そのような専門家のみならず、その都市や地峡の計画を担

当 してし、る行政fffl 織のスタ ッフも重要な役割引旦って し、る 。今まで

の都市イメージの延長島民七でものを考えていくだけではなく、新た

に将来の都市イメ ー ジを創造していく立場で取り組んでいく人たち



可

雪化粧した北野町より神戸市街地を見る

である。現存するもののうち、何を残し、何を変えていかなければ

ならないか、規制や指導に加え、調整や砕蒙といった視点や方法で

積駆的に関係する 人たちと 協同し てい く必要がある 。

都市や地域のイメ ージを形成している重要な要素としてのスカイ

ラインについてどのようにして、まもり、っくり、育てていくのか

とし づ 問題意識の存在がまず基本と して必要である 。 そのためには

今だけのことではなく、すe っ と先の将来にわたってどうするかのプ

ログラムづくりが求められる 。 そういった意味で引其の頃から、自

分の住む都市や地域のイメ ージを支えるスカイラインについてな識

を持 たせるようなまちづくり教育も 必要と考ーえられる 。

スカイラインを彩る構成要素

都市のスカイラインは絶対的に存在している )1ヲの問題ではなく、

む しろそれをどのようなネ見点から、いつ、 E のようにして比るか、

あるいは兄せるかという相対的な関係、すなわち受け手側の条件が

大きく作用 してくる 。同じものを兄ても全〈異なる 印象を抱き、イ

メ ー ジを ｾｊ 形成してしまうかもしれない 。 仔 ｉｊ え ｉＡＧ 、ど こ から ｬ 挑めるの

かという視点に闘しては、通常の ヒ トの目のみならず、 トリの けが

あったり、 コドモやイヌの けといった高さの追いがある 。一つのス

カイラインを多彩に兄せ、感じさせてしまう多くの状況についてす

べてを取り上げる ことは出来ないが、そのいく つかについて、比て

ゆき たし、。

1  ) 自然的要素からの彩 り

都 市やその地域が存在している 地形の粂il -がある 。平|市的に jよが

りのある 所、 {頃ff. l t也、起伏の多い所では基本的 に様々な者1I1叶jV;:築物

の成立する基盤が災なる 。 さらにそのエ リアがどの範阿までの広が

りとして形づけられているか。 その仕切りとなっている要よはし、 っ

たい何であるのか。例えばそれは山なのか海なのか、それとも }I Iか

池か湖か。 もっと追った;t ;.なのかf ! I材三なのか。 そしてそれらは当該

のエ リアに対してどのようなスケーノレ感で‘ 存在しているものなのか

というような ことがある 。 またその形状はどのようなものであるか

というこ とも 1Jr1わってくる 。

形の ｮ ｾ ｊｬｬｩだけではなしその質 的 な ｉｾ 問題も犬切である 。 そのスカ

イラインを兄るときの天候によって全〈異なる 。例えば、 1I ，'iれて い

るのか42・っているのか、あるいは雨や雪か、 言てあれば降 りつつあ

るときか、 J I:: んてや、初もって いわゆる 雪景色 となっているかによっ

て大きく異なる 。凹季折々の自然の変化の中ても趣を異にする 。太

陽光線の織りなす変化は、ものの兄え方を輝かせたり、沈めたりも

する 。 また夜景の '1' で月や星の光がスカイラインをどのように11央す

かと し、う こともある 。 それらはまさに情景のテクスチャーとい、う

べき環境デザ、インーヒの演出テーマでもある 。同じような形や色であ

っても、透明感や難nきあるいはその印象は異なったものとして映る。

2  ) 人工的要素からの彩 り

人工的要素の代表は建築物であろう 。建築物は与えられた敷地に

対して必要とされる機能と形態等 を考慮して、総合的なデザインと

してとlミみ1:1'， される 。W:tl 也に|刻しては一定の許存されるボリュームと

市さ、事対 む 境界とのｕＭ ｉ ｬ ｲｴＡＡｦ 等 の数値 Ｈ ｉ ｾ ｊ 指棋がが Ａ ［められていることが多

〈、通常はこの制約のrl' で、イ|古l々 の! &築家が諸条f ! 1ーを考成して故jill

値と忠われる平年えを提示していく ことになる 。 しかし、あくまでil J(

が担う こ とカ ｾ ｕ ｉｉ 米るのはその ［ｊ ｘＺｴ 也 ｼ 刈の こ とにおいてい、うことから、

完成予想図( パース) を描〈場合においても、その建築物のみであ

るこ とが多 L、。あえて隣接する既存の建築物に| 刻する情報はプレゼ

ンテー ションの| 僚にはオ、ガティフコこ扱ってしまうことが一般的であ

る。与えられた;J :tl 也の中で、桁一杯 11己主張を試み、 他 との差別l化

を位|ろう 'とするわけで‘ある。

建築物の場令、 111. 1本の建築としての問題もあるが、併としての川

j埋も大き し、。群として兄た場合、 11l. f本とは違ったスカイラインに|刻

する問題が12識される 。

一つには高さの問題がある 。，'，-: )さの絶対値の問題について、 1of ll'堂

筋の百尺 (31米) の制限の是非に|刻する論争がクロ ーズアップされ

る 。 制 限の Ｇ Ｍ ＱＧ で ＱＱ 一 中初 ｩ てた結果が 一つ のまちなみを＿形成し、 ｦｦｦｾ

的 な流れの ｾ ｉ ｬ で大阪のイメ ー ジを ｻＭ ｾ長する 都市 環境を生み 出し た こ

とは大変15; 三宮i楽い ことである 。日きが揃う ことによって、前而の街

路樹の景観と令わせて、特色のある空間の表情が山引している 。古

いヨ ーロ ツパのまちなみには このよう に高 さが揃 うことによって統

ギリシャ、イドラ港一白い家並み シンガポールー緑豊かな市街地に林立する超

が描〈歴史のスカイライン一 高層ビル群ー
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サンディエゴ一一一対岸の

ウォーターフロン卜開発地

から見た市街地ー

一感のある落ち着いたまちなみを保っている事例は多 L、。 しかし、

よく見ると 一つ一つの建築物の持つ全体への手掛かりとなるテ。ザイ

ン上の対応には差がある。すなわち御堂筋の; 場合は高さからの統一

感はあってもスカイラインのディテーノレやファサー ドの構成におい

ては個々の主張があり、 ヨー ロッパの割列ほどの徹底したーイ料金は

感じられない。 しかも一部には既存のイメ ージ、を崩すような建築物

がすでに 出現している 。 ここにおいてあらためて、市さ 制限の意義

と効果および限界について議論 し、新たなデザインへの模索を始め

る必要があろう 。

さらに高さに関してはそれぞれの高さの相対的な問題、すなわち

バランスの問題がある 。高さと幅および建築物相互の隙間のバラン

スである 。 この場合は高さを一定に制限 し、その範聞で揃えていく

のとは違う難しさがある 。 いった L、誰がそのバランスぞイメ ージし、

リー ドしていくのか。建築家か、都市計画家か、行政か。 それぞれ

の建築主体が異なり、 |時期も異なる 。 しかもどこから見てそのバラ

ンスをチェックするというのであろうか。各地に現れつつある超高

層ヒツレLヰのスカイラインのチェックは誰がしているのだろうか。実

際的にはあるブロックを担当する建築家が既存および既知の将来計

画を検討して取り組まざるを得ないだろう 。大規模開発プロジ、エク

卜て官|晶画やデザ、インを単独のチームて有える場合は、このような視

点からの作業 ｩ 立 上り Ｑ Ｑ •交的行し、やすいと思われるが、そこまで気合いの

入ったプロジ、エク トにあまり出合う ことがないのはなぜだろう 。

二つ には屋根の形状である 。従来の高層ビノレの屋根には陸屋根の

ものが多かったようである 。屋根を架けるよりももう 一つの利用可

能な床として考える方が土地利用上経済的であ ったのかもしれない。

水平と垂直の 2 方向の構成要素だけて" 合理的な形態のデザインを試

みることも近代建築の流れの中では当たり前のことであ ったのかも

知れな L、。 また、 屋 上を防災計匝止、ヘリポー ト等 に活用する事例

も多〈見られ、水平の屋根商て、特異なシノレエッ卜を形成しようとし

ている 。 しかし、 一方 でE説Zは自治体等の定める景存却形成のデザイ

ンコードの ｉ ｾ Ｇ ｉ でも勾配 屋 根を設けることを入れたものが多くなって

いる 。たしかに勾配屋根の連なる斜めのラインが生み出すリズムは

主主事互主芸s

空± ー即時E・szl

変化と統一J惑をもたらす。そのような統一感のある中に数少なく( 多

くなれば混乱 してしまうので) 、異なる形状 ・高さの屋栂の建築物

があれば、スカイラインと しても変化 に富んだ特徴あるものになる 。

三つには色、テスクチャ 一等の問題である 。様々な光線を受けて、

都市環境は多彩に彩られる 。都市のスカイラインもそれを構成して

いる部分の色やテスクチャ 一等の状況で多彩に表情を変える。 これ

は前述の自然的要素からの5怨が大きし 、。群としての建築はむしろ

個々の主張を 出来るだけ減衰させたと ころに新たな美が生み出され

ると思う 。例えば雪の降り積もった景色を見て、 FI頃見ている 印象

と違った美しさを感じたり、夕暮れどきの衡を見て、夕焼けに染ま

る天空を背景にしたスカイラインが一つのシルエ ッ 卜のように浮か

び上がるのに叙情的な思いを抱いたりする 。明 るい 円差 しの中で、

そのままのものが見えてしまう世界では、 このような美の誘発効果

を応用して、色やテスクチャ 一等 についても 繋欲的に整えていくこ

とも 一つの方法であるかもしれなし、。

凹つには背最との関係がある 。建築群のかたまりと対 1[1寺して最観

の中で存在する背景について考慮する 必要がある 。 もちろんほとん

どが建築群であり、そのほかのものが視界の中に存在しないような

場合もある 。 しかしこの場合でも天空は存在し、建築群を支える大

地の状況は語れる 。 そして大きな要素として自然の山や海、 川|、湖

等が存在する場合、建築もし〈は建築1淵群!持洋1宇a はそれらとの閑イ係系の中て

えられる必必、要カがf ある 。 その時にそれらと背景との関係で意識される

のがスカイラインである 。背景 として大きな自然を持つ場合は、そ

の中で少々建築群等が暴れてみても飲み込まれてしまう 。 それは背

景 と建矧博とのボリューム関係にもよるが、相対的に大きな背景

を有するスカイラインはのびやかで、文字どおり、絵になる景色を

提供してくれる 。

このような大きなスケーノレで語るときには、土木構築物が登場し

てくる 。 そのf恒釘[{ J なものは、橋や高速道路等の I'j;' l架構造物てある 。

橋は川や海、谷い、 った自然地形のギャップを釆り 1也えるだけでな

く、都市環境の I:t
l
てやは空間の立体的利用の方法として多用される 。

とりわけ最近の| 臨海部等の都市開発て、は既存昔Il t の接続施設として

マルセイユー海辺の古い建築が、港町・マルセイユ ノ、イデルベルク一大学の街・ハイデルベルクは教会 ポートランドーコンペン‘ ンョンセンターのツインタワー

のスカイラインを演出するー の塔が衡のスカイラインをまとめるー と高速道路か.クロスした印象的なシルエットー
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トンオ、ノレ t 同様に用いられる 。 その際周囲の景観の中て一 際目立つ

エレメン卜として機能し、形態やその色彩から大きなインパク卜を

与える。高速道路等の高架構造物も林立するピノレ群を水平に切るエ

レメン トとして大きな存在である。スカイライン とし てはこれらの

バランスで良くもなり、悪くもなるほどに影響力が大きいと 言 える。

これらの土木構築物に|期しでも、今後は建築物と同様に都市環境デ

ザ、インの主見長から、スカイライン等へのかかわりを検討していかね

ばならな し、。

ιUニは比較的水平方向に背景を切ってし、〈 エ レメン 卜であったが、

垂直方向に切る エ レメン卜として前述の超高層建築以外に搭建築の

存在が絡んでくる 。塔建築の歴t i 、実在はしなかったが注目され

るのは、パベノレの塔の話である 。人IM'Jの天空に限りなく上り詰めて

いこう t する意志とそれに対するネ111の存在、自然の尊厳等が象徴的

に語られるこの塔の話には、都市創造に遇進する現代の人間たちに

とっても興味深いものがある 。搭状のエ レメントは幾多の例として

は宗教的、精神的場面に登場し、周囲に比 してひときわ市〈、銭え

ていく ことにより、象徴的形態を誇る ことが多 L、。 スカイラインと

しても垂直方向に視界にアクセントを与え、視覚的なバランスを意

識させる。 三重の塔や五重の塔い、った伽藍配置における建~知洋の

構成はまさに このような形態と 心理的作用の妙を伝統的に日めてい

った空間芸術の撃であると言える。京都や奈良といった古都のスカ

イラインを見るときに浮かび上がる この塔の姿は、時と空間をクロ

スオ ーノ
f
ーさせる 「歴史のシルエ ッ卜 j である。

スカイラインのディテール

全体 t して眺めてきたスカイラインでもそれをもう少し詳細に兄

てみると、 桐々の立場においてももっ t 考えて いかねばならないテ

ーマが浮かび. 上カ
f

ってくる 。

1  ) スカイラインへの個のかかわり

現状の都市におけるスカイラインがどういうものてあるかの確認

がまず必要であるが、様々な分析調査の中から最年鵬成の原理を求

めたアプローチがなされつつある 。 コンピューターをfl ' J l 、た分』斤等

サンフランシスコー斜面

地に広がる住宅群と、都

心の超高層ビル群の対

比が印象的ー

は者111 ' 行景観を構成している複雑な形態や多くの色彩情報に対し、数

多くのシミュ ν ーションを可能にし、今後その成果の活用が期待さ

れる 。 これから E のようなスカイラインへと発展していくかの予測

は難しいが、少なくとも E のようにしていくべきかの方向性の検:討

はなされるであろう 。 その際に全体の中の例々の建築物や土木構築

物がどのようなかかわりを祖っていくのかとし、う ことが犬切になっ

てくる。まずはこれまでとは違って自己のテ リト リーのみで勝負し

てきたデザ、イン展開から、全体を絶えず意識して ことを進めて いか

ざるを得なくなる ことへの変換が大き し、。手法的にはこれでよいと

需つ・たものはなくとも、 全体への手掛かりとなるディテールへの検

討が始まるわけである。例の表現と群の表現をどのように共生させ

られるかが犬切な視点となる。

2  ) 切断性のグレードからみたスカイラインの検討

背景との対比の中てい、スカイラインを形成する部分の切断をどの

程度の l明確さ、あるいは|援|昧きで処理するかの問題である 。別の切

り口を借りれば、シンフ勺川こ表現するのか、複雑に表現するのか、

またilif くするのか、重くするのか、透明感のあるものにするのか、

不透明で。よいのかといった主見点でもある。大きく号 Il 、て、全体を眺

めると消滅する切lti 部分てあっても、伊|々 の切出i部分としての表情

がある 。 この部分は全体からみたデザインをそのままキ11似形で表現

していけるものではなく、スカイラインをどのようにどこから捉え

るのかという立場からすれば、それそれれにおいて必要とされるデザ、

イン展開が求められる 。む しろ遠景から近景へ、近景から遠景へと

シフ 卜する 中で、発見していくスカイラインのヒ エラノレキーを楽し

み、 それぞれのレベノレに応じた演出につながるディテーノレが求めら

れよう 。 この視点から、切臨時H分の表現の性格づけには、例々の存

在の主張と全体への融和 い、う 両而を考慮 しなければならない。

3  ) 昼夜のシルエ ッ トとしてのスカイライン

シル エ ッ 卜 としては、 ｉ ｾ 然の太陽光線の下で兄る世界と人工の照

明光線によ って兄る世界がある 。fJ ii者は畳間のスカイラインであり、

後者は夜間のスカイラインである 。畳間のスカイラインは自然的要

素によって彩られるが、夜間の場合、 月夜の iザlか り等の自然的要素

パンクーパ一一古い鉄橋と新しい高層ビルの対比が、 シカゴーシアーズタワーをはじめとする超高層ビル群が シア卜ルー坂道の多い港町に、新たに林立する超高層

ウォーターフロントのスカイラインを彩るー 湖岸のスカイラインをつくるー ピル群ー
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による部分もあるが、大部分は人工的要素によって演出される世界

である 。 とくに照明技術の進歩によって、スカイラインの世界も大

きく変貌したといっても過言ではなし、。建築群自体が放つ光とライ

トアップによるシルエッ卜がもたらすメッセージは夜の都市環境デ

ザインのキーワードである。建築以外の者|怖施設についても品丘は

ライトアップされ、夜の者11市のスカイラインを鮮やかに浮かび上が

らせている 。 自然と人工の ｩｾ ｩＺｩ ， ｾ ｈ Ｗｊｾ織りなす光の世界から、僕たちは

都市のスカイラインを畳夜のシノレエッ卜として 24時間享受するこ

t ができる 。

1 i 来の伝統行事である京都の五UI の送り火や奈良若草山の山焼き

では、古都のシノレエットが、背景の光の)旬i きによって鮮やかに浮か

び上がる 。 これも非円; 常的に兄山すことのできる夜のスカイライン

のi五i出の例ていあろう。

4  ) 見える表現と見せない表現からのスカイライン

スカイラインをどこから兄るかということに附して、見える、見

せないという視点からの検討がある 。 とりわけわが国の者11市環境に

おいては、建築物の屋上部の扱いにおいて、欧米のスカイラインの

形成状況を考え合わせた場合、際立って指摘すべき ことがある 。す

なわち見せたくないもの、例え t!' 設備機株類等 を隠すという目的と、

よく見える昔1I分はおおいに利用していこうという目的カZ相まって、

ペン トハウス部分に 巨大な広告 ・看板を取りつける建築物が多いこ

とである。桐人の所有する土地に連てた建築物の屋上部分をどのよ

うに使おうと勝手かもしれなし、。 しかし都市のスカイラインという

都市居住者にとって共有の財産 ・資源を守るという 4見点からすれば、

そうはｾ、かないという声が上がってきそうである 。 サインが複雑怪

奇にひしめき合う都市内で、自分の目的とする建築物へ辿り 着 こう

とする人には最小不可欠の施設名は必要かも知lれないが、そういっ

た公共性のネ見点をはるカもに超えて、商業主義そのものが、者11市景観

の質やグレードを気にせずスカイラインの，:" で見せる表現がある 。

少し市J い視点からこれらの建知洋を見れば、あまりの無神経さに驚

いてしまう 。 いかに it ! L 1: 付近を美しく自ili ってみても、所詮この程度

の文化意識ですよと自ら公言 しているようだ。

また、エオ、ノレギ- 1共給施設として公共性の市 L、屯柱については、

都市景観上の札点からその存在を否定する意見がある。 しかし現実

的には、メンテナンスや経;斉性からそれに代わるシステムへの変換

はそれほどなされてはいない。出，!交的低用の都市環境の中では、ス

カイラインの中でこの電才主の存在は大き L、。 しかしながらこの、見

せたくなし ，'1 '11}: 柱に一定の基準があると 需いながらも、使用料をと

って、兄せる 。広告を取りつけ、公i t L l : を占 Hi していることは、は

なはだ疑問とするところである 。
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見えること ｴ 見せないことの意味を、公共空間の質ぞいかに ｾＺＺｪ め

ていくかの視点で、 もう一度考え直してみる必要がありそうだ。

5  ) スカイラインの連続性と不連続性

スカイラインは絶えず変化しつつも、その場に一つの認知される

連続性を生み出す。 しかし既存の強L、環境が依然として強〈作mす

る場合は、その聞に不 ｩ 卦ｾＨＮな苦 Ｑｉ 分を生じてしまう 。 アメリカのダウ

ンタウンのスカイラインでは、この対比が伍めではっきりと意識さ

れる 。 それはそれなり仁科マ款のあるスカイライン営形成しているわ

けである 。 ニュータウ ンの計ｩｔｉ￭ ｬ で ｴ ［ｊＺ ｾＧＺｪ 用住宅と低用住毛Ｍの配置にお

いて、センタ 一地区から、段階的に日!?f から低層へとつなぐ考え方

カ汚普通であるが、都市のスカイラインの形成の視点からはインフラ

部分の道路等のオ ープンスペースと のバランスから検討していく こ

とが必要である 。パフツレ期におし・て、より日密度に戸数を確保しよ

うとして、この連続性の重要さを忘れて計| 百lを進め、問問の住民か

らの ｾ￮ｊｘ 対を浴びているプ ロ ジ‘ェク トもあ った。 これは形態的な 意

味における連続性だけではなく、地域コミュニティとしての連続性

も忘れてはならないというこ t で、これらの良き関係があってはじ

めて居住地としての良きスカイラインが出来るのであろう 。

おわりに スカイラインが、古Ilifi 環境の，' ，で E のように生み，'1' ，さ

れ、どのように受け入れられているかを眺めてきた。 より良い都市

景観をその都市や地域のアイデンティティを示すシンボノレとして前

かす上でも、スカイラインから考えていくことで、厳ー々な視点が役

すつようである 。めるべきスカイラインの状況は一律には訴りがた

いものの、これからの都市 ・ 地域の環与盟主備のｾ ， 吋ーお互いに認識し

ていく基本的な姿勢を犬切にしてゆきたいものである 。

僕が小さいとき、ま fご渚11市や建築とは何の| 剥係もなかった頃であ

ったが、ネ'1' 戸の衡を六FPや摩耶の山から、あるいはネ'1' 戸港の防波堤

( 今のポー トアイランドあたり) てや魚釣りをしながら山麓にひろが

る市街地の風景をぼ- 1 : 兄ていたことを思い出す。 そのスカイライ

ンと今のスカイラインがどう述っているのかはっきりしな L、。 しか

し、はるか遠くに広がるスカイラインの向こうにはどんな街があっ

て、どんな人が住んでいるのだろうか。子4 キ心に気になった未知 lの

世界と現実の世界のイ士切りを飾ったカーテンだった、そのス カイラ

インが今また気になっている。

( たなか なおと神戸ぷ術_ [ 科大'''1=助教授)



アンボンドプレースを使用したビルの構造設計

小林 直 紀 こばやしなおき

側東畑建築事務所東京事務所婿造部長

大 阪 のrl' 心である "，之ねと J 二佐川辺りにはさま

れた恋文I也に平成 2 年 S rJ から T ?F 行 手 し 、 平 成 4

.i l三9 J l に完成した。 木必処E物はよ以j封i

レベル 2. . . . . . J: 也2謝 J (4Ocm/ s) に対する J芯答は

li }-};: }[ 可11: J変 形f('Jが 1/ 100以 F、古わk: flltl :率 2. 0以 ド

になるようにする 。

|閤羽の本昔部11ヒピピ‘ Jツ、ノルレとして計計' j i J 阿Ij治2き予れ、 ｪ ｬＡＡＮ ｊ ニ 苦 ｉｈ Ｎ［ｴ ＺＺｲ ｲｾ 務 室 長、

地下宮11は邸主11場 、 機 織室 の 梢lぷになっており、耐

｢Ｎｾｾ紫として新 ＱＱ 餓のアンポンドプレースＨ鋼作

コンクリート拘米フーレース) をfωI J している。

2 ) 設計月Jj 也震 力

I也渓illjJ2Ocm/ s レベノレの予備応答解析結栄を参

考にして、 X 、Y 両方向とも 1 !i' i' f 位置て Co= 0. 14

とした A i 分 布 形 守 探j 円した。

高層部の構造設計

3) 振 動 解 析 の 概 要

而ずぷ要素に、 x ｽｽｪＱ ，ｊＱＮ［ｴ外Ｉ［ Ｇ ， ｊ に ｾｪ ￪ を約 Ｓｭｬ ｬＺ ｊｉ￭ 雨 ｬ こ

配世した純ラーメ ン ｾＴ ｎ ｦＮ とし、 ｙ ＩｪＢＨ， ｬ ｪ は両 ｦ ｊｬ Ｇ ｊ コア

一部分にアンボンドプレースそノ f ランスよく配位

したプレース付きラーメン公机として L 、る 。
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E Wの 3地災被に対する振動向i(，析 の 結 梨 、 レ ベ ル

Ｑ 、 レベノレ Ｒ は ｩ 師 Ｑ 設設計の日制 Ｚｦ￯ ｬｩＮを ｾ ｩＺＧｴｬ ｽ￈している 。

2. アンボンドプレース ( 一般認定取得) の 採 用 理 由

アンボンドプレースは、［芯プレースに Ｇ ＺｉＮｽ ｾ Ｎ反を ｦ￦

RJ し、 m.J 吊拘束のため、鋼管コ ンクリー 卜で1呆J設

さす1ている。

1. 耐震 設計

1  Ｉ而 Ｇ ＱＱ ぷ設日 ｼ の Ｑ ］ ｬｴ ［ｾｻ

レベル 1 ..... .j 也浪ill}J (2Ocm/ s) に刈する] ，と冶; は

すべての告 ＱＱ 材が Ｇ［Ａ￬ｾ 七主￭ＨｩＧｬｩＡｊ ｾＱ 人 Ａ とし、 Ｑｴ 大ｊＮＺ千 ｉ ｉ｜ ｊ 変形 ｪＨｊ

が 1/ 200i>趨えないよう剛院を保有させる 。

本建物に対して三 つ の利点から探J ' I J ' e 決定した。

1  ) 建物の| 荷，} 性調務

HJ 例統国1または箱1511プ レ ー ス で は、制H長 比のHI ']

図 1

奥亙火災近畿営業 本部 ビJ レ

訓 It， 川 刺1民l ! . 剣場所

施 r. た 桝1[， ｾ， Ｇｩ γ ｉ＼ＡＮｩｬｬ［ 没、よ ＺＯＦＺＡＦｩｩｬｴ ｊ V  

・鋭校

! &築1(1ifl'1 736m'  

ω' A(I(l iHl 13 ，216 m'  

肝 ? 数 I也1.l 8断、地 F 2断

中r ，:':j 76. 6m 

法4控i茶色 G  L - 14. 3m 

・榊ii!i

情ii!i 粍tJ !IJ j也 1'. 5; 主、 I也F 5RC造

当日ti昨j彰式 X) ; 向純ラーメンH l iili

y ) ] 向 アンボンドプレースを干l するラーメ ン4昨jti

i 波書li H ti :  品 ｉ ｌｾ｛ ｩＱｦｩｊ ｦｴ 担 ｩｔ ｭ

梁 ｾｉ 町Ｇ｛ｈ形ｼ析｛而

フーレース ，H?板

機令部 組ｾ工 ｊｃ ｲｉ在合 ｴ 糾在

現品日妻子干 H判長

プレース 日) ) ボルト 11ft射事介

Ｉ，ｾ儲怖 ｪ ［Ｇｩ G  L -33mのスi，:l，jWi Ｈ砂レキＩを ｸ ｪ［ ｾｉ ＨＧￍ 1 : するおよ底アースドリ

ノレJ-Ci ，;) r:J' Tコンクリ ート杭

アンポンドプレートの設計 鋼管の設計

軸組図
N" s: NK 

プレースの許移耐力 (t)

N，， = A p'lt 

k 孟 Nu/ AK

， 0. 2771' . _  I π2E 

J C - ( A/I 百吉川 、0. 61'

プレース町陣 ｻｾ荷量 ＨｴＩ

A'  -<<-- NK
苫 lt-I II 軸) J ( t)

/c 嗣押町許務圧縮応、)J 1Jl: (t / ad)

A :  1制官町制n比 I1= Q/i  

A
K  

嗣育的断面摘 ("，)

Y  A，: 7' v - トの軸断面附同}

C'  A - A' 断面 斤プレート町許制強応) J 度 ( t /ad) アンポンドプレースの

アンポンド材 b プレート的基準降伏応M 宇 元 油 生

!  Iプレート 1 B  80. 0 +- - +- - 4- - - - 11- +- - 1 

B'げ m，角形 I  >R 1  hn n1 地震エネルギー吸収量 j

官 一 I n  IL 軸力 mJ 招 有 ナ 寸 11

H 断面 I  ｾ＠ I  パ;:

局 部 屈 止 め

ームムJモルタJレ

ｃＧ 寸ｾ

C - C ' 断面

図 2 安定した復元力特性

- 80 0  

ｉｾ 艮て Ｑｬｴ 小ｼ析而が決 定され、建物 ｊ の問 Ｇｽｉ 企を低くする

ことに対して、プレースによる ｝ｲｾ ，ｽ 性問主主に制限を

受ける。この点でアンポ、ン ドプレースはＮｾ官 ｩ Ｎｦ 反の凶 ｦ

而で淵務が ｮｔ￭￬ｾ である 。

仮面}J 解析結決から立l ! 物の問ヰif正JJ 引を iをくするこ

とにより、地μ 人 ) J を小さく j! [ J えることができた。

ＲＩ ブレースのＧｾ定した似ｊｌＺＩｊＡｦＮ ＧｎＱ Ｚ

図 2 に凡られるように、日!il 性年iりifH. ; t 当然のこと、

ｦＱｬＧ 出 ＡＺ ｾｊＺ ｬｾ の兆 ｦｬ Ｉｩも全〈凡られず、安定した復元 Ｉｊ

ｴ ￪ ＧＢ 性を Ｑｾ 有している 。

3) プ レ ー ス 機 付11のJ i i . H'!!>

プレースがけまたはｾに取り付〈ディテーノレに

つ いて、 図 Ｓ はＭｊＱ Ｑ ＱｬＺ Ｈ ｉ ｾｊ な Ｑ ＭＱ 形断ｔｨ ￮ プレース守刀、し、

図 4 はアンボ、ンドプレース守がす。

アンボンドプレースの彼令部は似めて J J l . 純であ

り、この点てソJ の心、述メカニズムがlりl{ i 首; である 。

また般イ刊11製作トーでも、 J j l . 純て製f1 しやすいこと

によ っ て、山itY1ff のフーレースが得られると考える 。

⑥ 

「ー

v  

⑥ 

b= ' / 2Xd  

300 

旦 9

工

図 4

アンボンドプレース詳細
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近年、オフィスや脱i I i での快適な視広1境の実現、

高年前例 凶士会への対j芯などのため、ますます高品

位 で日照度な.l! l¥II) 1カず求 められて い る。 また、 11寺代

の 流 れ とし てヂi資訪日、ヂiエオ、ノレギーの要求 U 郎、。

さらに、昨今の入手不足は建築 ・1品工工品業界で

も深刻な問題とな っており、工事が谷Mて 畑 侍附]

に胞工できる ｭｾ ｲ 明日出 Ｔ も強〈求め ら れて ｌ 、る 。

このような ニー ズ. に応 える た め、 日効 率 ・日 ii i:i

色の特 長を持つ高知Jil支点灯専月JJ I手(以 下 H f) 蛍 光

ランプ 「メ ロウライン TMJ お よび Hf ランプ専門l

(以 下 H f) インノ f ー夕、そして I-If ランプと Hf

インバー タを主Il み込み日効率な超薄型 I-If ! ! 削 I't器

具「メ ロ ウライン ｮ ，ＡＡＨ｜ｉリト 得具 」 を ｉ ｬ ｲＮ ｊ Ｑｾ した 。

Hf 蛍光ランプと Hf インバータ

公光ランフ' を;: :j l;'i !i l.!i 点灯守( インノ f ータ 点灯) す

ること に より 、 ランプ発光効率的I 1-， .  1"断 j J i 失の

低ぷぷ干のメリッ 卜を何られる こ とはすで1こ知 l られ

ている 。 この中ら長ぞき b に前かすために、百':; 1在日皮

点灯専用ランプとＱＩＷＭ 川 インノ ｦ ータのｉｬトｊＷｾを行った 。

その結果、 ランフ勺ニ筏を ｦｾ 。長ランプ Ｈ φ ＳＲ ＱＱＱＱＱＱ Ｉ

よりも 制 < ，:':，I;' f] il .!i .' ，' ml時にtik も効率のよい φ25.5

111111 とした。 また蛍光 体にはlリl る〈、 物 が 美 し く

比 える 3 ｩＦｦ 量 形希 」 ニ ｾ ｩｩｬｬ 光 体 を Ｑ Ｑ J  ｾ 、て い る 。 さら

に日入力( 訂i1"'刊iH t {. : f ) による光米維持率低下を

防止するためパノレブ ｼ 人 ｪ 而に ｦ 糸護 ｬ ｊ ｾ を設け、ランプ

xi主命を 12. 00011寺I: ¥J とした。

次に Hf インノ f ー タのl.lf.J発にあた っ ては、 f; 0長

インノ f ー タよりも iWJf::i イヒを陸|った。 そのため、イ

ンパー タ回路 は I" IIJJIJ 式ノ、ー フブリ ッジlul路を探月j

し、負荷回路 は H T立H II の 1 i欠 2 次 ji 'i]: ，' i ) f- ; i とした。

こ のことは、 上七 校 的 Ａｉｦ ￬ ｩｬＩ ｊ ｲ ， 丘庄の ｾ Ｗｪ ｬ 、 ｉ Ｍ ｉｦ 政光ラン

プを低 L バω玉で始動 させる こ とができる点て‘ も、

有利である 。 また 18111111 以下の屯 h} II，弘、特にそ

の ｲ ｬＧ でも立 ＮＡ ＯＮｩ形巻線昔 Ｑ ｾ Ｑ Ｑｾｾ Ｑ および Ａ と ｬ 到 ｲ ｸＺ 装対 Ａ 忘 可 能な

コンデンサを新規 Ilf.J発 し、面 ;k;装化 によ り、Hf イ

ンノ ｦ ータの ｉ ｾ Ｂ Ｑ さ ＲＵ ＱＱＱＱＱＱ をｾ弓 ｴ して い る 。

メ口ウライン超薄形照明器具

日効率でスリムな Hf 蛍光ランプと Hf インバ

ー タを搭載した Hf !! (!Iり170出もは、 J欠の特 長を持つ。

ＨＱＩ日効 率、 ｾＧ Ｚｪ ｭｾＱ 立 、 ヂ ｛ エ オ 、 ノ レ ギー

図 1 埋込器具の施工状態
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高効率 Hf 照明システム

小平 員 二 こだいら しんじ

芝ライテック側照明電材部照明器具妓術担当

Hf '，弘北ランプと H f インバー タにより、 Hf ラ

ン プ 2 灯 用 保 共 で 従 来 蛍 光 灯 3 灯 (F L R40 .S

M乃 JI 限界共と 同じ iり1るさ (総 共内 ランプ光来 9000

Ｑ ｭＩ を 消費 ｾ ｇＺ ｪ ｊ 20%I'f lゆ古( 鉄心 Jr- ; i 安定総得M に対

して) して得る こ とができる 。

これにより f V長2 灯 ( FL R40 .S. W ) 川総 共 が

使 ｒ ｊ されている場所では、設計 Ａ ＡＨｾｉ 支が同 一 であれ

ば日叫ミ台数料成らせ、 Ij l LTが作易になり、ランプ

ョミ換詳の保 守 の而でも 有利 な点とな ってい る。 ま

た!!何度アップの場令や、 ー阿部に OA ノレーノf や カ バ

ー 付 日叫もを 使川 する場介、 ＡＱ ｬ｜Ｏ Ｎ支低下を ｾｾｉ ｮ え、 日 叫 ι

台数をmやさずに、ムtl 必が可能となる 。

( 2 ) 出込日弘、Lの行施 工化

施 工性向上のため、ｾｩｈＮ Ｑ 設計 ＱＱ 寺に → ｉ ｉｬＺ天ＭＺＱ Ｑ Ｇ の 桃

ｩｩｅ に ｪ 主 Ａ と ｬ し、ｾｩｈＮＭｬＭの ｉＺＷ Ｑ き て ｊｩ 去を検討した 。→ ｬ 主天

) 1'  Ｈｴ ｾ て張り工法 Ｉ は 図 Ｑ に示すように ｃ チャン

オ、ノレの下に、 M パ ー ( h =19111111) と2 M の 天井糾

( 下J 也ボ、ー ドおよび化; f庄ボー ドh =211η111) から成

り、 イヒ;f庄ボードの 円而かt: ， Cチャンオ、ノレの下端ま

での ＧＮＮｊ さは ＴＰ ＱＱＱＱＱＱ ある 。 ｦｖ 長のＡＡＨＡｉリ ｉｾ 叫 ｌ では担込

，Ｚ 目 ，Ｇ ｪ きが 低 いもので不 Ｎ［ＹＰ ＱＱＱＱＱＱ あり、ｾｩｈＮＭｬＭ施工 ｈ 寺には

J て持11の C チャンオ、ノレを 切)1析 し、さらに 切断 した C

チャンオ、ノレI:.¥J に折Ii 'J!l lイN-l-を取り 1. J ける 必 泌があ っ

た。

Hf !!(!I り170非共の 「ニュー ソフトライト Mn' (F R  

- 42770等 )J では、ランプの紺IJF::i イヒ、 インノずータの

iWJF::i 化 の ほ か 、 新規 に小型|旦|転式ソケットの採JIJ

Ｔ 平によ り 、 日 叫 Ｔ の ￬ ｬＧｦＮ ｊ ｉ ヲ 化 石ｾ ｉ ぎ ｼ り、日ｩｈＮ ｾ Ｎ ｊｉ ｉｬ 込町さを

37111mとして、 C チャンオ、ノレの 切断T . 'I与を不要と

なるよう設計を行 った。 このほか、 1枚張り天井

の場介には坦 ｬ 込町さ ＲＵ Ｑ η ｭ の下 百 ｷ ト ｉｊｪ ｸｾμｊ ( FR -

42840)  'a.'>iffi 品イヒ して い る。

( 3  ) ス リムな官叫4デ ザ、イン

日μ Lの 簿)1ヲイヒにより、直1.J'7o出-!- (F T- 42770等)

でも日叫 Ｑ ・ ［ＺＧＺ［ｾが ＵＰ ＱＱＱＱＱＱ と 、 従来タイプ日料 ＭｬＭＨ ｨ =98 

mm) の 1/ 2となり、大j ドからの' 尖 lH!ぷが小 さくな

っている 。保 共1mもf ; 0長の 2/3 (220mm) とス リ

ムにな った。 「ニューソフトライ 卜M γ MJji '.L1.J形 の

外悦 を図 2 に示す。

( 4 ) 経 量化 、千i ftilJ i( 、ヂ[ スペー ス

I-lf !!(!Iリ170出4ては、 日制，t. illilt がf;J訪 問 料Lの 2/3 と

経 ｩ 此 て、あ り 、摘 ｴｩｬｬ ｬｬ 奇の ｦＧｬＱｊｬ を Ｑ ｾｑ 成 した 。 さらに作

図 2 Hf 照明器具

，h'lで は 1/ 3となっており、在庫スペー スの削減と

介わせ、 f史川材中、|や樹 包材 ぞ 大幅 に)'flJ i成 し、相1f t

HJ; 1によnli!¥し ている 。

( 5)  rニ ュー システ ムアッフ。n ，J ＡＡ Ｈｾ ｉ り Ａ 日 住共

! !削1( ，器具の27i 小]'}Jufilfi@イヒ として、 設 ｩ Ｇ ［Ｏ ￌ ｾ Ｚ灸の岩山ＺＺｴＮ

変更の要求{ こ対し、フレキシプノν に対応できる 「ニ

ュー システムアッフ.TMJ  (F R- 42870) カずある 。 こ

れは下而 |叩次官叫エぞ法木灯 休にし、反身.r.f反の位出:

を上 ) j 'へ 移動 する こ とで、 ー何百に禄々のアク セサ

リーを後付 けてきる 。アク セ サ リーは V D T への

11央り込みを防止 する OA 月] ノレーパのほか、手L白カ

バ一等、 10干'l!1J iを桁lij えて t 、る 。 OA ノレーノf 付器 具

の外 飢を図 3 ( こ示す。

( 6) → i生2叫4 と同形状 の 屯i也l'、雌 非 常 灯

'，G: 池 内蔵非' ，:j:; :kl につ いても、制JF::i 点灯 ユニ ッ ト

守新JiJLに1Iトl発し、 - J i J生灯と同一 JIヲ状とした。

また、 25%- 100%述 統制光 日非共も、同一 デサョイ

ンでil :ti品イヒ して い る。

Hf 照明器具による税制上のメリット

‘ 1<1ぷ4 年 10Jl より、 Hf !mlリ1(，叫Lは!! 日lりIml刷 l装

i白との最Il み介わせで、エオ、有¥:fJ UIi IJ (エヰ、ノレギ一市

民情造 改革 投資む心i主Ht. :Jl I
]) の対象とな ってお り、

施同主税 制上の Ｈ ｾｪｬ Ａｈ 片 山を受けられる 。 ここ でい

う!!日lリ! 制御装協とは、時間や太陽光検知得に応じ

1' 1動的に. l ! HI リ170μ-!- 'a.'> ON/O FF または調光i J j lJj J jI

できるもので、 H f !! (I1りlおも兵とのkdl み令わせて旬、従

米総共に 対 し30%以 上 の行 エオ、ノレギー似J幸I! が 待

られる こ とが粂1' 1ーにな って い る。 I-If .I! (II リ! 日非共の

みで約20%の行エオ、ノレギ一刻J来があり 、! ! (11リ]jli l]j .'f jl

3主iE により企休みH寺1mのi ) 'j 灯 や、金 II¥J および就業

時 間後のi威光等により平均; に達成できる 。

おわりに

，' ，，'J効率な [-[ f  ＡＡ Ｈ 引 ｉ ｭ ［ｧｾ，は、 れ ｩ エ オ、ノレギ 一、 日 ｭ ｾ

ｉ ｊｴの ｾ［ ｊ ､ こ ｊ ｊｴｳ えられる ＡＡ日 ｬ リＡ日出 ｬ として ＡＡ ｈ ｉ リ ｬ 業 界 全

体でf似i主しており、公共胞設JI J!! 削 !日; は品以主 ( 引

イ ｌ の Ｇ ｉ ｾ ［ ｾ ｇＺ 1泌が平成 5 年度より改正される ) にも採

川 され、 これから' ，): ; 裂が大きく 11] 1びるものと予想

される 。 これに令わせ今後、引イEの F L 20W サイ

ズや手' J f J ;JLの 1.  5111 サイズのランプ、 日非共j瓦1mもニr

定されており、 一 帯Ili1h品化 されて L 、る 。

図 3 Hf 照明器具医亙盟

ニューソフトライト M直付形
ニューシステムア ップ

O Aルーパー付



八一フP C耐 力 壁

佐 藤 真 一 郎 さとうしんいちろう

日本カイザー側妓術部筏術課長

の鉄筋: L1: の平日のうち、小さい方を有効! 亨きて除し

た官立とする 。

カイザー耐)Jf;?; の水平せん1m:!同It性は、有効! 写さ

と同ーのJ平 さ を 持 つ → 材rち耐) J l l i と同じであり、

耐 震 前Jt の 1 次設計て刀 Jt 、るカイザー耐JJ 惜 の 許

容せん断力は、主主築学会 R C規準及び SRC規 準

に示された式に、 また 21火設日 111寺の保有ノド平耐j J

算定にJ r j t 、るカイザー而りJ壁のせん断強j支は建築

センター折歩| に示 された式に、有効j♀さとせん断

補強筋比をJ r j t 、て算定r I ' ，来る 。

ハーフ P C板の製造は問定工場と引場工場で製

造 ｮｾ ，米 る 。 回定工場は袈頃による社内規怖を ｾｩ ｩＺ ｬＺ ￬ｴＮＺＮ

し、選定された工場で、また J IS の 表示 i汗nf 工

場、プレハフ述築協会の P C苦11材品質認定二じ牒宰

の資格そもつ工場とする 。玖! 坊に仁J J! i とl主主 に工事

現場に設置する工場を指すが、 ｊｊｾ 場工場の管理す［

は、施工者または n本カイザー(仰が行うこととし、

品質管攻究任者守笹〈必裂がある 。

、会乞

l 旦

工

カイザー耐)J 1i. l のI沌L仁には、 J凶作; ノ、ーフ P C板

の重f tl:が 1 - 4  'ro Nf 山支あるので¥クレーンが必唆ー

となる 。 また1側、JA のフ ァス ナーやレベ、ノレ制強m

ボルトを月 j t 、て梁に取付けてゆくので緋造体とし

ては SRC造力可両A i である 。 R C j 注にも施工する

ことは可能であるがハーフ P C板を支持するブ抱;

ぞ考える必要がある 。

.I-:J..... I:. ノ、ーフ P C耐ブJA:;l のおおまかな説明を行な

ったが、詳細に つ いては作工法ぞ所有しているメ

ーカーの嬰頃を参照してドさ L 、。

製

施

' 性のIf，Jj ニがlさl りやす L 、。

⑥ 施工期間の短縮が削れる。

ハーフ P C耐 j J 壁としては、玖羽生までに 2工 法

的! 仰木建築センターの「→l州 主J または「一

期比割引Ij J を1[)( 得しており、 i4 1生品科目Ij J を1収tLf して

いる工法( カイザー耐)JA笠 郡|ー・製造 . ｊｪｦￊ ＮｔｾＮｩ 頁Ｉ

につ L 、ては、 j尉反の場介と問中; ねこ{ i i師 例 IJ)'I のみで‘

使用可能である 。 2 つの工法には多少さを興がある

がここでーは主に iii iJ. !RのXC: ti 江に従って説明する 。

対象とする雄物の日さは 60111 以下であり、構造

はR Ci:位、 SRC迭のラーメン桝造内の控で、壁式

桃込や' 1 '日JfoW，h ' i : ラーメン椛迭のAをは対象として

いな L 、。 また! i l l 物のJ止ヒ部分の位及び地下位 4こ設

けることがtl!. 米る 。図 3 に使川例を示す。

カイザ 、 ー耐 Ｉｊｾ ， ｬ にｊＱ ｊｴ 、るコンクリートの種類 ｬ 主

義通コンクリート及びｾｽ 一 極隆也コンクリートと

し、場所打ちコンクリートはカイザー板と同種類

のコンクリートとする 。

カイザー耐力低の有効隠さは、ハーフ P C板 の

厚さと場所打ちコンクリート音11分の厚さの合計よ

り2 cmを差し号 It 、t.:fu立とする 。 また有効! 亨さを確

保するためにハーフ P C板の的制iは図 4 に示すよ

うな形状とした。 また 11地処理1 ( シーノレ処理リに

伴い、ヵコケットを設ける場令mし打ち苦11を多〈

設け、ガスケットが有効! 写さの '1'に入り込まない

形状とする 。

カイザー耐J J m:のせんI: l f r' 補強筋比 は

(a) 場所打ちコンクリート部分のせんI: j i }j -補強筋

(b) ハーフ P C板相互の桜令部の亙ね筋

(c) ハーフ P C板 内のせん断折Ii';!l @j

のうち(a)及 び( b)の鉄筋立の利、あるし、は(a)及ひい)

設計方法

要

従来、鉄筋卜ラスをi l I J . 1央lの コンクリー卜板内に

一昔11埋め込んで‘ 製造するプレキャス卜板は、床板

の ー告 ＱＱ に使川され 」 ムｾ場作業の干 ￭ )J イヒゃ工)IHの短縮

に多大な貢献をしてきた。 しかしながら雄投現場

での型枠大工、鉄筋工、 /:E' 直工やタイノレ工等の 職

人の椛 ｦ 呆は依然困事｛ｾである 。 また天然資源の保護

のために木製型枠ぞ ｈｾ ，米る限りｊｬｊ ｴ 、な ｌ 、傾向があ

る。 このような袈望射! 日此す工法として、鉄筋ト

ラス入りの部隊J P C *反をほ械にも J IJt 、るブT法カヨZ

王位住設Ｇｉ ｊｾｪ ，ｊ［ｾにｾ＼採用されている 。 ー づ般にこの工

法守壁板に灯Jt 、た場合、 P C F T法と呼んでいる

が、更に P C板を一宮|対，Yf . 造体として凡込んで而サ力

壁としてf I 1 t 、る A割反ぞハーフ P C耐 j J 壁と 1I乎ぶこ

とにする。木工法の工法概念制を図 1に、師団惨

状 を 図 E に示す。

特 長

ハーフ ｐｃ 耐 Ｉ ｊ ｾ［＿［ ｏＩｴＧｩ ， 長を以下 ｬ こ示す 。

①土佐板のー苦1Iを P C化して型枠と米則している

ので、引場における型枠工ZJ): :rr千i j J イヒ，，-L'，米る 。

② 耐力略の補強筋の約半数は P C板の '.1' に配筋

されるので、配筋イ忙繋が少なくなる 。

③ 外俊市のf : 1::_仁げを工場で‘ 行なうことにより、

現場におけるイ ｪ 土げ 工 ・ ｊ ｾ が省時， Ｇ Ｍ ＱＧ ，来ると共に、

P C板 1mの目 地苦11処思を工夫する ことで、外部

足場を何回骨することが1L'r 米る 。

④ 外壁画制仁上け込みて工場にて P C化するこ

とて、収納ひぴわれの先生が減少し、処物外観

の品質向上を凶ることが "f 能となる。

⑤ 外部足場を干7阿佐することにより、主幻也をfi わた

限に利則することが可能で、かつ工 事'1' の安全

概

' ーーー- .. -ーーーー ーーー

" 11 ，， 10 ( 仕上r H含 tr l

端部形状 ( A)

記亡

仁

L

羽向i

'  ..... ' {l V 、f

! .'  

Y 弘、J '

(究会

i、壁

十カイザー板

，v 、，

も" " 白

地下壁

土圧。

gl  

j;iF 

十カイザー板

包;

F ザ、，..

ｩ ｾ［ ＮＭＡｊ＠

hr 

十カイザー板

，v 、「
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端部形状 ( 8)

h  

鉄骨鉄筋コンクリー ト造

一般部

鉄筋コンクリー卜造

一般部

記仁一ゃ- - <

カイザー耐力壁の使用例
図 3

カイザートラス 現場配筋 場所打ち コンクリー卜

、 ノ1 ノ

/ 八L . L IX /  J ¥ I力 イ ザ ー 耐 力 壁 の 有 効 供

二120 mm

¥ 、

カイザー板 板内壁筋

カイザー耐カ壁の締法概念図図 1

端部形状 ( C)

カイザー板の端部形状
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図 4
カイザー耐 力壁の断面形状図 2
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「大阪市八ウジングデザイン賞J

大阪市は、平成 5年度の「大阪市ハウジングデザイン

賞J の推薦を 6 月30日まて受け付けている。

昭和田年 4 月 l 日~平成 5 年 5 月31 日に完成した民

間の集合住宅で、外観デザイン、配置計画、住戸言十函

などの誌面や概宣菌、謝蔚面、都里面等の総合的な

角度から優れたものを表彰するもので、昭和62年度か

ら毎年実施している。

推薦された民間集合住宅を審査委員会( 足立孝、東孝

ヅtλ 高橋叡子、巽和夫、徳矢典子、永井陳男、宮井市

太郎、三樹佐久、山下英次の 9 氏) て選考し、数点の

ハウジングデザイン賞( 特に優れたものは大賞) がR首

られる。

推薦はハカ'キに、民間の集合住宅名とその所在士也、後

薦者の住所 ・氏名を響いて、大阪市都市整備局計画開

発部指導助成課( 〒 530 大阪市北区中之島 1- 3- 20

TEL06- 208- 9225) へ送付すること。

選考結果の発表は平成 5 年 11 月頃の予定。

「生きものたちも建築家展J

鳥や生きものたちの巣や構造物に、人間の建築という

営為へのヒントを見いだせないか… 、会場には、鳥の

巣の構造をわかりやすく描いた三品隆司さん摘さ下ろ

しのイラスト 26点と、ツリスガラやサイホウチョウな

どの巣の実物約20点が展示されている。

入場無キ+。

会期 ＱＹＹＳ 年 Ｖ 月 ＱＰ 日 肘 ｾ ｂ 月 ＲＹ 日 Ｈ 日 Ｉ

10 :  ｏｏｾ＠ 18 :  00 Ｘ 月 ＱＲｾＱＶ 日は併有官日

会 場 I NAX 大阪ショールーム 2 F  

( 大阪市西区新町| ー7ー1 TEL06- 532- 1956)  

オオツリスドリ

草の繊維をあんで上

部に入口のある吊リ

巣をつくる。底が深い

ので外敵が侵入しず

勺，'-

国際デザイン・コンベンション' 93-7 月に大阪と名古屋で開催一

制国際デザイン交流協会( 会長 ・大西文夫氏) は、大

阪、続いて名古屋で「国際デザイン ・コンペンション

' 93J を開催する。

・大阪会場ーデザインの新潮流ー

日時 1993年 7 月29日附 13 :  ｏｏｾ＠ 17 :  20 

場所 大阪国際交流センター( 大阪市天王寺区上本町

8- 2- 6  TEL06- 772- 5931)  

内容 ・「世界デザインの新しい方向ー私とデザインj

講師 : A コルテージ氏 ( インダストリアル D イタリ

ア)、上回篤氏 ( 建築家) 、 F. ジヤンティ氏 (グラ

フィック D フランス) 、喜多俊之氏( インテリア D. )、

R. リニン卜ン氏 ( インテリア D イギリス)

・パネルディスカッション「第 6 回国際デザイ

ン ・コ ンペティシヨン」

(r風J をテーマとしたコンペ入賞作品のスライ

ド、作品に見られる創造| 金、提案性の解説)

コーディネータ 喜多氏、パネ リス卜 上回、

コルテージ、ジャンティ、リニントン各氏

会 費 一 般4000円、学生2000円

定員 2凹名

申込岡国際デザイン交涜協会事業第 2 部 ( TEL06-

346- 2611) へ申込方法を問い合わせられたい。

. 名古屋会場一名古屋からの発信を酎旨してー

日時 1993年 7 月30日幽 1  3  :  ＳＰｾ＠ 1  9  :  30 

場所 ホテルキヤツスルプラザ( 名古屋市中村区名駅

4- 3- 25 TEL052- 582- 2 121)  

内容 13:  ＳＰｾＱＷ ・ ＵＰ ＼ デサ Ｇ イン・トーク 〉

A コルテージ氏に聞く ( 聞き手佐渡和子氏)

F ジャンティ氏に聞く ( 聞き手麹谷宏氏)

R  リニン卜ン氏に聞く ( 聞き手長岡貞夫氏)

トータルコーデイネータ. 木村一男氏

18:  ＰｾＲＰ Ｚ＠ 30< トーク& ドリンク〉

会費 〈デザイン ・トーク〉一般6000円、学生半額

く トーク& ドリンク > 4000円

定員 150名

申込側掴際デザイン交式協会 ( TEL06- 346- 26 1  1)  

第3回BUFF 国際建築デザインコンペ 『東京待ち会い空間J

第 5 回建築仕上フォーラム ( BUI LDI NG FI NI SHI NG 

F ORUM) は 12月 8 自体 ト 11 日闘に千葉の幕張メッ セ

で開催されるが、このフォーラムの→景として、アー

キテクトの発掘と育成を目的とするコンペが行われる。

今回の課題は『東京待ち会い空間ム 東京において人を

待ち、人と会う、待ち会いの場としてふさわしい空間

とはどのようなものか、どのような所にどのような待

ち会い空間を設けたいのカ¥自由てつ創意にあふれる応

募作品を募っている。

・応 募 資 格 不 問

・応募締七万

1993年 9 月30日榊1jL.、着。 ただし持参は不可。

・提出図面およひ苦手見方法

- 提出方法

応募作品の裏面に{ 掛 ・氏名( ふりがな) ・年齢 ・電話

およひ宮古務先名 ・役職 ・所在地 ・電話を明記した紙を

貼付して郵送。

・提出先

1993建築仕上フォーラム運営委員会内第 3 回 BUF F

国際建築デザインコンペ係( 干 11 1 東京台東区小島ト

4- 8- 201 TEL03- 3865- 8999)  

・審査員

池田武邦( 日本書宣言十) 、伊東敏雄( 山下設計) 、長谷川逸

子( 長谷川逸子建築計画工房) 、押野見邦芙( 鹿島)、 只

野康夫( 日建議十) の各氏。

・賞金

応募者の意図を伝達できるものであれば自由。説明文 最優秀賞| 点200万円、優秀賞| 点50万円、佳作 5 点以

は日本語か英語に限る。 上各 10万円

・用紙 ・発表

厚 紙 (600X 840 ミリ、紙質は自由) 1枚に図面および 審査結果は入選者に直接通支払 「建築事態t J I 994年 2 月

説明文をまとめる。 号に発表。 1993建築仕上フォーラム展示会場で展示。

屋久島での山行記 『やくのやまんばJ - 竹中工務庖設計部員が自費出版ー

昨年 7 月、竹中工務庖設計部 6 人が屋久島を訪れたと

きの感動を一冊の本にまとめ、このたび自費出版をし

た。『やくのやまんばJ ( 毛利詩夫著、 1500円) では、

"や まん' ; 1 : " ' の挑戦かと思われるほどの悪天候やトラ

ブルに悪戦苦闘した機子や、自然の偉大さへの感動が、

写真やイラストを交えながら描かれている。

なお、この本の売上金の一部は屋久島環境文化財団の

環境保護運動に寄付する予定という 。

「やくのやまんぱj 購入については、竹中工務庖諒十

部情報課 ( 06- 252- 1201) へお問い合わせ願いたい。
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r  - - - - - { 呈久の島影lま次

第に大きく、はっきり

見えてくる。しかし中

央部の山岳は厚い雲に

照時1たままだ。ところ

がどうしたことか。見

る見るうちに雲方湖き

山影が現れた。{ 中略)

我々をf也、ているの力¥

それとも誘き寄せてい

るのか、全身力苛賓室す

る自分を感じた. 一一」

( 本文より)
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パリ国際建築材料見本市

建築資材の分野では世界最大の見本市、 BATI MAT

'93が、 パ リで 1993年 11 月に開催される 。

19回目を迎える今回の見本市の、ウ. エルサ イ ユ 会

場では建設材料を、パリノ ール会場では空調やサ

ニタリー製品が展示される。問い合わせはフランス見

本市協会日本事務所 (TEL 03- 3405- 0171) へ。

会期 ＱＹＹＳ 年 ＱＱ 月 Ｙ 日 ｾ ＱＴ 日

会場 ポルト ・ド・ヴェルサイユ見本市会場、および

パリノール見本市会場

主催 BATI MAT BLENHEI M 



北九州市立医療センター

病床数 522 床

峻 エ 1990 年3rI

開設北; t 0 i frli

設 計 附 脳 掛

施 工 戸田・日本国土・五洋・大悶・瀬口・川口共同企業体

神野レディスクリニ ック

病床数 10 床

政 エ 1990 年 8月

開 設 柿 野 佳 樹

設計併釘持議議馬場%

B極工( 偽土屋組

i nf ormal i on 

第 2 回病院建築賞

平成元年 4 月 1 日~平成 3 年 3 月末までに開院または使用開始をした病院・診療

所 ・福出包設計橡に、制日調丙院建築協会は第 2 回病院建築賞を選考し、受賞結

果を発表した。

全国から応募があった 23作品( 病院 18点、診療所 4 点、福祉括支 l 点) を、選考委

員 G栗原嘉一郎、今回寛陸、岡田章ト、河口豊、上林三郎、佐々材字、三宅史郎の

7 氏) が型聖書見墾考、現地視察を経て選出したのは 6 点

不知火病院ス トレスケアセ ンター海の病棟

病床数 38 床

竣 工 1989 年 11月

開設医療法人車説会

設計長谷川逸子・姐擬?岡工長側

施工安藤組劉附L J i 伎庖

明石市立市民病院

が抹数 408 床

峻 工 1990 年 3月

開 設 f! J ' 応市

設計鰍l J 下設計

府 工 大 林・新井・関西越投 J V

公立松任石川中央病院

病床数 285 床

綾 工 1989 年 2月

開設紛任石川中央医蜘笛槻1合

設計( 帰宅問単語録博開7

施 工 11林組殿・其開1鍛 ・古野辺諸挟jd陰謀体

酎回途人東京都保健医療公社東部地域病院

病床数 306 床

峻 エ 1990 年 7rI

l刺 殺 財 団 泣 山m主制限量陸銀松性

設計熔矧紛務! 尋も情聴

( 柳 醐 ヨI似築蹄百事f

施 工 柏 木・大日本 ・村本・徳治結諸扶I百陰業体

L L B 鶴門 日本生命 日比谷ピル

竣工/ 196持 設 計/ 村野 ・森建築医務折

施工/ 大材組、 三機工業

第 2回 B E L C A賞

性崩室築・設備市邸宅阿呆全推進協会は BELCA 賞に、 ロングライフ ・ビルデイング ( LLB)

部門 6作品、ベストリフォーム ・ヒ'ルデイング ( BRB) 部門 4作品を選んだ。

LLB部門は築後初年L人上を経過したもので、作品および内街B景境カE特に優秀な建築

物を文操とし、 BRB部門は改修後| 年ιι とを伍直した建築物で、この改修により画

期的な活主化を図った特に優秀なものを対象としている。

選考は審査委員会Ｈ委員長Ｚ芦原義信、 ｌｌｂ 専門部会主査Ｎ三井所 ［育Ｎｾ BRB専門

部会主査: 守屋秀夫) の曹類と現地調査の 2 段階審査によった。

，，園

、

べ
一一
一一
一

L L B lI!f' 百十四ビル

綾工/ 196が手

設計/ 日磁器十施工/作 h工務底

L L B 陣門 東京証券会館

竣工/ 1966f手

制 / 三捻 胴7 施工/ 大成建設

B R B部門ホデルナゴヤキャッスル

鍛工/ 196咋 改 修/ 198昨

器十施工/ 1' 仲工務Jli

B R B 部門小平妃念東京 目立病院

竣工/ 196昨 改 修/ 199昨 器 十/ 目立建設

関 十 施 工/ 目立プラント忍段、隣組毅

『ー‘

E 面 白園 田

一園田E 霊霊園田

- El  

理由』

ーーャ
r;・
可翠" " ' " 可 .

L L B錨門 ホテルオークラ本館

竣エン 196拝 酷 十/ ホテルオークラ設計委員

会、大成働' e ; _ ガ組数施工/ 大成建設

75 

• L L B 圃門 東京女子大学善福寺キャンパス

竣工/ 1931伝 193梓

器十/ アン トニン・レーモンド施工/ 消 柑 数

B R B 部門 R OK K O 23 

竣工/ 189併手改修/ 1991年

器 f施工/ 竹 中 工 腕

B R B 舗門函館ヒストリープラザ

竣L 々月縦断匂剛改修/ 198昨

統計/ 抑制問旧新ー鋭l t I 縄開縮工 /市 村 盟



理 事 会

第 1固定Ol . J ! 里事会

ＲＸ 日・ Ｔ 時 ｾＴ 時 ＵＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 2 9名

議事( I Y . 定時評機員会議; 失事項報告の件

(2股員の会務分掌 ・常倍里事は名選任の件

(3淀時評犠員会、通常総会、定伊E盟事会、常

イ壬理事会開催日時決定の件

(4駒年度よりの引き継ぎ事項承認の件

(5)平成 5 年度委員会委員委嘱の件

(6)第 3 回日本建築協会賞入賞者決定の件

(7澱援及ひ犠賛名義使用の件

(8)入退会者承認の件

(9瀬告事項、その他

編集委員会

第 l 図作品作風小委員会

ｬ 臼 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 l副委員長代行ほか 5 名

議 事 ( I)' J委員封旦当委員長( 編集副委員長) 並び

に同代行の選出

(2体 年 度 の小委員会，舌動について

(3作品の掲載予定の報告

(4斤乍品の選定

(5)  rGal l eryj 掲載報告・予定

(6)  r S KE T CH B OOK欄 J の作長調成

「大阪市都市愛備局j ( 仮称) 特集第 2 田編集会蛾

Ｖ 日 ・ Ｒ 時 ｾＴ 時 ・ 於大阪市都市整備局会機室

出席者 黒田純司、田宮辛口寅、中村孝一、岩倉邦彦、

佐々木靖子、菊川みゆき各特別幹事

議 事 8 月号予定「大阪市都市整備局j ( 仮称) 特集

月間の動き

議 事 ( 1>*扇集委員長の選出と挨拶

(2)各小委員会副委員長 ・各介科会幹事の選出

と各委員の挨拶

第 l 回計画介科会一建築系ー

ＲＱ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会設陸

出 席 者 佐 藤 幹 事 代 行 ほ か 8 名

議 事 平 成 5 年 9 月号特集の検討

第 l 回概盆分科会

ＲＲ 日・ Ｖ 時 ｾＹ 時円分 ・ 於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹 事 ほ か 5 名

機 事 ( 1) 8 月号「建築の再生」特集の企画

(2)  r，概宣の頁J の企画

第 l 団法令分不十会

23日 . Ｒ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会曽睦

出 席 者 生 駒 委 員 ほ か 4 名

議 事 ( 1漆 員 の 交 代

(2断年度法令介科会幹事の互選

(3)  r法令コーナーJ の 企 画

(4怯 令 特 集 の 企 画

第 l 回広告企画小委員会

ＲＷ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 5 名

税 率 収 支 状 況 報 告

事業委員会

新旧委員合同若い会員の集L 、小委員会

6 日・ 6 時半~川時半 ・於ヒ'ッ グステップ ・J R C

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か は 名

ゲスト 西村章氏( 環境開発研究所)

議 事 ( 1漸旧委員全員の自己紹介

(2噺年度の副委員長 ・幹事の互選

(3漸団事業委員会の報告

第 l 回会員企画小委員会 (4}今後の企画について

Ｖ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室 (5湾業委員懇親会について

出 席 者 高 橋 副 委 員 長 ほ か 2 名 (6)次回の委員の時間

議 事 ( 1川、委員会担当委員長( 編集副委員長) 並び (7)西村章氏を囲んて質問会

に同代行の選出 第 l 回広報小委員会

(2)シリーズものの報告と掲載予定 Ｗ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時ゆ分・於本会会議室

(3漸企画「フロン卜サイト」について 出 席 者 原 見 副 委 員 長 ほ か 同 名

第 l 回設備介科会 E殺 事 ( 1)平 成 5 年度の副委員長 ・幹事の互選

Ｗ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室 (2揃回事業委員会の報告

出 席 者 梶 井 幹 事 ほ か 5 名 (3)第| 介科会からの報告と検討

誠 事 ( 1断年度設備分科会幹事の内定 (4)第 2 分科会からの報告と検討

(2)単行本「設備知識j ( 仮称) の件 (5庫業委員懇親会について

(3) 4 月号「劇場の設備J 特集の組畠報告 第 l 回見学会小委員会

(4)  r設備の頁J の企画 Ｘ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＵＰ 分 ・ 於本会会議室

(5)次の設備特集の企画 出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 6 名

第 l 回罰百系ーインテリア ・住宅一分科会 機 事 ( 1)平 成 5 年度の副委員長 ・幹事の互選

Ｘ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半 ・ 於本会会検室 (2駒田事業委員会の報告

出 席 者 福 田 幹 事 ほ か 7 名

殺 事 7 月号予定特集案検討

第 l 団施工材料分来性

ＱＳ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時・於本会会議室

出 席 者 徳 団 幹 事 ほ か 3 名

議 事 平 成 5 年度幹事選任、定' * 史典氏に

新旧合同編集委員会総会・第 l 回委員会

ＲＰ 日 ・ 委員会 Ｔ 時 ｾＶ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 荒 井 編 集 委 員 長 ほ か21名
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(3)'実施報告

(4除後の予定、候補

(5湾業委員懇親会について

第 l 回事業委員会

ＲＱ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ＲＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 6 名

機 事 ( 1)各小委員会からの報告と検討

(2津 業 委 員 懇 蜘 11射能物見学会について

【平成5 年 4月分】

出版委員会

第| 回出版委員会

ＱＵ 日・ Ｕ 時 ｾＶ 時・於本会会貌室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 川 名

議 事 ( 1)平 成 5 年度委員長、副委員長の選出

(2)  <プ口のノウハウ〉と特装本の紐畠報告

(3)  rプロのノウハウ」講座シリ一文

第 3 回， r水にまつわる卜ラフ.ルの事例・解決策 〈設備

冊 」 小 委 員 会

ＲＲ 日 ・ Ｓ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 川 崎 小 委 員 長 ほ か は 名

検 事 ( 1)内容笠狸後の検討

(2}1乍業スケジュール

建材委員会

第 l 回委員会

ＱＴ 日・ Ｓ 時半 ｾＶ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 17名

材t報見明 建築機 ｩ 室用耐火鍋 Ｈｆｾ 同Ｉ Ｏ 担当Ｚ渡辺委員

誠 事 ( 1)第 l 回樹オ委員会開催にあたって

(2}今後の検討建材

教育委員会

第 l 回委員会

ＱＶ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 明半 ・ 於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 12名

機 事 ( 1)平 成 5 年度正 ・副委員長及ひ幹事の選出

(2購習会・工高生教育両小委員会の本年度の

事業企画

見学会

Ｈｴｾ 、はんなプラザ ・ 住友ホール見学会

ＱＵ 日 ・ ｬ 時 ｾＴ 時参加者 ＵＳ 名

建築クラブ

第 252回朝食会

ＱＳ 日 ・ Ｘ 時 ｾＹ 時半・於大阪グランドホテル

演 題 「日本人と木の文化j

講 師 小 原 二 郎 氏 ( 千 葉 工 業 大 事 盟 事 ・耕受)

4 月の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員件。

日召建工業側

〔個人会員 11名〕

朝 倉 一 晃 大 上 章 荒 川 竜 雄

{ 兵庫 県 蝿市住宅圃) ( 兵庫 県 都市住宅部) (昭姐工寮)

磯村千恵子 田 中 英 一 次 六 毅 智

( *1i 1t 圃位) ( 大躍圃位) (伊醇; a鯛瞳! i ¥1i 酎事輯踊}

西 野 一 正 i J t 鍋正宏 宮 川 功 一

{川崎 重工 県 ) ( 佳宅 ・都市聾 備公団) (フ布ーラふ・エ〆ジリアリノ灯

山口 明 糊 筆 湾 出

{車園田層建! i ¥匝術専門掌岨) ( 久米股計}

会員の言ト報

尾 崎 光 造 4 月 13 日 死 亡

中 村 信 夫 5 月20 日 死 亡

木 下 図 男 5 月29 日 死 亡



「建築と社会」誌21年・特集一覧 昭和47年~平成 4 年

「主I ! 築と社会」誌は昭和42年から A 4 変形判となり、特集と作品作風頁を二本岐に、シリーズものの頁を織り込み、その時の社会を反映したテ

ーマを選んで掲載してきた。売価は 980円( 消費税込) 。購読希望者は事務局 ( 06- 348- 0635) へ。
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冬期オ リン
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判院 唱肱

都1るE円椛 市 住本

坦陣 .  事

II 1:l-l' U47.1p  600号 インテ リア 省1I 市 交 通 i注 産 住 宅 第 四 回 北 陸 の

ピ ッ ク と 水 利 用 ー- A!t J，} 者1I rli 防 災

Ｈ ＵＳｾＩ＠
ヰL 帆

記 念 号 デ ザ イ シ 111) 題 の 設 備
(桂 Ij ' l 学)

アプJ j l ロへーのチ 背年技術者 新挫ｾ

.  
ー- .‘ ー， .  温惨 .  司院 咽与

同i和48年 以北ニ ュー 大阪大林ビ レジャーと 大阪国際ビ 老 人 住宅一建築 新用途地域

構造と施工 仕上と材料

第 20 同 ヨーーロッノマ

Ｈ ＵＴｾ Ｉ＠
建築教育 タウング〉コ

家のすまい 背年技術者

(/)  

施ミュニテ設ィ
Jレディング 施 設 j レディング コミュニティ 制! と環境

まちづくり

‘  

.  既成市街地
ーー 主I ! 築生産と ifJi Mプレハ .  電. .  

1111和49年 歴 史 的 明 日 の

保養所作111， の 住 宅 地

北摂ニ ュー

流通機械の

ビ J レ の 省

プ 住 宅 の み ど り 屋総防水敗対工例策

第 21 回 ビル防災に

Ｈ ＵＵｾ Ｉ＠ 環 境 保 全

建 築 は

エネルギ化

司王の失

青年技術者 l刻する 12君主
どうなるか

護備の方策

タウン号I-j 函

変 容 精 進 設 計

とそσ〉

.与 .  
PC 板 を .  主l ! 築とプレ 生 活 排 水 .  .  .  

昭和50年

図 st : 館

東 海 の

インテリア 1!l! J l ) した

社 会 者Wr ! i の景観

ス トレ スト 処理! 地設

人 間 環 境 騒7T対策と 第 22 図 集合住宅の

ＨＵ Ｖｾ Ｉ＠ 建 築 ・法 と 施 設

と し て の

防 音 材 料 青年技術者
設 備新 建 築

工業化住宅 コンクリート の あ り 方

ターミナ Jレ

.  
ー・

咽陣 .  
ー・

当勝 判脚

w住 休 の本

.  .  
設備からみ

H白羽目51年

主証ンI!築の言デ動'7ザ6向イ

建築基礎椛

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地整備

工場建築と 欽 'I'l ' m巡の

結熱露策材防 止

m 23 ln1 

た ill 築 の

(57集) 設 備 ジョイント

ハ ー ド と

対断 料と 青年技術者造の問題点 と 材 料 法
ソ フ ト

問 題 点

.  
兵 庫 県 そ - 日本建築協会 コンタリー 急

ー-
.  

埋る構立地造問に題おけ一

円 本 住 宅
坦除

建築におけ ー-

i昭和52年 デザインの

の風土と残

ω周年記企号 トの品質管
日影規制と

身障者施設 j照 明 設 備 公 団 と

ミニ乱開画発

る省エネノレ

罫ｾ 24 回

(58集)

動向一部分
- ニュータ 理と行政指

法
大阪南港と戸 から計関 的

世f年技術者

と 全 体
築 ・建築界 ウンの管理 連事の 方 向 屋浜を例として 主I ! 築作品

ミニ 発 へ

ギ ー 化

デ ザ イ ン .  医療施設ー .  
*  

組合方式に CAD - 温風 .  
l昭和53年

の 動 向 ー

水

病 院 建 築
外 壁 t江主主障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ピノレ環境

(59集)
新 旧 の コ と ftI 報

2量殺 材 料 建 築 耐 震 設 計 青年技術者

ン トラスト シ ス テ ム 住 宅 計 画 ンビュータ

司陣

‘  
ホテル挫築

ｾ村施設の .  

.  .  
‘' 

.  .  
昭和54年 転換J t l I の 大阪南港ポ

商業空I i l l

コンクリート

日 影 規 制 と 情 報

建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 闘 建 設 業 の

(60集) 再 開 発 ートタウン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強度の検討 まちづくり インテリア 青年技術者 労 務 事 情

80年代的問.13 

.  

・・事最安井近所控の量重作行量品控計-事襲集

ーー • *  

.  
*  

.  判h 調陣

l昭和55.11ミ

-・今ル建笹ギ築ーの省の金趨エ物勢ネ

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 都市対鋭と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今後の外装 - 軍27匝11"1' 植補者

設計新計の耐ため

(6I J1! )  

rl 1と他築ー
' 1<帽にたつマン

の設 浪法まちてプくりの 耐 久 性 法 鋭 防 水 工 法 アメニティ 胞設の設備 まちづくり l次付仕上材
， ，ン畢合住宅

祖是草と と}止ま也

ー-
.  .  .  .  

安災を害全め と法一*  

者住1I 市住宅一事

.  .  .  .  障害者の等

昭和56年

一中国市北の計京論文の

ポートピア

台所計設まわり

シーリ ング

- 瞳型輸と且デザ

住宅 IZlli 盤情企 間仕切壁の 第 28 回

戦 能 論
の 商 な環境 ま い 手

聞関西における らしやすい

(62集) '81 材 の 知 識

イナーのために
畠市聾閣を '1' 心と 性 能 評 価 青年技術者

者自 岡 と 備 ざして からの発想 . 8瞳昌針作品世
した輯企聞の世網 環境と設備

.  世陣 .  .  
都市長鋭ー*  

司俳 $  司除 .  
- 桂本にみるすま

.  
*  

昭和57年 新たな商業 省エネルギ 医 綴 胞 設 近 畿 の 大阪市庁合 T f とホール 大 ス パ ン 昭 和 設 計 Ｍ 買 ｾＲＹ 回世 ｊｴ f  風土 ・空気

一 地 域医療 まちなみ美

いとまらづ< ?  

年技術

Ｈ ＶＳｾ Ｉ＠ ｾｮ 刊の展開 ーと関口部 地銀と地質 (第一期) 建 築 構 造 作 品 集

- 才一ーエム・ホテ
- 地} J のrj" と 人 間

と設備計阿 観への誘い Jレ日 i院ピル
' >! r 挫築

関 西 の ? イコ ンの .  
計画における 大 阪 駅 と 東海の将来 オフィス ・ プレストレ λ

.  
昭和58年

主I ! 築文化を 建 築 へ の

多様化する ill 築 と
コミュニケー

ターミ ナル

維持' i ' l ・理! と

と 文 化 を インテ リア ト( 鉄筋) コン

- 那珂回青年世術書

集 合 住 宅

Ｈ ＶＴｾ Ｉ＠ 運 動 地 設 品質? ? 理II
ションとプレゼ

設 備 更 新
- 大臣鎌田陣文化

と 生 活 TT

考 え る 利 用 ンァ- ; / ョン ピ ノレ 考 え る の 変 革 クリート構造
スポーツホール

21 佐紀への ピjレのリ 7 レ 建設産業と .  
みどりとそ - 1II 31阿w.年

1111布]59年
関西 一魅力

関 西 の 趨
ッシュー内外

住 環 境 と - まち町活性化 消防設備の 花粉化社会
技 術 者

光応用シス

あるまちづ 装補修技術展の

ロ ポ ッ ト と商 xi 喰 附 れをとりま 床の械工法

- ディテール
(654島) 高 層 ビ ル 法 制 度

. ，誌偲IIIl I桁 口 ポ イ ン ト と生活空間 テムと建築

くりを問 う 現状と発 ー 開 発 ( ア，<ンティ}
〈 人 々 の 思屯!

.  . 0111陣式への車 情 報 化 を ホールーそ 建 物 の 表 - 建築と水の - 接 合 - 村野藤吾

日目和60年

大阪湾物i語

東海の現在 撞聾草昔Ｉｾ武阜
めぐる建築 れが生み出 t，'/ 一最近の

大阪国際見
波乱1

初sr行と健康

- 日建設計 のー断i ! i

第 32 回

(66)島) と 近 未 来
- 撞聾物の基健

本市新会場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ w年技術名ー

を Ｍ ｾ止Ｆ 占 Ｑｉ 市 ｾ ｉｾ ↑ ￬Ｇｬ す 文 化 ー 外 壁 材 料 副都市
作 品 - 東海特集

これから町住空 屋根ー その - 現 ft デザイン
インアリジ - 建築防災 C A D - オ フ ィ ス インテ1)7 ・イ '1

昭和61年 - ; f . ぇト

ェン トピ Jレ
自治体営繕 21 世紀の住 - 開 発 第 33 回

間一郎rli 型聾告 デザインと モダニズム 10'1'

の生ｉＡ築 ｾＭ ｦ ・ ・設

と法 その応用と 空 間 の

青年技術者

ステンション t

(67集) - これからの と公共建築 居 と 設 備 - ツイン21

住宅にみる
素 材 防 水 工 法 備 画 - 大阪市庁舎 展 開 椛 成 1) ニュー 7 Jレ

昭和62年 創立70周年 E出 動 す る

- 貯施蔵 ・保

室 内 の 行政建築家 シティホテ 宝 塚 の

- 建物と街並

m 34 回

入 浴 物 話 腐 食

伸-u一 札.U(.  

思f<

みの按点

(67集) ヨnロu ぷ，也与、 -fj-

*  海 へ
- 体大育阪会府立館

仕 上 床 の 可 能 性 Jレ の 設 備 街 づ く り
- 昭和政問

背年技術者

作 品 M !

- 軟弱地銀と - 設備におけ 電院

展中園地方の

司俳 .  
昭和63年 基 礎 るL C C と 残物の外装

望 と
21世紀への 超高層住宅

-・ 大集合阪住府営宅繕の

. 11135回汗

ホテル物語 - 文化と伝統 リ7 レッシム 都 心 居 住 制l 仮 ' 1三J支 締I 者 ｾｪｕ 耳テレビ
(69集) 一束樺から - 東 畑 処 祭 事 リフレッシュ

ひろしまの
! 照 明 を 考 え る

リ7 レy シュ

Ｎ ＸＰＰｾ Ｍ

の 報 告 局所作品JI! ま ち な み 記 念

昭和64年 - 竹 中 工 諸 問 .  
平? カ化の Ｍ 構 造両官 Ｉｊ ｉｾ - 都市環境桐遣 最 近 の

ｾＨをのせる ｦｬＡ 玉 ｾＹ Ｐｊｊ 司 王 ｆ - 色町彼憎 まちづく り 博覧会とま 者s市環境担I j 建 築 と
- 鹿島建位止阪 と股情11

第 36 回

平成元年 記 企 - 班 樽 町 ための材料
主凶雄築館計 - ユーザー準加

博 覧 会

輸 送 設 備 - リゾート 晴雄築と と 法 ち づ く り 迭と設備 I ア ー ト 守王手技術者

(70集) ' 1< !宵 伝 統 技 術 工 法
飾作品聾 町ハウジング

ノマピリオン

調.

プ レ ハ プ
建築家のため

‘  
やわタザら同ヘーかな

- 都市町ナイ
.  感性の時代

平成 2年 商業化住宅 ニュータウン・ 東 海 の 国際花と緑
の設備知識 耐 強 度 化

住 宅 迎 ・ スプレイス
- 割 37 1凶

スケール感 住宅技術の -1' 縦模オ司ス 松宮十円多

ユー ー の - 兵庫県営繕

青年怯魯: ; . y . . を迎えての

(71集) のデザイン ルネサンス 者1I 市 公 鋭 の 博 覧 会 ピルによる今」ス 射罪 11二をめざ - 剥' 111<山叫町

現夜と未来
スタディー

してー ｾＵｴ｜Ｇｬｉ ｊ＠ の 歩 み 崎明と f焚阻 外 装 材

新しい都市 - オフィス プ 東海支部復 - 今 、 京 都 - 揖揮と土ふ - 挫績を両ぐる - 空1111伺アイデ - 自治体住宅政 - ru築と土本 - ス1) ムで17

平成 3ip レジャー

大阪班点御上
- 拙聾軍町 fよめ - 毎日肱過本社ピル

トラブル

: / T . (  i イ 策への縫宵 ー栴直技術の世界ー なコンク '1ート

空間づく り - 新しい冊ili 空 活 30 周 年 一 般 号

とその解決

ピJレディング

円融 制安11 惜

- 唱曲' ) ! 場内イ Ｎ ｾんでん写真集 - 大林組filJ l'i - 第 38 厄l . 21世紀の住まいを
(72集) 間づ( ?- II -

一世合商量ピルに釘
- 近世地H組曲岨

記 念

/ - '.，;"1' ..， マ

100年記念 -，' f 年技術者
..，える/"/ポジウム- 控聾の風景

けるケーススタディー 智111鱗 押 醐
- 大峰置計岨局' f

- こだわり の 越寮: ポのため U1 m '). 
本院選を使っ 接> t r ー建築

中村l地万円ui - 屋台ー仮訟の
いま建築教育 Ji : t のかたち

インテリア 建築とデザイン 何日生備知事量
地球環境時代

住まい網，)

てみませんか
並みと ru築家

魅力に牢よー

に何が期待さ

と色ー京高11
一人がかわる、

- 近15量年的郵同政事蓮華み

l具合高層住吉町
一住宅開 ｉｬｪｾ 分野への限

の ｲｾ￢ 1)  . 夢、

- ハウジング肉

文書IItI IJ :Ill: 45(73集) まちがかわるー 一東海支部ー の 建 築 価公間関西立 - J I ! 成材によ
ノインスト '1

設幅システムー
社10 周 年 る繍泣 りなさ可能性 作品J ームを探る

れているのか f.'i J年記念ー

建纂と社会 ・1993.6 77 
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勺 I 叩

ゆ こＭ ｾ
λ 一ー 阪 7  

長門事 1・J i li! f t .;  

恨 二一言t ウ

工 .B.， 区 ス

古株雪美去

十日 式五77

?でb 乙七七

l孟 Z 五Z番 四 四

社 三五
E  号 六 四



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・ 施 工 )

組朝日工業社

本社 ・本庖 東京都港区浜松田Iト 25- 7 ［ｉｪ［ｾ舌 ＰＳ ( 3432) 5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区1J 11向ト58- 59 ilt 訴 06 (302) 2270

支 底北海道/ 東北/ 北関東/ 繊浜/ 名古屋/ rt'l 主1/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイヲ: J 械式会社

窓庖・大臨本社 干650 .k阪，Ii同区 i l r' 端 ，r n9酢25サ 1ft ，伯(06)判 1 8231 

東 京 本 社 干 102 m:，i(r.5 f 代日11支日 1見2 r  1115昨 10サ11l . 1! i (03)3261 8231 

支 社 名，' ，以加問

主 底 札 柑 仙 白 紙 出 ・ 大 向 。 千 島 惜 祇 ' " 1 > 同 ・ ，ium 神， i . ｾｐ ｬＡ岡山

広 山 高 松 熊 本

営 揖 所 帯 広 嗣 節 目 晶 執 問 盛 岡 111J f . 晴氏 f t . 岬岡' : 2111 ・j lt 日 山

制 作 徳 山 松 山 ・ 高 知 ， .  <t 九 州 鹿 児 砧 ・ 醐 刷

出 張 所 地 川 制 品 川 崎 。 松 iJ .  ｾ山下 ｬ 問 ｬ え崎Ｎ ，b } 川 崎

海 外 支 唐 y ン ガ ポー ル ホ ン コ ノ

妓 荷 研 究 所 干354 埼F . 県人 11111111'::: 1，町 k' i ' 北 永 11.390帯 地 世 話 (0492)58 1511 

空気調手n設備 / ' X ' ¥ i l I 1 i 設 備

給 14ドポ設備 ( J 冨¥1 ノk 処 埋 施 設

電 気 設 備 マー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 ILI 谷 治 二

大 阪 支 防 長 三 田 村 謀 也

大阪支庖 大阪市中央区北 ｩｾＲ Ｍ Ｒ Ｍ Ｒ Ｑ ; 世話06(202)3071( 代表)

本 庖 東京都千代田区布楽町] - 4-1 m話03( 3502) 6111( 大代)

支 l吉 名古屋 . ＩｌｾＫｉ ・ 北海道 Ｎ rl' 国 ・東北 ・北陸 ・問悶

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑪ 三 建 設 備 工 業 ヰ 総 書 社

大 阪 支 庖 大 |坂 市 北 区 紅 梅 tlT 3 番 5 号 氾 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本J糊略拠IT2 - 2 2  ; 山首 ( 3667) 3431 ( 大イ勺

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・広 烏 ・板 間 ・金 沢 ・新潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
棒式会社 -‘.-‘ 

-
晃 空 調

本 社 大阪市中央区績見2丁目 l番61号Y イン2IM(Dタワー 電話D 6 - 949 - 1371  

東 京 本 応 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話03- 3344- 191 1  

大阪本庖大阪市 北区西 天櫛 4 丁目 6 番 18号 電 話 06 - 363 - 1371 

支 倍 仙 台 横 浜 名 古 屋 ・ 京 都 ・神戸 ・広砧 ・福岡

営 業 所 札 眺 ・松江

出 張 所 背 森 ・秋田・盛岡 ・大宮・千葉・川崎富山福井 田和歌山・

鳥取 岡山 高松・下関・熊本・鹿児島・沖縄

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 麓 ・ 地 盤 凍 結

u・3 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

守 株式会社落語研

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目J l jf; 16号( オートセ ンタービル1 '  2階)

重1;1' 山番号542 ';正 ;1!i 大阪 (06) 768- 5  0  3  1  代 表ー

メ ン テナ ン ス部ｾｉｩ 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6 5 1  代 表

点京文明 東京都文京区小石川 i 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビル 7階)

郵便番号112 電話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1代表

商白はき気ですo V  ｾ＠
掴 田 勲 と 空 気 の 工 ン ジ 二 戸 一 一

主ー〈J 5ま常駐
・宮

空 気 調 和| どと主L 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工提織式怠祉

大阪支 ｬ 苫干 ＵＳＰ 大阪市北区西 天満 Ｓ 丁目 Ｖ 番 ＱＴ ｾ 与

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1( 代表)

本 社 干 100 東京都千代間区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

;t: aii 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 fli 06- 466- 2268 

大阪営業所

枚方営業所 枚 万 市 甲 斐 周 東 町 9 - 3  ';rL0720- 49- 2128 

s合 ・ 排 水 ・ 衛生 ・消 火 ・ 空 調 設 備

おお西原、衛生工業所大阪庖

大阪市北区 Ｇ ｾＢ ｩ ド Ｖ 丁目 Ｘ 番 Ｔ 号電話大阪 ＨＴＵＸＩＳＶＲＸ 番

支) ; 5 . 営喋自所 福岡 ・京者11 ・天理型 ・} II 西 ・宇'1' 戸

⑨日本管工業株式会社

本 社 及 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 西 九 粂 盟 国 III J 2  0 森 地 の l

屯 話 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜r: .n専 用 ( 691) 1 0 4 5  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区天満1- 5- 20 屯 話 ( 06) 352- 3501刊

三 重 支 唐 津 市 栄 町 2 - 1 1 1 ' ; 立話 ( 0592) 26- 361αi ¥:l 

回 目 前 営 業 所 四 日 市 市 西 末 広 IQT 包 括 ( 0593) 53- 7431刊

滋 賀 営 業 所 大i掌市中央2丁目 4- 28 屯話( 0775) 22- 9738附

大 規 模 空 間 ( 天 井 金 属 パ ネル ) に

:;;ぷ222; ; OKUJ U

内外援創作パ弐) .システム天井・間仕切

本 社

大阪市北区西天満5丁目 3番7号 干530

TEL( 06) 312- 4131 FAX( 06) 312- 7998 

東京・九州 ・横浜・名古屋・仙台 ・宮崎・京都

惜茸会社オクジ: コー
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Ｓ 宅ｾｾ震房副￰Ｍ
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..可 1 ・11 ｾＺＮ＠

キー-ー....

⑪ペニニニア区ｻ江ｾＩ日［ l! :  トＪＪｾｾ善社

<+'I，o
T  

良吾首王i言語

人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛 ・給排水・衛生段備

空買鯛靭

I I・配菅

水処煙

コージェ ネレーション

クリー ンJ レーム

・プラン ト

プラント肘畿

ンステムエンジニアリング

・ ￡ 跡地 型豆 ￏＡｽＢｾＯｲＺＺ｟ ｾ ー
るｾー・ＧＱＮ

φ 住友電設株式会社 2522謀 議 官 出212233::;:!;!?

- 情報通信股備

情縄過惜ネ γ トワーク

情蝿起理

通惜システム

蝕送システム

・電力施量股備

畳宜電

架空温配電

地中道配電

宮. 祖目 政計・ 施工 ・監理

・電気位備

畳変電・ 幹蝿

動力・輔醐轟置

電館、融送、インターホン

防犯、防虫

中灸 監視制 骨

システム肘畿

言I

工

冊

目

裕

岡

敏

計

一

一

一

井

品

叉

・

・

事

施

i

工

A

Z

鮒

気

若

槻

電

織

化

。

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピノレ 5 階)

屯 Z舌 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  1 ( 代: )

来京都中央区日本橋茅場開T 2 丁 目 1 7 番 3 号

屯 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

庖

本

支

営 業 所

社

設 計 施 工

ム一

A
式

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電陽朝

電気段備・計装制御設備・空関怨備・クリー ンルーム役備・プラン ト設備

給排水衛生設備・エヰ ルギー集中監視システムー2宣計施工

三 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀

&  

士

本 社 大阪市北区中之島 3- 2- 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)  1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0  6  6・5 福岡出張所 TEL 福岡092( 771 )  6  1  6  8  

i't 本代 表 取 締 役 山

事 在 干5却大飯剤t I l 豆荻盟12-6- 8也ピlレ) TEL 由(3制)1471・FAX 曲(364)5臼3

東京支在刊缶東京軍港区新館ー16( ニュー新蝿ピlレ) T EL白(35倒)0231・FAX 1ll (5倒)0268

名古n 后 干'462 名古置市桜並抱一12-14 TEL052(9制)5131，FAX052(914)7535 

神戸主信干f f i ' 押戸市轟E 岩置併1! J 1-HI( 工ピスピJω TEL防 備1)5S11' FAX腕 (871)6261

m研究所有叩大飯府堺市三宝町七T3国 TEL0722( 2n8<閥 FAX0722( 初1喧4

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一!:::17)練)訓 O!l :J!l C:
支社長

大阪市中央区高麗縞4丁目 3番 7号 旬 結 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東 北・丸 ノ内 ・新宿・神奈 川・東関東・中部 ・九 州

場

一

二

工

第

第

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

勝 式 会 社 工 ヌ 工 ム ヒ " 一

線 式 会 事 士 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支底' .大阪市中央区北浜3-2-23(1君愛 ピ ル)

T  E  L06-202-3294 

-・11圃

。 ＾Ｑ｟｟ ｜｜ｩｾＧＭ 横代の断熱用シｾ人
Jるづ:"""-' ＮＮＮＮＮｊｾ み

目n/¥"' イチ11ーシート P

目豆電線株式曾祉制問干畑区丸の内2丁目1書2号(干佃ピJv)

⑧議議輔肱式会租

行

T EL ( 06)351- 542鋭的

F A X( 06)351- 5299 

孝藤

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

代表取締役社長 依
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デンカC S Aファミリー製品

- 子二J nCSA ( 膨 張 性 j比和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二J n弓ヌヨニJ (クラウト用無収納材 ) 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｮ 守ＧＮＺｊＮＭ子 Ｎｊｉｊｾ Ｈ 意 義 ｦ･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

.ョーニJ DES(土 質 安 定 用 急 硬 材 ) 地盤補強用薬注入

.  ］ｲＮ ｾｄ＠ ZI OOO ( 製 品 用 超 高 度 混 和 材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

/ 、イモメント製造用に

ネ土A

2

 

産 業 株 式

r: と唱

フl '浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E L 本社 ・京高[1・制里i ' ( 0 7 7 2 7 )  2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄浦 産 業 株 式

T E L 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 点京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

E L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 06 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土会洋 物 産 株 式光

T E L 人j 以 ( 06) 2 5 2 - 6 0 0 0  
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新しい家づくりのはじまり。屋根が語る、

鮮 や れくっきり、
建設大臣認定不燃(個)第1552号

三星フネンシンクル

困国

宣言ィ7t : J

根にも容易な施工が可能です。

不燃性とソフ トな化 粧 性 を合せ持ち、下

ｪｾ ｩ ｾ 防水材との防水システムの 併用 も合ま

って 、屋線仕上材の自信作です。

現代感覚あふれる超モダンな屋根から純

和風屋根にいたるまであらゆる屋根にセ

ンス良〈調和します。

屋根はいま、新しい表情をもった

三 星 フ ネ ン シ ン グ ル は 、 カ ラ ス マ ッ ト

1 0 0 %の芯材と耐候性にきわめて優れ

た特殊合成樹脂混入無機物からなる不燃

認 定 を 受 け た 屋 根仕 仁 げ 材 です。

耐久性、柔軟性に優れ、表面は環境に調

和する彩色砂粒を圧着してあります。 軽

量にもかかわらず風に対しても十分な安

全性を持っています。どの ｾ 業な形状の屋

山

田

l

m

h
門

門

口

一

総

出

荷

骨 ，1: I民

，、ー ノ、，た

イ面 n  1; 

九 の， ，ｾ
賄 大

i ¥ ::iI ｾＱＲ＠
0 料

円 T |-
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送

料
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〒 550 大 阪 rli 凶 区 京 町 刷 1 - 10 - 5  T E L06 (443)0431 

〒 650 神 戸 市中 央区 栄 町 通5- 1  -22 自主栄町ピル T E L 078( 362)6121 

干 730 広，; ，' ，市中区西平塚町8- 13 立 駐 広 Jょうピル T E L 082( 246) 8625 

〒810 1 > ， ¥ 問 市 中 央 区 議 院 4 - 2  - II T E L092(521  )3133 

干 101 東 京 都 千 代 凶 区 岩 本 町 3 ー II - 13 T E L03(38陥2)8531

阪

戸

島

岡

京

大

神

広

福

東

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフィング株式会社v  


